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　私、アルティナ・モニキスには愛する婚こん約やく者しやがいる。

　名前をシジャル・ミルグリット様。

　王城の中にある図書館の司書長をしていて、穏おだやかな喋しやべり方で一いつ緒しよに読書をしている時安心感を与あたえてくれる。私が見てきた誰だれよりも腕うでっ節ぷしが強いのに謙けん虚きよなところもギャップ萌もえだ。

　あまりにも素す敵てきすぎて、私には勿もつ体たいないほど素敵な人だと思う。

　思い返せばシジャル様との出会いは偶ぐう然ぜんだった。

　私はその頃ころ、反はん抗こう期き真まっ只ただ中なかで、自分の価値観だけを押しつけてくる兄や姉達と話すことが苦痛になり、転んで頭を打ったせいにして声を出すことをやめた。

　そんな私がうっかり声を出してしまったのを聞かれたのがシジャル様との出会い。

　シジャル様は声が出ないという私の噓うそを何度もフォローしてくれて、護まもってももらった。

　そんなことされたら、惚ほれてしまうに決まっている。

　そう、私はシジャル様に恋をしたのだ。

　そして私の恋こい路じを全面的にバックアップしてくれたのは、一番会話するのが面めん倒どうだと思っていたはずの兄と姉二人であった。

　私はシジャル様のお陰かげで、家族から愛されていると初めて気づくことができたのだ。

　その後、本当に私の声が出なくなってしまい、シジャル様の計らいで彼のご実家に静養に行ったり、上級精せい霊れい様に会ったりした後、色々あってシジャル様との婚約にこぎつけることができた。

　声も出るようになったが、シジャル様と婚約できたことが何より嬉うれしかった。

　兄と姉二人とも、絆きずなが深まったと思う。

　嬉しいことは沢たく山さんあったのだが、悩なやみごとも少なからずあったりする。

　貴族の結けつ婚こんは時間をたっぷりかけて豪ごう華かな式にすることが普ふ通つうだ。特にうちが公こう爵しやく家けであるために婚約報告を山のように手書きして送らなければならない。さらにはウエディングドレスを特注したりと、すぐに結婚できないことにモヤモヤするという贅ぜい沢たくな悩みを抱かかえていたのだった。







　そんなある日、私と兄ユーエンは優ゆう雅がに朝食を食べていた。

「アルティナ、司書長とは仲良くやっているか？」

「勿もち論ろんです。誕生日パーティーの招待状も、特別に手て渡わたしするつもりです」

「そうか」

　兄はそう言ってパンをちぎって口に運んだ。

　最近の朝の日課になりつつある会話だ。

　今日も兄と一緒に城に行き、王立図書館でシジャル様とまったりとした時間を過ごす予定だ。

　そんな優雅な朝食の時間には珍めずらしく、執しつ事じ長ちようが銀細工のトレーに手紙を一通乗せて運んで来た。

「急ぎの手紙か？」

　うちの優ゆう秀しゆうな執事長が食事中に手紙を持ってくるなど滅めつ多たにないことだ。

　兄は手紙を手に取り差出人の名前を見て呟つぶやいた。

「あっ……」

　そして、急いで封を開いて中を確かく認にんすると、私に申し訳なさそうな顔を向けた。

「お兄様、どうされたのですか？」

「それが、その……」

　歯切れの悪い返事に私はハッとした。

「まさか！　シジャル様に何かあったのですか？」

　私が慌あわてて聞くと、兄は勢いよく首を振った。

「違う……父上が帰ってくるらしい」

「もう！　驚おどろかさないで下さい」

　私は口を尖とがらせた。

　私の父は今海外にいる。

　兄が二は十た歳ちになったお祝いに家か督とくを押しつけ、王弟殿でん下かの通訳係として海外を飛び回っているのだ。

　ちなみに、母も海外を渡り歩いている。文学研究者という職業がら、海外の書物を集める旅をしているのだ。

　母親が家にいないことで寂さびしい思いも多少あるが、母は私の本に没ぼつ頭とうしてしまう性格にも理解があり、自立した女性というところは父以上に尊敬している。

　両親は私にとっては二人ともたまにしか会えない、遠い親しん戚せきのような存在になっていた。

「お前の誕生日を祝うために、帰ってくるらしい」

　私は朝食の後の紅茶をゆっくりと口に運んだ。

「それで、だな……」

　兄は若じやつ干かん目を泳がせた。

「お前の婚約者候補を連れてくると手紙に書かれているんだが……」

「え？」

　私は啞あ然ぜんとして兄の顔を見つめることしかできなかった。

「これは僕ぼくのミスだ。お前と司書長が無事婚約できたことで安心してしまった」

「安心すると、どうしてこんなことになるのですか？」

　私は泣きたい気持ちで呟いた。

「邪じや魔まするつもりはない！　ただ……」

　兄は俯うつむくと唸うなるように言った。

「両親に報告するということを、すっかり忘れていたのだ！」

　私は天を仰あおいで返した。

「お兄様、それなら私も同罪です。だって、私も忘れてましたから……」

　その場に長い沈ちん黙もくが流れたのは、仕方がないことだと思う。
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　父の手紙で朝から体力も精神も削けずられた私と兄は、城に向かう馬車の中で一言も話すことはなかった。

　城に着き馬車を降りると、兄がゆっくりと言った。

「僕ぼくがちゃんと父上に話す」

「では、私はお母様にお手紙を書きますね」

　私と兄は同時に大きなため息をつく。

　理由は一つ。

　父だ。

　私の父は全ぜん盛せい期きの兄や姉二人を上回るほど、家族の話を聞かない人間だ。

　兄も本当は騎き士し団に入ることが夢だったのに、有う無むも言わさず第一王子の補ほ佐さ官かんに就つかせ、挙句に家か督とくまで押しつけたのだ。

　父の被ひ害がいを一身に受けているのは兄なのだ。

　姉二人は暴走する父から母が護まもったため、被害は少なかったが……。

　母がいない状じよう況きようで、私が無事でいられるのだろうか？

　いや、きっと無理だ。

　父は自分が選んだ相手が世界一私を大事にすると信じて疑いもしないだろう。

　私は父に幸せにしてほしいわけではない。

　シジャル様の側に幸せがあるのだ。

　そんなことを考えているうちに、王立図書館の前まで来ていた。

　兄は扉とびらを開けて私を中に促うながした。

「とにかく、司書長にも相談しておいた方がいい。父上が僕達の話を大人しく聞いてくれる確率は皆かい無むに等しい。司書長にも関係のあることなのだからちゃんと話しておくんだ」

　兄の言っていることは、もっともである。

「はい、解りました。シジャル様にも相談してみます」

　兄は小さく頷うなずくと補佐官の仕事をするために城の奥おくに消えていった。

　私は図書館に入りシジャル様を捜さがしたが、今日は何か用事で出ているようだった。

　早く話しておきたいのに、うまくいかないものだ。

　仕方がないので経済学の本を手に取り、席に座すわって読み始めた。

　暫しばらく本に集中していたのだが、気配を感じて本から視線を外すと一つ椅い子すをあけた右みぎ隣どなりでシジャル様が書類仕事をしていた。

　シジャル様には珍めずらしく真しん剣けんな表情にドキドキする。

　邪じや魔ましてはいけない。

　私は思わずそう思い、声もかけずにシジャル様を見つめてしまった。

　暫く見ているとシジャル様がチラリと私の方を見て、目が合うとフニャっと笑ってくれた。

　その笑え顔がお！　可愛かわいすぎ!!

　つられて私も笑顔を返す。

「アルティナ様、おはようございます」

「おはようございます。シジャル様」

　父のことをうっかり忘れてしまいそうになった。

　私はシジャル様に体ごと向き直ると口を開いた。

「シジャル様にお話があります」

　私の言葉にシジャル様は不安そうに眉まゆを下げた。

「改まってどうしたのですか？　婚こん約やくが嫌いやになってしまいましたか？」

「それはあり得ません」

　私が否定するとシジャル様は安心したように息を吐はいた。

「よかった……では、どういったお話でしょうか？」

「それが……」

　どう説明したらいいか解らず黙だまってしまった私に、シジャル様は近づくと頭を撫なでてくれた。

「ゆっくりで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　シジャル様の優やさしさに安心してしまう。

「実は、海外に出てらしたお父様が帰って来ることになったのです」

　シジャル様は暫く黙ると首を傾かしげた。

「それはいいことですよね？」

「ですがお父様は、とても面めん倒どう臭くさい人なのです」

　シジャル様はキョトンとした顔をしてからニコッと笑った。

「ここでは何ですから、執しつ務む室でお茶でも飲みながら話しましょうか？」

「はい」

　私はシジャル様に連れられて、司書長用の執務室に向かった。







　シジャル様が猫ねこの絵の描かれたカップにハチミツ入りのミルクティーを淹いれてくれ、お茶ちや請うけにクッキーも出してくれた。

　私はミルクティーを一口飲んでからシジャル様を見つめて言った。

「お父様はお兄様やお姉様達に輪をかけて、私の話を聞いてくれない人なのですが、そんなお父様が私の婚約者候補を連れて帰って来るという手紙が届いたのです」

　シジャル様は手にしていたシンプルな黒いカップを床ゆかに落とした。

　しかも、カップは砕くだけて散らばってしまった。

　慌あわててカップの破は片へんを拾うシジャル様に私は構わず話を続けた。

「勿もち論ろん、私はシジャル様以外の男性を婚約者にするつもりも、結けつ婚こんするつもりもありませんが、お父様はきっとシジャル様に嫌な思いをさせてしまうと思うのです」

「さらりと嬉うれしいことを言ってくれる」

　シジャル様は小さく呟つぶやいていたが何を言っていたのかはよく解らなかった。

「私とお兄様で、お父様が連れてきた人とは婚約できないと、はっきり伝えますのでご安心下さい」

「はい。ですが、どんな人物が来るのか解らない以上心配ですので、シャルロを護衛代わりにアルティナ様に預けてもよろしいでしょうか？」

「シャルロを護衛に？」

「シャルロならアルティナ様をどんなことがあってもお護りします。なんなら自分とアルティナ様が同時に襲おそわれたとしても迷わずアルティナ様を助けようとするでしょう」

　シャルロはシジャル様の使い魔まの飛ひ竜りゆうで、見た目は羽の生えた蜥蜴とかげだ。

　使い魔とは主人を一番に護るのではないのか？

「そんなことはないと思います。それに、シジャル様が遠出する時にシャルロがいないと困ってしまうのではないでしょうか？」

　心配して聞けばシジャル様は私の頭を優しく撫でた。

「大丈夫ですよ。その時はリルを連れてきますから」

「森で会ったフェンリルのリルさんですか？　狼みたいに大きいのに、リルさんも使い魔なのですか？」

「違ちがいますが、拒きよ否ひ権はアイツには存在しませんから」

　優しい声こわ色いろだったが、なかなか凄すごい言い分である。

　まあ、シジャル様がそれでいいならいい？

　私もシャルロには何かとお世話になっていて、気心も知れているから安心だ。

「では、シジャル様のご厚意に甘あまえさせていただきますね」

　こうして、私は暫くの間シャルロを借りることになった。
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　数日後、図書館の外の中庭で小さな仔こ犬いぬが蝶ちよう々ちようを追いかけているのに気がついた。

　シジャル様に聞けば、リルさんを小さくさせたのだと教えてくれた。

「あんなに小さくなれるのですね！」

「上級の魔ま物ものだと大きさぐらいは変えられるみたいですよ」

　シジャル様はそう言ってから左手に巻きついていたシャルロを私の首元に近づける。

　シャルロは躊躇ためらうことなく、私の首にネックレスのように巻きつきキューっと小さく鳴いた。

「今日からよろしくね！　シャルロ」

　私の言葉にシャルロは猫が首元を撫でられゴロゴロ鳴くようにクルクルと鳴いてみせる。

　シャルロの頭を指で撫でてから、私はシジャル様に向き直った。

「アルティナ様、何かあれば、すぐに相談して下さいね」

「はい……ちなみに、シャルロの好きな食べ物があれば教えてほしいのですが」

「シャルロは果物が好きです。肉も食べますけどね」

　私は暫く黙ると、首を傾げて聞いた。

「シジャル様の好きな食べ物は何ですか？」

　シジャル様は両手で顔を覆おおうともごもごと何か呟いた。

「かわい……ぎる」

　何を言ったのか教えてほしかったが聞くタイミングを逃のがしてしまった。

　シジャル様は勢いよく自分の頰ほおを叩たたくと大きく深呼吸をした。

「ふ～。自分は野菜たっぷりのシチューが好きです。アルティナ様は何が好きですか？」

　私は悩なやみに悩んで言った。

「私は木の実たっぷりのパウンドケーキが好きです」

「では、美お味いしいお店を探しておきますので今度食べに行きましょう」

　シジャル様の自然なデートの誘さそいに私は感動してしまった。

「約束ですよ」

「勿論、約束です」

　その誘いがどれだけ私を幸せにしているかなんてシジャル様は気がついてもいないだろう。

　シジャル様と図書館で一いつ緒しよにいられるだけでもこんなに幸せなのに、デートまで。

　だけどもっともっとシジャル様の側にいたい。

　私はこんなにも欲深い人間だっただろうか？

「シジャル様」

「はい、何でしょうか？」

「大好きです」

　思わず出てしまった言葉にシジャル様は指先まで真っ赤に染まって膝ひざから崩くずれ落ちた。

「シジャル様！」

　慌てて駆かけ寄るとシジャル様は頭を抱かかえて言った。

「可愛すぎる」

　今度ははっきりと聞こえた。

　あまりにも可愛らしいシジャル様に、私はニヤニヤが止まらないのだった。
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　シャルロがうちに来てから四日後、父が港についたと連れん絡らくが来た。

　姉であるリベリーとラフラも今日は実家である我わが家やに帰ってきている。

「アルティナは安心していいのよ～。お兄様も私もラフラもついていますからね」

　おっとりとした喋しやべり方で安心させるように話すリベリー姉様。

「いざとなったら、力ちから尽ずくででも司書長様のことを認めさせるから安心するのよ！」

　力強くそう言ってくれたのはラフラ姉様だ。

　心強い二人の言葉に私も兄も小さく頷うなずいてみせた。







　執しつ事じ長ちようが父の帰宅を告げに来たのは、その日のお昼過ぎだった。

　出で迎むかえた兄を押しのけると、父は真っ先に私を抱だき締しめた。

「アルティナ!!　会いたかったぞ!!」

　自分の息子を押しのけるのはやめてほしいし、娘むすめを赤子のように抱き締めるのもやめてほしい。

「アルティナ、大きくなって！　ますますサマンサに似てきたんじゃないか？」

　サマンサは私の母だ。

　特に、髪かみ色や、瞳ひとみの色が一番母に似ている私は父のお気に入りだ。

　母を愛しているのは解わかる。

　だが、私を巻き込むのはやめてほしい。

「アルティナももう十五歳さいか……安心しろ、私がお前を一番幸せにしてくれる婚こん約やく者候補を二人連れてきたからな！　どっちでも好きな男を選ぶといい！」

　そう言って父は私から離はなれると、屋や敷しきの入り口の方を指差した。

　そこには神経質そうな黄緑色の瞳に片眼鏡モノクルをつけた緑の髪の男性と、夕日のようなオレンジ色の短い髪に同じ色の瞳、引き締まった身体からだが遠目から見ても解る男性の二人が私を見つめている。

『選ぶといい』じゃない。

　私はシジャル様しか選ばないのだから！
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「君達、こちらが私の娘のアルティナだ！　美しい娘だろ？　アルティナ、こちらのモノクルをかけた方は隣りん国ごくのジャファニア国の宰さい相しようの血筋であるメデュージア公こう爵しやく家けのご次男、インシオン君だ。そしてこちらは同じくジャファニア国の騎き士し団長の血筋、パトリオタ侯こう爵しやく家けの三さん男なんダレン君だ！　さあ、どちらが好みだい？」

　私は父の言葉に口元をヒクヒクさせることしかできなかった。するとラフラお姉様の怒ど気きを帯びた声が部屋に響ひびいた。

「会ったばかりの方に失礼だとは思わないのですか！　何より、アルティナにはすでに愛する婚約者がいるんですのよ！」

　ラフラお姉様の言葉にお父様はキョトンとした顔をした後、高らかに笑い出した。

「私はアルティナが婚約したなんて聞いてないし、許可を出した覚えもないぞ」

「父上、モニキス公爵家の当主は今は貴方あなたではありません」

　兄が呆あきれたように言うと、父は慌あわてたように私を抱き締めた。

「ユーエン！　アルティナの婚約を勝手に決めるとは何事だ!!　アルティナ、安心するんだ。父が必ず国王に直じか談だん判ぱんしてやるからな！」

　この人は何を言っているんだ。

　私は父の真意が見えず混乱していた。

「お父様、勝手なことばかりしているとお母様に全てばらしてしまいますよ。それはもう、あることないこと……ふふふ」

　リベリーお姉様がこれ以上ない笑え顔がおで言えば初めて父の顔色が悪くなった。

　美しい笑顔なのに恐きよう怖ふ心を煽あおるなんて、素す晴ばらしい！　私も見習いたいものだ。

「サマンサの名を出すとは卑ひ怯きようだぞ！」

「では、お母様に告げ口されたら困ることはお控ひかえになってはいかがでしょう？」

　リベリーお姉様！　格好いい！　美しい！　憧あこがれる!!

　私はリベリーお姉様に向かって小さく拍はく手しゆを贈おくった。

　見れば、ラフラ姉様も兄も同じように拍手している。

「何ど処このどいつだ？　アルティナと婚約したというのは？」

　父は眉み間けんにシワを寄せて叫さけんだ。

「王立図書館司書長のシジャル・ミルグリットだ。ミルグリット辺へん境きよう伯はくの次男だな」

　お兄様が冷静に言えば、お父様は額に青筋を立てて言った。

「司書だと？　そんなしょうもないヤツとアルティナを婚約させたのか！」

「しょうもないヤツではありません。司書長は誰だれよりも紳しん士し的てきでアルティナを想おもい、支えていける男です」

　お兄様は力強くシジャル様を褒ほめてくれた。

　お兄様素す敵てきです！　格好いいです！　私よりシジャル様と仲良くなっては嫌いやですよ！

「とにかく、そんな婚約は認めん！　この二人から婚約者を選ぶんだ！」

　あまりの横暴に私はお兄様の後ろに隠かくれて言った。

「お父様なんて大だい嫌きらいです！　もう、お父様とはお話ししたくありません！」

　私はその時、お父様がいる場所では声を出さないと決めました！
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　アルティナは大だい嫌きらいだ、話もしたくないと言うと父上と客人の間をすり抜ぬけて自室に閉じこもってしまった。

　父上はアルティナが反はん抗こう期きだと嘆なげいていたが、僕ぼくからすればアルティナはそれだけ司書長が好きで好きで仕方がないのだ。

　見れば、リベリーもラフラも僕と同じように甘あま酸ずっぱいものを飲み込んだような顔をしていた。

　二人も司書長とアルティナの婚こん約やくを手助けした仲間だから、アルティナの想おもいを踏ふみにじるわけにはいかないのである。

「父上。アルティナは貴方あなたのオモチャじゃないんですよ」

「そんなことは解わかっている!!　だから、こうやって幸せにしてくれる相手を見つけてきたんだろうが！」

　アルティナの想いを無視した言い分に、リベリーもラフラも呆あきれ顔がおだ。

「お父様なんて、一生アルティナに無視されればよろしいんじゃなくて」

「お姉様、奇き遇ぐうね！　私も同じことを考えていたわ!!」

　妹二人は仲良く、ねーっと言って共鳴している。

　そこに僕も交ぜてほしいぐらいだ。

　僕は気をとりなおして客人を見た。

　客人達は何が起きたのか混乱しながらも、アルティナが去った方向を見つめている。

「申し訳ございません、お客様方。アルティナにはすでに婚約者がおりますので今回の話はなかったことにしていただきたい」

　僕が二人に頭を下げると二人は胡う散さん臭くさい笑え顔がおを作った。

　そして、インシオンという公こう爵しやく家けの次男が口を開いた。

「お兄さん。頭を上げて下さい。……まだ、婚約ですよね？　結婚したわけではないのでしょう？」

「まあ、そうですが……」

「では、まだ我々にもチャンスがあるではないですか！　求婚者は何人いても問題はないでしょう？　それとも、この国の人間は隣りん国ごくの要人を、来て早々に追い出すおつもりですかな？」

　面めん倒どう臭くさい！　こいつ、滅め茶ちや苦く茶ちや面倒臭い!!

　父上、あんたこんなヤツをアルティナの伴はん侶りよにしようとしているのか？

　信じられん。

　もう一人のダレンという侯こう爵しやく家けの三男はいまだにアルティナが去って行った方を見つめていて、僕の声すら聞こえていないようだし、ろくなヤツらじゃないじゃないか！

　これは司書長に相談しなくては。司書長は自己評価は低いが、アルティナを幸せにするためなら妥だ協きようを許さない男だ。

　話をしておいて損はない。

「ちなみに、アルティナ嬢じようはどんなものが好きなのでしょうか？」

　プレゼント作戦ほどアルティナに効かない作戦はないと思う。

「アルティナは本にしか興味がない」

「本ですか」

　インシオンはクスクスと笑った。

「アルティナ嬢は夢見がちな方のようだ」

　夢見がちはお前だ!!　と言ってやりたいのを堪こらえた僕は偉えらいと思う。

　やっぱり、こいつにはアルティナのことを理解するのは無理そうだ。

「夢見がちかは解りませんが、本が好きですね」

　昨日アルティナが読んでいたのは『経済的観点から導き出す消費者の心理と欲求』という本だった。そんなアルティナが夢見がちとは笑える。

　自分の持つ物差しでしか物事を測れないとは視野の狭せまい男だ。

　まあ、せいぜい無む駄だに足あ搔がけばいい。

　僕は客人達から離はなれると父上に向きなおった。

「父上、客人達は任せます。僕や妹達は司書長以外アルティナの婚約者に相応ふさわしい男はいないと思っていますので、彼らを歓かん迎げいできません。そのつもりで」

「ユーエン、私も彼らもここに滞たい在ざいするからな」

「……どうぞ、アルティナに害がなければ僕は構いませんよ」

　父上はフンと鼻を鳴らし呟つぶやいた。

「もっと格上の男がいただろ？」

「父上だって、きっと司書長が気に入りますよ」

　僕はそれだけ告げ、リベリーとラフラを連れてアルティナの部屋に向かったのだった。
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　自室に逃にげ込んでから暫しばらくすると兄と姉二人が私の様子を見に来た。

「お兄様、私また子どもみたいなことを言ってしまいました」

　部屋についてから、私は自分の言動を少しだけ後こう悔かいしていた。

「いいや、お前はよくやった。あんなわからず屋には、あれぐらい言ってやればいい」

　兄はそう言って私の頭を優やさしく撫なでてくれた。

「そうよ～。お父様なんていない者扱あつかいしていいわ」

　今日のリベリー姉様は少し過激だ。

「もし何かあればすぐに相談するのよ！　お兄様でも私達でも、勿もち論ろん司書長様でもね！」

　ラフラ姉様は強く拳こぶしを握にぎりながら力説してくれた。

「キューキュピー」

　そして、最後に私の首元でネックレスに擬ぎ態たいしていたシャルロが私を励はげますように鳴く。

　もう、シャルロが可愛かわいくて仕方がない！

　私はシャルロを掌てのひらに移動させると、頭を撫で撫でしまくった。

　シャルロも、クルクルクルと喉のどを気持ちよさそうに鳴らす。

「アルティナ、それ、どうしたの！」

　目を大きく見開き、慌あわてたように聞くラフラ姉様に、私はシャルロに頰ほおずりをしながら言った。

「シジャル様が護衛代わりにシャルロを私に預けてくれたのです」

「使い魔まの飛ひ竜りゆうをアルティナの護衛にか？　人から聞いた話だから本当か解わからないが、確か使い魔とは魔法の使い手のなかでも限られた者しか扱えず、主人と命の共有をしているためお互たがいに身を護るのだと」

「いざとなればシャルロが戦ってくれたり、大きくなって背中にのせて飛んで逃げてくれるので安心だからとシジャル様がおっしゃって……私、これまで以上にシャルロを大事にいたします」

「「愛されてるわね～」」

　姉二人はうっとりとした顔でフーっと息をついた。

　なんだかくすぐったい気持ちになる。

「飛竜よ。アルティナを頼たのむぞ」

　お兄様は胸ポケットから包みを出すと中からクッキーを一枚取り出してシャルロの口に近づけた。

　シャルロはそれをシャクシャク音をさせながら食べ、合間にキュウキュウ鳴いていた。
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「お兄様、私にもやらせて下さいませ～」

「お姉様の次は私ね！　お兄様代わって！」

　お兄様もお姉様二人もシャルロにクッキーをあげながら口元が緩ゆるんでいる。

　シャルロは可愛いから仕方がない。

　私もシャルロに初めてご飯をあげた時はだらしない顔をしていた自覚がある。

　ネックレスに擬態している時のシャルロは小さな体と小さな口で体に見合った量のご飯を食べる。

　生のお肉と野菜と果物をちょっとずつ食べるのだが、甘あまいものは別腹なのか、沢たく山さん食べている気がする。

「あまりあげすぎてはシャルロがぽっちゃりになってしまうから、そろそろやめて下さい」

　私が注意すれば兄も姉達も凄すごくがっかりした顔をしていた。

　私がグラスに水を入れてあげるとシャルロはグラスに頭を突つっ込んで水を飲んだ。

　いちいち可愛い。

　見ればその場にいた全員が蕩とろけたような顔でシャルロを見つめていた。

　飼っちゃいけません！

　とか言われなくてよかったと、私は密ひそかに安心してしまった。

「司書長にはいつも驚おどろかされる。紳しん士しで剣けん術じゆつも魔ま法ほうも得意でアルティナにポンっと大事な使い魔を貸してしまえるなんて、やはり司書長は男の僕ぼくから見ても格好いいな」

「そうなんです！　シジャル様は格好いいんです!!　優しくて可愛いところもあって本当に素す敵てきなんです！」

　私がそう言えば、兄も姉達も優しく笑ってくれた。

「では、司書長と結けつ婚こんできるように頑がん張ばるぞ」

　兄に力強く言われ私は強く頷うなずいた。

「私もラフラもアルティナの味方よ」

「勿論よ！」

　兄姉が仲間だと思うだけでこんなにも心強いのか。

「ありがとうございます」

　頭を下げてお礼を言えば皆みなから抱だき締しめられた。

　暫く抱き締め合った後、私達は作戦会議を始めることにした。

「アルティナは父上と客人とは話すな」

「えっ？」

　兄は悪い人の顔だ。

「僕はアルティナの声が出なくなった時、物もの凄すごくつらかった。だから父上にも少しぐらい同じ体験をしてもらおうと思う」

「まあ。お兄様ったら」

「お姉様はまさか反対なの？　私は賛成だわ！　アルティナがやっと想おもい人びとと結ばれたんだもの！　邪じや魔まするヤツなんかと言葉を交かわす必要なんてないわ!!」

「あらあらラフラ、私は反対なんて言ってないわ～むしろ……お兄様は優しすぎるぐらいじゃないかしら～私だったらお父様の顔すら見たくないもの。そもそも知らない男性が家にいるなんて不安でしょ～そうだわ、私の家にいらっしゃいな」

　リベリー姉様は優しい声こわ色いろでそう言うと、私の頭を優しく撫でた。

　私は本当に愛されている。

「でも、それではお兄様に面めん倒どうごとを全て押しつけることになってしまいます」

「最悪それでも仕方ないわよ」

　ラフラ姉様は当然だという感じだ。

「アルティナ、もしもの時は二人に頼たよるんだ……司書長のところに逃げるのもありか？」

「お兄様、冗じよう談だんはよして下さい。シジャル様に迷めい惑わくをかけるなんて考えられません」

「男は頼られると嬉うれしいんだぞ」

　そうなのか？

　でも、面倒ごとを持ってくる面めん倒どう臭くさい女だと思われたくない。

　ただでさえシャルロを借りているというのに。

「とりあえず、お兄様にはご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありません」

「フー。まあ、いい。妹に頼られるのも悪くないからな」

　前は兄に甘えることなんてできなかったが、今なら多少甘えられる。

　シジャル様に迷惑をかけないためだと思えば容易たやすいことだ。

「客人もアルティナに相手にされないと解れば帰るだろ」

　普ふ通つうに考えれば兄の言っていることがもっとも簡単な解決策に思えた。

「そうね～。女性から冷たくされたら普通、脈がないって諦あきらめて下さるわよね～」

「私も姉様も沢山の男性に言い寄られたけど、冷たくあしらえばしつこく追ってくることはなかったわ。大だい丈じよう夫ぶよ！　アルティナに冷たくされて耐たえられる男性なんて存在しないわ！」

　姉二人の後押しもあって、私は父と客人を相手にしないことに決めた。
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　私の朝は早い。

　日が昇のぼる前に起き、身み支じ度たくを整えてお茶を飲みながら本を読む。

　朝のピーンと張はり詰つめた空気の中で本を読むとその世界に身も心も入り込めて格別なのは、私だけだろうか？

　この早起きは私の我わが儘ままなので、私は朝の支し度たくを全て一人でこなす。

　いつもは朝食の準備が終わるまでは放っておいてくれるメイド達だったが、その日はいつもとは違ちがった。

　いつものように本を読んでいると、部屋の前が騒さわがしくなったのだ。

　さすがに集中できなくて、ドアを開けようとしたがドアは反対側から押さえつけているらしく開きそうもない。

　仕方なく、ドアに耳をつけ外の音を聞いてみた。

「ですから、アルティナお嬢じよう様さまはまだお休み中でございます」

「少し顔を見るだけだ」

「淑しゆく女じよは身支度に時間がかかります故ゆえ、今は無理でございます」

　どうやらメイドが部屋に侵しん入にゆうしようとしている人物を止めているのだと解わかった。

　っていうか、こんな非常識な時間に会いに来るなんて何を考えているんだ？

「お引き取り下さいませ」

「メイドの分際で生意気だぞ」

　うちのメイドになんて口をきくんだ。

　私はイライラし始めていた。

　だって、うちのメイド達は優ゆう秀しゆうで働き者で、本好きで引きこもりがちな私の我が儘だって許してくれる優やさしい人達だ。

　私は彼女達を家族だと思っているのに〝メイドの分際〟なんて言葉を許せるわけがない。

　叱ってやるべきか悩なやんでいるとドアの前でメイドの小さな悲鳴が聞こえた。

　それと同時に、ドアノブが動く。

　メイドを押しのけてドアを開けようとしているのだと解った瞬しゆん間かん、私の首元にいたシャルロが大きくなり私が見えないように後ろに庇かばうと、開いたドアの隙すき間まから顔を出した。

　シャルロはグルグルグルと聞いたことがないぐらい低い声で唸うなってみせる。

「うわぁ!!」

　部屋に侵入しようとしていた男は驚おどろいたように叫さけぶと走って逃にげて行った。

　後ろ姿から言って、ダレン・パトリオタ侯こう爵しやく子息だろう。

　隣りん国ごくの騎き士し団長の息子が飛ひ竜りゆうに驚かされて逃げるのか？

　軟なん弱じやく者ものである。

　シジャル様なら状じよう況きようも解らず逃げ出したりしない。

　ましてや、私の部屋から怪あやしげなものが顔を出したら有う無むも言わさず戦ってくれるだろう。

　私がシジャル様に想おもいを馳はせているとシャルロはまた小さくなり、頰ほおずりしてきた。

「ありがとうシャルロ。凄すごく頼たよりになるわ」

「キュ～」

　シャルロの頭を撫なでてあげると、シャルロは嬉うれしそうに鳴いた。

「アルティナお嬢様！　お客様をお止めできず申し訳ございませんでした」

　申し訳なさそうに、メイドのリーファが頭を下げてきた。

「いいえ。リーファはよくやってくれました。貴女あなたも恐おそろしかったでしょう？　私のためにごめんなさい。怪け我がなどしてない？」

　私が気き遣づかうと、彼女は目を潤うるませる。

「私は大だい丈じよう夫ぶでございます。お気遣いありがとうございます」

　私のせいでこんな目にあったというのに本当にうちのメイドはいい人ばかりだ。

「このことはすぐにユーエン様にご報告いたします」

　私はゆっくり頷うなずいた後、リーファに笑え顔がおを向けた。

「お父様にさっきのことは言わないでほしいの」

「何な故ぜ？」

　信じられないと言いたげなリーファに私は真面目に言った。

「あのお父様がそんなことを知ったら、責任を取って結けつ婚こんしてもらおう！　とか言い出してもおかしくないと思わない？」

　リーファは悔くやしそうな顔をした。

　私のためにそんな顔をしてくれたことに心が温かくなった。

「こんなことが二度とないよう、アルティナお嬢様のお部屋に鍵かぎを今日中に設置いたしますので、ご安心下さい」

　そんなリーファに、私は安心して頷いてみせたのだった。







　朝食の時間には、食堂ではなく私の部屋に兄が食事を持ってきてくれ、一いつ緒しよに部屋で食べることになった。

「災難だったな」

「メイドのリーファとシャルロが護まもってくれました」

「彼女には褒ほう美びをやらなくてはな」

「そうですね。何がいいでしょうか？」

「聞いておこう」

　兄はスープを一口飲んでから言った。

「司書長に頼たのんでアルティナの部屋に結界を張ってもらうか？」

　いいアイデアだと言わんばかりに兄は言った。

「シジャル様にご迷めい惑わくです」

「だが、アルティナに何かあれば後こう悔かいするのは司書長だぞ」

　そう、なのだろうか……。

「相談してみます」

「その方がいい」

　兄は柔やわらかく笑い、私の頭を撫でてくれた。







　その日のうちに私はシジャル様に朝あったことを相談した。

　いつものようにシジャル様の執しつ務む室に案内され、促うながされるまま話すうちにシジャル様の顔色がドンドン青くなっていったので、凄く申し訳ない気持ちになった。

「つきましては、シジャル様の都合のよい時に私の部屋に結界を張っていただけないでしょうか？」

　シジャル様は泣きそうな顔で私の右手を両手で摑つかんだ。

「勿もち論ろんです！　ユーエン様以外の男が一歩も入れないようにガッチガチに結界を張りましょう」

　シジャル様には失礼かも知れないが、心配してくれていることが解って凄く嬉しい。

「それでは、シジャル様も入れないではないですか。シジャル様なら無条件で私の部屋に入ってくださっていいのに」

　シジャル様は今度は顔を真っ赤に染めた。

「じ、自分も決して安全な男ではないといいますか……」

「シジャル様にされることなら、私はどんなことでも嬉しいです」

　シジャル様は両手で顔を覆おおうと、ああああああああああああああ！　と叫んで蹲うずくまってしまった。

　シャルロが警けい戒かいしてグルグル喉のどを鳴らし始めてしまったので慌あわてて小さな頭を撫でた。

「アルティナ様！　そんなことを男に軽々しく言ってはいけません！」

「はい。シジャル様にしか言いません！」

　シジャル様はヒュッと息を吞のむと口をパクパクさせていた。

　そして、深呼吸を何回かすると真っ赤な顔で眉まゆを吊つり上あげて言った。

「……ち、違います！　自分にも言ったら駄だ目めです」

　私は少し口を尖とがらせた。

「そんな可愛かわいい顔しても駄目ですからね！」

　可愛い顔なんてした覚えがない。

「可愛い顔じゃないです。拗すねているんです」

「何ですか？　その可愛すぎる主張は！」

　シジャル様は少し感覚がズレているのではないだろうか？

「とにかく、結界は今日張りに行きますのでご安心下さい」

　シジャル様はそう言うと私に手を伸のばしてきた。

　まさか、抱だき締しめてくれたりするのだろうか？

　少しの期待を込めてシジャル様を見つめると、シジャル様は私の首元にいるシャルロの頭を撫でた。

「よくアルティナ様を護ってくれた。ありがとうなシャルロ」

　期待してしまったせいで恥はずかしくて、顔が熱くなる。

「？　アルティナ様？　顔が赤いようですが、どうかなさいましたか？」

　シジャル様が心配そうに私の顔を覗のぞき込んだ。

　はっきり言って今は顔を見られたくない。

「シジャル様のバカ」

　思わず呟つぶやけば、シジャル様は困ったように笑った。

「アルティナ様にバカと言われても嬉しいのは何故でしょう？」

　私は胸を締めつけられたように苦しくなった。

「シジャル様」

「はい。何でしょう？」

「バカ……でも、好き」

　私は熱い頰を両手で押さえた。

「本を探してきます」

　そう言って、私はシジャル様の方を見ないようにしてその場を離はなれた。

「アルティナ様、……可愛すぎ」

　立ち去る私の後ろで全身赤く染まったシジャル様がそんなことを呟いていたことを、私は知る由よしもなかった。







　シジャル様から離れ、この前借りて読んでいた『経済的観点から導き出す消費者の心理と欲求』の二巻を見つけ手にとった。

　シジャル様のもとに戻もどって本を読むのはかなり恥ずかしいし集中もできないだろうと思い、私は図書館の中にある椅い子すに座すわり本を読むことにした。

　暫しばらく本に集中していると、左横の席に誰だれかが座ったのが解った。

　シジャル様かと思いチラリと見ればそこには真っ赤な薔ば薇らの花束が見えた。

　おおよそ図書館に相応ふさわしくない物に顔を上げると、そこには父の連れてきた客人の……名前はえっと、インシオン・何とか公こう爵しやくの次男だっけ？　たぶん。自信はない。

　確実なのはモノクルをつけているということ。

「アルティナ嬢、こんにちは。朝会えなかったのが残念で来てしまいました」

　朝会えなかったら会うのは諦あきらめてほしい。

　そう思った瞬間、モノクルさんは私の真横の壁かべに手をついた。

　いわゆる、壁ドンというやつだ。

「プレゼントを受け取っていただけますか？」

　嫌けん悪お感かんを顔に出しては駄目だ。

　そう思ったら必然的に無表情になってしまった。

　父ともだが、客人とも喋しやべらないと決めたせいで「壁ドンは好きな人以外にされたら気持ち悪いだけだ」と、文句の一つも言えない。

　どうしたものか？

「さあ、どうぞ」

　客人が私に薔薇の花束を差し出した。

　本当にいらない。

　そう思った瞬間、私の首元にいたシャルロが薔薇の花束に顔を突っ込み、花を喰くいちぎると美お味いしそうに食べ始めた。

　何が起きたのか解っていない客人をよそにシャルロは花を食べ進めた。

「シャルロ、美味しい？」

　シャルロは嬉しそうにキュイーと鳴いた。

「よかった」

「キュイ～」

　元気そうに鳴くシャルロに、私は思わず笑ってしまった。

「アルティナ様、どうかしましたか？」

　シャルロの声にシジャル様が気がついてくれたようで、駆かけつけてくれたのが解った。

「あ、すみません。館内は飲食物や香りの強いものの持ち込みを禁止していますので、お持ち帰り下さい」

　シジャル様はニコニコと笑顔でそう言った。

「で、では、アルティナ嬢も一緒に」

「アルティナ様、そちらの『経済的観点から導き出す消費者の心理と欲求』は全四巻なのですが、どうしますか？　さすがに重いと思うので今日お邪じや魔まさせていただく時にお持ちしましょうか？」

　客人の話を遮さえぎるようにシジャル様はそう言った。

「シジャル様のご迷惑になるのでは？」

「この程度なんともありませんよ。それよりも、ユーエン様にも今日お邪魔させていただくことを話しておいた方がいいでしょうか？」

　シジャル様と兄は仲良しすぎではないだろうか？

「お兄様がシジャル様に結界をお願いするように言ったのですから近日中には来るものだと思っているはずです。報告する必要はないと思います」

「ですが、ユーエン様にも誠実に向き合っていきたいと思ってますので」

　兄とばかり仲良くするのは、私は違うと思う。

　それに、兄も兄だ。

　リベリー姉様の旦だん那な様のベスタンス様にも、ラフラ姉様の旦那様のパルマ様にも、自分の相談ごとなどしたりしないのに、何故かシジャル様には事あるごとに相談していたりする。

　なんだか凄くモヤモヤする。

「本ほん棚だなの申しん請せい書類を出しに執務室へ行かなくてはいけないので、ついでに今日お邪魔させていただく旨むねをユーエン様にお伝えしてきましょう。アルティナ様もご一緒にいかがですか？」

　シジャル様はニコニコと笑顔だ。

　これは、客人から逃がしてくれようとしているのだろう。

　シジャル様を暫く見つめてから、私はフーっと息を吐はき出した。

「私も、お兄様のところへお供します」

「よかった」

　シジャル様は私がすっかり忘れていた客人に一つ会え釈しやくをしてから私に手を差し出し、私はその手に手を重ねた。

　シジャル様と手を繫つないでいる事実に私はフワフワした気分でその場を後にしたのだった。







　シジャル様にエスコートされ兄のいる第一王子の執務室にやって来た。

　ノックすれば兄がドアを開けてくれる。

「アルティナ？　どうかしたのか？」

　執務室の中に促され、勧すすめられたソファーに座る。

　同じように私の横に並んで座るシジャル様。

「実は、アルティナ様に花束を抱かかえて絡からんでくるモノクルをつけた男性がいまして」

　シジャル様の言葉に、兄は少し考えてからフンっと鼻を鳴らした。

「インシオン・メデュージアだな」

　ああ、そんな名前だった。

「アルティナ様が迷惑そうにしていたので助けに行ったのですが、シャルロに先を越こされてしまって、情けない限りです」

　シジャル様はそう言って頭を搔かいた。

「いいえ、シジャル様もちゃんと助けて下さいました。情けないことなんて微み塵じんもありません」

　私が胸を張って言えば、自分の机で書類整理をしていた第一王子のディランダル様がクスクスと笑った。

「アルティナさんは声が出るようになってはっきりと物事を言うようになったね」

　私は以前から、シジャル様以外には言いたいことを言っているつもりだ。

「何がおかしいのでしょうか？」

「いや、アルティナさんの声が出るようになってから私の婚こん約やく者しやも毎日ニコニコしていてね」

「惚気のろけるおつもりでしたら、クリスタ様の目の前で言って差し上げて下さいませ。ただでさえクリスタ様から砂糖が口から溢あふれ出しそうなほどの惚気を聞かされるのです。私から助言させていただけるのであれば、周りはたまったものではないので、二人きりでイチャイチャなさって下さい」

　私は一気にまくし立ててそう言った。

　第一王子は顔を赤くして机に突つっ伏ぷした。

　それができれば、第一王子と婚約者は苦労しないのだろう。

「アルティナ、ディランダル様をいじめるな」

「惚気をただただ聞かされる方がいじめです」

　兄が呆あきれたように第一王子を見ている。

「ユーエン、君の妹はオブラートって言葉を知っているのか？」

「知っていますとも、ただオブラートは水分で溶とけてなくなりますから、婚約者とイチャイチャして心に潤うるおいのあるディランダル様の前では溶けてなくなってしまったのでしょう」

　第一王子は真っ赤な顔で口をパクパクさせている。

「お兄様の方が王子様をいじめてますよ」

「日ひ頃ごろ、惚気られているからたまにはいいだろう」

　なら、仕方がない。

　私はそれ以上言うのをやめた。

「自分は妹のようなクリスタの惚気話は幸せそうで安心しますよ」

　シジャル様は、アハハっと乾かわいた笑いを浮うかべた。

「話を戻すとしよう、インシオン・メデュージアだが」

「面めん倒どうなので、モノクルの人としましょう」

「まあ、モノクルの人だが……で、そいつはアルティナが恋れん愛あい小説ばかり読んでいる夢見がちな女性だと夢見ている男で、もう一人のダレン・パトリオタは」

「筋肉の人ですね」

　私が説明すると兄はフーっと息を吐き出した。

「マナーのなっていない筋肉ダルマなのは事実だ。早朝、淑女の部屋に許可もなく侵入しようとした時点で犯罪者だと思うが、仮にも父上の客人だしな」

　兄の説明にディランダル様が啞あ然ぜんとしている。

「そのような事実もあるので、今日アルティナ様の部屋に結界を張りに行ってもよろしいでしょうか？」

「司書長の結界なら安心だ。助かる」

　兄は安心したように表情を緩ゆるませた。

「アルティナさんが今危険な状況だと私の弟達に言ったら何か変わるかな？」

　ディランダル様がそう呟いたのが聞こえた。

「ただただ面倒なことになるからやめてくれ」

　ディランダル様は兄に睨にらまれ口をつぐんだ。

「アルティナ様が心穏おだやかに過ごせるように自分はできるだけのことをやりますよ」

　シジャル様はそう言って穏やかな笑顔を私に向けた。

　抱き締めて頭を撫で回していいだろうか？

　私がうずうずしているうちに、兄がシジャル様の頭を乱暴に撫でた。

「頼んだぞ司書長」

　私がやりたかったやつ！

　私はその時、兄を睨むことしかできなかった。







　話し合いの後、シジャル様と一緒に図書館に戻った。

　いつも通りに過ごしていたが、家に帰る時間になってしまい、シジャル様に声をかけるとシジャル様は図書館の中庭で昼ひる寝ねをしていたフェンリルのリルさんを小こ脇わきに抱かかえてやって来た。

「では、行きましょう」

　リルさんは私を見るとちぎれそうなほど尻しつ尾ぽを振ってみせた。

「番つがい！　久しぶりっす！」

「はい。お久しぶりですリルさん」

「番いの声！　初めて聞いたっす！　可愛いっす！」

　リルさんは瞳ひとみを輝かがやかせてシジャル様の脇わき腹ばらのあたりで手足をばたつかせた。

　私はそんなリルさんの頭を撫でてあげた。

「はわわわわ！　番い大好きっす」

　可愛い子犬が喋る異様な光景だが、シジャル様は呆れ顔なだけで止めるつもりはないようだ。

「リルさん、今は子犬に擬ぎ態たいされているのですよね？」

「はいっす」

「なら、人前で人の言葉で話しては駄目ですよ」

　私がそう言うと、リルさんは暫く考えた後、ワンっと一つ鳴いてみせた。

「上手です。喋れる動物は珍めずらしいので捕つかまえようとする人も現れるかも知れませんから、用心に越したことはないはずです」

　私はシジャル様からリルさんを借りると優しく抱き締めた。

　フワフワのモフモフで最高だ。

　そこに兄がやって来た。

「その犬どうしたんだ？」

「リルさんです」

　兄はリルさんの頭を乱暴に撫でた後、リルさんの手を摑み肉球を揉もみ揉もみしながら目をキラキラさせた。

「捨て犬か？　うちで飼うか？」

　兄は犬好きだ。

　今もリルさんを私から奪うばい取り撫で回している。

「リルさんはシジャル様のお友達です」

　兄はシジャル様を見つめた。

「うちで飼っては駄目か？」

「ユーエン様、彼かれはフェンリルという魔ま物ものですので、飼うのは無理です」

　すると、兄はリルさんと目線を合わせた。

　リルさんは居い心ごこ地ち悪わるそうにシジャル様の方を見た。

「こんなに可愛いのに魔物？」

「そうです。実際は馬車のようにでかい狼おおかみです」

　シジャル様が諦めるように促すが、兄にはむしろ逆効果だと私は思った。

「馬車だと？　お前凄いんだな」

　そう言って兄ははリルさんのお腹なかを撫で回した。

「ギ、ギャー！　旦那、助けて下せい！　大事なものがガリガリ削けずられる～」

　リルさんは兄の手から逃のがれるとシジャル様の頭にしがみついた。

　プルプル震ふるえるリルさんが可愛い。

　兄は凄く残念そうにリルさんを見ていた。

「リル、少し我が慢まんしたらどうだ？」

「無理っす！　オラッチは気高いフェンリルなんすからね！」

　シジャル様の頭にしがみつく様は、全く気高くは見えない。

「喋るのか～可愛いな～」

　兄はリルさんを微笑ほほえましげに見つめる。

　目を離さない感じが更さらにリルさんを怯おびえさせているとは気がついていないようだ。

　シジャル様がリルさんを頭から外そうとするが、爪つめは立てるし離れまいと頭を齧かじるしでシジャル様は諦めた。

　兄のせいで申し訳ない。

　仕方がないのでそのままうちの馬車に乗ってもらい、家に帰ることになった。







　家に着くと、父が玄げん関かんで待っていた。

「アルティナ、お前部屋でドラゴンを飼っているというのは本当か？」

　開口一番がそれか？

「父上、アルティナの護衛代わりです。何か問題が？」

「ドラゴンなんて、危ないだろ！」

　父の連れてきた客人の方が何十倍も危険だと言ってやりたい。

　でも、話をしないと兄や姉達と約束してしまっている。

「危なくなんてありませんよ。シャルロはアルティナ様が大好きですから、アルティナ様に不ふ埒らちな真ま似ねをしない限り攻こう撃げきしたりはしません」

　シジャル様の声に、その場にいた全員の視線がシジャル様に向いた。

　凄く残念なことに、シジャル様の頭にはリルさんがしがみついているせいで変である。

「何だこのふざけた男は！」

　それが普ふ通つうの反応である。

「自分はシジャル・ミルグリットと申します」

「ミルグリット辺へん境きよう伯はくの息子か」

「はい。次男です」

　どうやら父はシジャル様のお父様をご存知なのかも知れない。

「ミルグリットの次男が何故ここに？」

「アルティナ様に本を届けに参りました」

　シジャル様は分厚い本を四冊父に見せた。

　父は呆れたような顔をした。

「それは、ただアルティナに会いに来るための口実ではないか？」

「まあ、そうですね」

　シジャル様はにこやかにそう言った。

　えっ！　嬉しい。

「父上、彼がアルティナの婚約者の司書長です」

　父は目を見開くとシジャル様を指差した。

「こいつが……」

　父の言葉に私はムッとしてシジャル様の腕うでにしがみついた。

「シジャル様、私の部屋に行きましょう」

　私は父を無視してシジャル様を引っ張った。

「アルティナ！」

　父がイライラしたように私の名を呼んだため、私はメモを書くと父に手て渡わたした。

『お父様とは会話もしたくありません』

　父はそのメモを見ると固まってしまった。

　今のうちだ。

　私はそのままシジャル様を連れて部屋に向かったのだった。







　部屋にたどり着くとリルさんはそこでようやくシジャル様の頭から下り、シャルロと追いかけっこをして遊びだした。

　私はそれを微笑ましく見ていたが、シジャル様は手にしていた本をチェストの上に置いて部屋を出て行こうとした。

　私は慌ててそれを止め、シジャル様の腕を摑むとベッドに座らせた。

「アルティナ様、さすがにここはまずいです！」

　挙動不ふ審しんなシジャル様を見ながら私は部屋の前でオロオロしているメイドに言った。

「お茶の準備をお願いします」

「待って下さい！　二人きりにしないで下さい」

　優秀なうちのメイドはシジャル様に解っていると言いたげに頷いてから去って行った。

　シジャル様がこの世の終わりみたいな顔をする。

　さすがにそんな顔をされるとショックだ。

「シジャル様は私と二人きりになるのはお嫌いやですか？」

　私は泣きそうになりながら、やっとの思いで言った。

「そんなわけないでしょう？　自分は自分が信用できないのです！　アルティナ様と二人きりになって理性を保っていられるとでも？」

「シジャル様は紳しん士しだから大丈夫です」

　シジャル様は頭を抱えてから小さく言った。

「せめて、椅子に座らせて下さい」

　私は仕方なくこの部屋に唯ゆい一いつある椅子にシジャル様に座ってもらい、自分はベッドに腰こしかけた。

「結界をさっさと張ってしまいましょう」

　何故かぐったりとした雰ふん囲い気きのシジャル様に私は口を尖らせた。

「そんなに私と一緒が嫌ですか？」

「違います！　アルティナ様が魅み力りよく的だから言ってるんです」

　シジャル様に魅力的と言われたのは嬉しいが、二人きりになれないのは寂さびしい。

「私達はいずれ夫ふう婦ふになるのに、二人きりになったら駄目なのですか？」

　シジャル様はふわりと私を抱き締めた。

「可愛すぎる」

　耳元で言われた言葉に全身が熱くなる。

「夫婦になったらアルティナ様がびっくりするぐらいイチャイチャする予定ですから、今は許して下さい」

　シジャル様はそう言いながら私の頭に小さくキスすると離れていった。

　シジャル様の顔を見れば私と同じように赤くなっている。

　しかも、凄く幸せそうに笑ってくれたから、私は更にシジャル様を好きになってしまった。

　すでに大好きなのにまだ好きになれるなんて!!

　その後、メイドに淹いれてもらったお茶を飲んでからシジャル様は空中に青白い光の魔ま法ほう陣じんを幾いく重えにも描いて私の部屋に結界を張ってくれた。

　女性と兄、それにシジャル様以外は部屋に入れない結界だ。

　勿論、シャルロとリルさんは入れる。

　私が結界に入れる人を頭の中で確認している間に、シジャル様が私のベッドに近づき何やら始めたのが解った。

「念には念を入れてベッドには女性だけしか入れない結界を張りましたので、ご安心を」

「シジャル様は入っても大丈夫です」

「それは駄目です!!」

　シジャル様は頑かたくなである。

「アルティナ様、自分のためにももっと警戒して下さい」

「私はシジャル様を信じています」

「自分は自分を信用していません！」

　さっきからずっとこんなやり取りをしている。

「お前らは何をやってるんだ？」

　そこにやって来たのは兄だった。

「シジャル様が、すぐに帰ろうとするのです！」

「ユーエン様、帰らせて下さい」

　兄は呆れたようにため息をついた。

「アルティナ、お前は何をしたんだ？」

「何もしていません」

　兄は次にシジャル様に視線を移した。

「司書長は何故そんなに早く帰りたいんだ？」

「それは、アルティナ様が無防備すぎだとか、いい匂においがするとか刺し激げきが強すぎで……ここに長時間いたら理性的でいられなくなりそうで」

　兄は遠くを見るとポツリ言った。

「既き成せい事実があれば、嫁よめにもらってもらうしかなくなるな」

　シジャル様が青くなったのが解った。

「司書長、ゆっくりしていくといい」

「ま、待って下さい！　ユーエン様、駄目です！　それは一番駄目なやつです!!」

　兄はニッコリと笑った。

「僕は司書長を認めているし、ちょっとぐらい何かあっても気にしない。司書長は僕の義理の弟になるわけだしな」

　シジャル様は首を横に激しく振った。

「何をおっしゃっているんですか？　ユーエン様は兄としてアルティナ様を護ろうとしてくれないと困ります！」

　兄はシジャル様の肩かたをポンポンと叩たたいた。

「〝据すえ膳ぜん食わぬは男の恥はじ〟という言葉があるらしいぞ」

　シジャル様は泣きそうな顔で兄にしがみつき叫んだ。

「今一番、聞きたくなかった言葉です」

　何の話か全く解らないが、兄ばかりシジャル様とイチャイチャしてずるい。

　私は兄にしがみつくシジャル様にしがみついた。

「くっ無む駄だに可愛い！　ユーエン様助けて下さい」

「放せ、面めん倒どう臭くさい」

「見捨てないで！」

　オロオロしていたメイドが廊ろう下かに出て行くのが見えた。

　それから暫くすると、メイド長であるヨギーナが現れた。

「何をなさってるのです坊ぼっちゃま！」

　ヨギーナは腰こしに手を当て怒おこるように兄に言った。

「お嬢様と婚約者様のお邪魔をしてはいけませんでしょ！」

「僕もそう思っているのだが、司書長が放してくれないのだ」

　すると、ヨギーナは呆れ顔をする。

「坊っちゃまはお嬢様の恋こい敵がたきにでもなるおつもりですか？」

「やめろ。気持ち悪い」

　私は兄とヨギーナに向かって言った。

「私、そんなことになってもお兄様には負けません」

「アルティナ、話がややこしくなるから黙だまっていろ」

　兄が嫌そうに注意してきたので、大人しく黙っていることにした。

「とにかく、婚約者様も夕食をご一緒していただけるよう用意しておりますので、どうぞこちらへ」

　メイド長に促され、私達は抱き締め合うのをようやくやめて食堂に向かった。







　食堂にはすでに父と客人二人が座っていて、兄と私はいつもの席に座り、シジャル様は私の横に座ってもらうことにした。

「自分まで夕食をご用意いただき申し訳ございません」

　シジャル様が父に話しかけるが、父は聞こえなかったかのように無視した。

「シジャル様、お気になさらないで下さい」

「解っています」

　シジャル様はニコニコと笑ってくれた。

　本当に穏やかで、一緒にいて癒いやされる人である。

　私も思わずニコニコしてしまう。

「モニキス公爵、そちらの男性を紹しよう介かいしてほしいのですが」

　そんな穏やかな空気に水をさしたのは、インシオン・メデュージアだった。

「自分はこの国の司書長をしていますシジャル・ミルグリットと申します。よろしくお願いします」

　インシオンが鼻で笑ったのが解った。

「ただの司書が何故アルティナ嬢と親しくしているのか、甚はなはだ疑問だ」

「アルティナ様は本を読むことがお好きなので、親しくさせていただいております」

　インシオンはムッとしたようだった。

　そして、今まで黙って食事をしていたダレン・パトリオタも苛いら立だったように話に入ってきた。

「貴様、アルティナ嬢と親しくしているだと？　たかだか司書の分際で」

　シジャル様は困ったように苦笑いを浮かべた。

「そう言われましても」

　シジャル様を〝ただの〟とか〝たかだか〟とか言う二人に私のイライラがピークに達し、文句を言おうとした瞬間、シジャル様がテーブルの下で私の手を摑みぎゅっと握にぎってくれた。

「自分はただの司書ですが、貴方方よりもアルティナ様と親しくさせていただいてます」

　シジャル様には珍しく挑ちよう戦せん的な言葉に私は驚いた。

「そうだな、アルティナは他のどんな人間より、司書長と親しいな」

　シジャル様の言葉を後押しするように兄が呟いた言葉に反応したのは父だった。

「そうなのか？　アルティナ」

　私は、当たり前のように頷いた。

　客人二人がシジャル様を睨んでいる。

　シジャル様を睨むなんて許しがたい。

「司書長はアルティナの危機にいつも駆けつけてくれる人だ。だから、僕が婚約者に相応しいと認め、彼との婚約を進めました。たいして家にも帰ってこない父上に文句を言われる筋合いはないです」

　兄の説明に私は深く頷いた。

「だが、インシオン殿どのは魔法の天才でダレン殿は剣けん術じゆつの達人だ！　司書なんかより二人の方が確実にアルティナを護れるぞ！」

　父と客人二人が自信ありげに笑う。

「そうなのですか？　あ、ちなみに今日アルティナの部屋に、司書長に結界を張ってもらいましたので父上も客人もアルティナの部屋には近づかない方がいいと忠告しておきます」

「アルティナの部屋に？　何故そんなことを？」

　父は今朝のことを聞いていないのかそう聞いた。

「アルティナの美しさに血迷って不埒な真似をする者がいつ現れるか解りませんでしたのでお願いしたまでです」

「実の父親も信じられないのか？」

　兄はニコニコ笑った。

「父上は単なる嫌がらせです」

　兄は父から視線をそらすとスープを飲み始めた。

　父は助けを求めるように私を見たが、私はあからさまにプイッと父から視線を外した。

「アルティナまで！」

　父に「お前のせいだ」と言わんばかりに睨まれ、シジャル様がオロオロしている。

「司書長は気にする必要はない。父上は年に数回しか帰って来ないくせにアルティナを構いすぎてウザがられているんだ。だから、距きよ離りをとれる場所があるのはありがたい」

「そ、そうなのですか？」

　私は笑顔で頷いた。

　父は一緒にショッピングに行きたがったり勝手に何着もの服や靴くつや宝石を買い、ああでもないこうでもないと着きせ替かえ人形のようにファッションショーをさせたりする。読書の邪魔をしてばかりの父のことはウザい人だと認にん識しきしている。帰ってこなくていい人なのである。

　母が父と何故結婚したのか不思議でならない。

　父を止められるのは母しかいないし、早く父をどうにかしてほしいから母には一刻も早く帰ってきてもらいたい。

　そんなこんなで今夜の夕食は最悪の夕食になった。

　食事が終わりシャルロと遊んでいたリルさんを回収した後、シジャル様をお見送りするため門の前まで出てから、私は深々と頭を下げて謝あやまった。

「せっかくの食事が険悪ムードになって申し訳ございません。美味しくなかったでしょう」

「アルティナ様、頭を上げて下さい。アルティナ様の横で食事ができるだけで、自分には幸せな食事でしたよ」

　そんなわけないのに、シジャル様は優しすぎる。

「私も、シジャル様が手を握って下さって、とっても心強く幸せでした」

　私が手を見つめて言うと、シジャル様は照れたように言った。

「ただ、アルティナ様の可愛らしい声を独ひとり占じめしたかった自分の我わが儘ままですよ」

　何それ、嬉しすぎる。

　顔が熱くなるのが解る。

「そんなに喜ばせても何も出ませんよ！」

「アルティナ様の照れた顔を見られただけで充じゆう分ぶんです」

　思わず顔を手で覆ってしまったのは仕方がないだろう。

「旦那、オラッチの前でイチャイチャするのやめてくれませんかね？」

「リル、黙って空気になってろ」

　シジャル様の低い声にリルさんはキャインと小さく鳴いた。

「リ、リルさん、ごめんなさい。大丈夫です。イチャイチャしてませんから！」

「してたじゃないっすか？」

「幻げん覚かくです。忘れて下さい！　と、とにかく、シジャル様を無事にお家うちに送り届けて下さいね」

　リルさんは馬車のように大きな姿に変わると胸を張ってみせた。

「お任せ下さいっす！　旦那はオラッチが無事に家に送り届けるっすよ」

　私はリルさんの鼻の上を優しく撫でた。

「では、何かありましたらすぐにシャルロを使いに寄よ越こして下さい。すぐに駆けつけますので」

　シジャル様はそう言って帰って行った。

　シジャル様がいなくなると凄く寂しく感じてしまう。

　私はとぼとぼと自分の部屋に戻るため歩き出した。







　部屋にたどり着くと、インシオン様が私の部屋のドアに魔法をかけているのが解った。

　それを近くで父とダレン様と兄が眺ながめている。

　私は兄にだけ聞こえるように小声で言った。

「シジャル様のお見送りをしてきました。リルさんが大きくなっていたのでお兄様も来てご覧になればよろしかったのに」

「いや、行きたいのは山々だったのだがな」

「あれは、何をしているのです？」

　私の言葉に兄は呆れたように言った。

「司書長の結界の完成度が疑わしいとインシオン氏が言い出したのだ。そんなに言うなら司書長の結界を解いた後で、新しく結界を張ればいいと言ったらやる気を出してな。やらせているところだ」

「できるとは思えませんが、万が一シジャル様の結界を解いた時は私、リベリー姉様の家に家出しますね」

　私は兄にだけ聞こえるように呟いた。

「それがいい」

　兄も私にしか聞こえないようにそう返してくれた。

　しかし、いくらやっても結界が解ける気配がなく私は兄の服の裾すそを引いた。

「そろそろ部屋に入りたいのですが」

「そうだな、諦めてもらおう」

　兄は私を連れてインシオン様の前まで行くと言った。

「アルティナが部屋に入りたいそうだ。そろそろ気は済んだだろうか？」

　インシオン様はムッとした顔をしてから私に笑顔を向けた。

「アルティナ嬢、この結界は不良品です。こんな結界ではアルティナ嬢が中に入ることすらできません」

　この人は何を言っているのだろう？

　私は構わず部屋のドアノブを回すと中に入った。

「お兄様、おやすみなさい」

　私はそれだけを兄に伝えると、部屋のドアを閉めたのだった。

　その後、部屋の前が騒がしくて気にはなったが部屋から出る気にはならなかった。

　後で兄に聞いた話によると、結界を破ると言い張るインシオン様を私が部屋にいるのにそんなことをして危険はないのかと兄と父が必死に止めていたのだそうだ。
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　あれから私の部屋は安全地帯になっていて、私はできるだけ部屋から出ずに過ごしていた。

　家の中で私の味方じゃないのは父と客人二人だけだし、安全地帯に入ってしまえば、何の心配もなくなったと言える。

　しかし、その安全が脅おびやかされる恐おそれがあるのが図書館だ。

　シジャル様に会える幸せの場所だったはずが、待まち伏ぶせされ中にすら入れないことが度たび々たび起こるようになった。

「アルティナさんも大変だな」

　今日も図書館の前に客人の二人がいて、仕方なく第一王子の執しつ務む室にやって来ていた。

　今日は私を心配した第一王子の婚こん約やく者であるクリスタ様も来ている。

「大だい丈じよう夫ぶかアルティナさん。私にできることがあれば、すぐに言ってくれ」

「ありがとうございます。クリスタ様」

「ああ、本当に羨うらやましいぐらい何から何までアルティナ嬢は可愛かわいいな！　私が男だったら絶対に嫁よめにもらうのに」

　クリスタ様は私を抱だき締しめて頭を撫なでてくれた。

「クリスタ様、私になんて構わず王子様とイチャイチャして下さいませ」

　私が遠い目をしながら呟つぶやけば、クリスタ様は顔を赤くして私を抱き締める手に力を込めてきた。

　苦しいので放していただきたい。

「アルティナさん、人前でイチャイチャしろだなんて、私まで居いた堪たまれない気持ちになるからやめてくれないかい？」
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　なんだか嬉うれしそうなディランダル様に向かって私はニッコリと笑って言った。

「そうですよね！　イチャイチャするなら二人きりの時がよろしいですよね？　私や兄がいなくなれば、心置きなくキャッキャウフフするんですよね！　知ってました」

「アルティナさんは、本当に司書長以外には意地悪だよね！　ちょっとユーエン、君の妹どうにかして」

　兄は書類整理をしながら視線も上げずに言った。

「僕ぼくの妹は不ふ甲が斐いないデュランダル様の心の声を代弁しているだけでしょう？　クリスタ様と人前であってもイチャイチャしたいと煩ぼん悩のうが漏もれ出しているのがいけないのでは？　それと少し話しかけるのをやめていただけませんか？　そしたら、書類整理を高速で終わらせて妹を連れて帰るので心置きなくイチャイチャイチャイチャして下さい」

　ディランダル様は顔を真っ赤に染めて叫さけんだ。

「散々イチャイチャ言われた後に、そんなことできるわけがないだろ!!」

　私と兄は、同時にため息をついた。

「デュランダル様、それではアルティナが何も言わなければイチャイチャするつもりだったと言っているようなものですよ」

「お兄様、早くお暇いとましましょう。お二人の甘あまい時間をこれ以上邪じや魔まするわけにはいきませんから」

　兄とディランダル様をいじめてストレス発散をしていたら、ディランダル様が泣きそうな顔で言った。

「クリスタ、頼たのむから司書長をここに呼んできてくれないだろうか？　このままではアルティナ嬢達のオモチャにされてしまう」

「解わかった」

　クリスタ様は素す早ばやい動きで部屋を出て行った。







　暫しばらくするとノックの音が響ひびき、クリスタ様とシジャル様が入ってきた。

「お呼びいただきありがとうございます殿でん下か」

　シジャル様は一礼してみせた。

「司書長、助けてくれ！　アルティナさんがいじめるんだ」

　クリスタ様も大きく頷うなずいている。

「アルティナ様がですか？」

「クリスタと私に、イチャイチャしてろとか言い出して」

　シジャル様はクリスタ様を見て優やさしく笑った。

「ああ、そういったことはクリスタは恥はずかしがって主張できないので、殿下がうまくリードして下さるといいと思いますよ」

　いや、シジャル様、そういったアドバイスを求めているわけではないと思う。

「アルティナ様、お久しぶりです。その後は大丈夫でしたか？」

「はい。シジャル様のお陰かげで部屋に籠こもればなんの心配もありませんでした」

「それはよかった」

　そう言いながら、シジャル様は私の頭を優しく撫でてくれた。

　シジャル様に会えるだけでこんなにも幸せな気持ちになれるのだから不思議だ。

「最初はシャルロに乗せてもらって図書館に来ていたのですが、そのせいで、図書館の前で待ち伏せされるようになってしまって、前よりもシジャル様に会いに行けなくなってしまい……寂さびしかったのです」

　シジャル様は顔を赤くし、笑え顔がおになった。

「自分もお会いしたいと思っていました。アルティナ様が喜びそうな本が沢たく山さん新しく入っているのと、借りている本の返へん却きやく期限も過ぎていますからね」

「それは申し訳ございません。すぐに返却いたします」

　私がそう言えばシジャル様は首を横に振った。

「今夜、ご自宅にお邪魔させていただいてもよろしいでしょうか？」

　シジャル様が家に？

　私は嬉しくて、何度も頷いてみせた。

「よかった。では今夜、本を取りに伺うかがいます」

　シジャル様はそう言うと、仕事があるのでと言って名残なごり惜おしそうに帰って行った。

「お兄様、私、家の食堂に行きたいので、帰ってもよろしいでしょうか？」

「食堂？」

「シジャル様が来て下さることが決まりましたので、クッキーを焼いてお土産みやげに持って帰ってもらえるようにしたいのです」

　その場にいた全員が驚おどろいた顔をしていた。

「アルティナ、料理なんてできるのか？」

「はい、勿もち論ろん！」

「何な故ぜできるんだ？」

　にわかには信じがたいと言った顔つきで兄が怪け訝げんそうな顔を向ける。

「私の声が出なくなっていた時、うちの料理長にお願いして教えてもらったのです。気晴らしになるならと快く教えてくれましたよ」

　兄は呆あきれたようにため息をついた。

「いつの間に、そんなことをしていたんだ？」

　早朝ですけど？

　朝は一日の中でも比ひ較かく的てき簡単な料理しか作らない上に前日に仕込みも終わっているので、キッチンの端はしで手のあいた人が教えてくれるのだ。

「そんなことより、帰ってもよろしいでしょうか？」

　兄は手元の書類を見つめて言った。

「僕も帰ってよろしいでしょうか？」

　それに慌あわてたのはデュランダル様だった。

「ユーエンがいてくれないと困るんだが」

「どうせ、仕事を早く片づけてクリスタ様とイチャイチャする時間を作りたいだけでしょう。今日ぐらい我が慢まんしたらどうですか？」

「それ、何回も言わないでくれないかな！」

　兄を帰らせたくない理由をバラされ憤いきどおるデュランダル様の後ろでクリスタ様が指まで真っ赤だ。

「お兄様、大丈夫です。帰るだけならシャルロに送っていただきますので」

　私は首元のシャルロを撫でた。

　シャルロはそれに応えるようにキュイーと自信満々に鳴いてみせる。

「……シャルロ、城の裏口から出て、屋や敷しきの裏口にアルティナを運んでくれるか？」

　シャルロはコクコクと可愛く頷いてみせた。

「では帰ったらフルーツをあげよう。頼んだぞ」

　シャルロは兄の肩かたに乗ると兄の頰ほおに頭を擦こすりつけてから私のもとに戻もどってきた。

「司書長の連れている生き物は皆みな、可愛いな」

　兄は珍めずらしく柔やわらかな笑顔をシャルロに向けていた。

　本当にシャルロが可愛くて仕方ないのであろう。

　そんな兄の表情を見てデュランダル様とクリスタ様が目がこぼれ落ちそうなほど驚いていた。







　その後、シャルロのお陰で私は無事に家に帰ってくることができた。

　料理長にお願いしてキッチンの端の方を借り、分量を間ま違ちがえないように慎しん重ちように測りながら愛情をたっぷりと込めたクッキーを作っていく。

「お嬢じよう様さまは本当に上手になられましたね」

　料理長が私の焼いたクッキーを一つ食べて感想をくれた。

　これでシジャル様に食べてもらえる。

　シジャル様はいつも執務室でお菓か子しをくれるし、甘いものが嫌きらいなはずがないから、沢山焼いてお土産に持って帰ってもらおう。

　私は一心不乱にクッキーを焼いた。

「お嬢様、お客様がこちらに向かっているとメイドが知らせに来たのでここから出て下さい」

　料理長の言葉に、私は慌てて裏口から外に出るとドアに耳をくっつけて中の様子をうかがった。

　次の瞬しゆん間かん、ダレン様の声が聞こえてきた。

「この甘ったるい臭においは何なんだ？　胸焼けがする」

「申し訳ございません。お嬢様の要望でお菓子を焼いておりましたので」

「……そうか、アルティナ嬢は甘いものが好きなのか。では、アルティナ嬢にプレゼントするのもいいかも知れんな」

　ダレン様からいただいたものを食べる気にはならない。

　その後もダレン様は帰ることなく、やれアルティナ様はどんなお菓子が好きだとか、どんな色の包装紙が好きだとか夕食の準備で忙いそがしそうなキッチンに我わが物もの顔がおで居い座すわった。

　裏口の小さな窓からバレないようにこっそり中を覗のぞいて見ると、最後にオーブンに入れたクッキーが焦こげ臭くさい匂においを出し始めていた。見習い料理人のイシスが慌ててオーブンから出してくれたが、クッキーは無残な姿になっていた。

「お嬢様のクッキーが……」

　申し訳なさそうな呟きが聞こえ、私も申し訳ない気持ちになる。

「イシス、それは後でワシらがいただこう」

「でも、もはや炭ですよ親方」

「それも味の勉強になる」

　二人の気き遣づかいに感謝しかないが、それを二人に食べてもらうぐらいなら、今もキッチンに居座り続けているダレン様に食べさせればいいのに！

　私がそんなことを考えていると、まさかのダレン様と目が合ってしまった。

「アルティナ嬢！」

　悲鳴をあげたいのをグッと堪こらえ、私は渋しぶ々しぶ中に入った。

　せっかく逃にがしてもらったのに見つかってしまって申し訳ない気持ちでいると、料理長が優しく笑ってみせた。

「お嬢様も甘い匂いにつられて来てしまいましたか？」

　料理長は私が今来たところだと思わせるために、気を遣つかってくれたようだ。

「ええ、ごめんなさい」

　私が話を合わせると、ダレン様が早足で私に近づいてきた。

「アルティナ嬢、貴女あなたは甘いものがお好きなようだ。俺おれと一いつ緒しよに街にスイーツを食べに行こう」

　私は料理長の後ろに隠れると料理長の耳を借り、私の代わりに話してもらうことにした。

「お嬢様は、今日、客人が来るのでそれはできないと申しております」

「何故直接話して下さらないのですか？」

　私が困っていると、料理長は言った。

「お嬢様はシャイで恥ずかしがり屋なのでございます」

　それは許される理由なのだろうか？

「そ、そうか！　それは可愛らしい」

　何が可愛らしいのか意味が解らないが、納なつ得とくしてくれたのならいいか？

「でも、いずれ俺の嫁に来るのにそれでは困ってしまう。今から慣れてもらいたい」

　そう言って近寄って来ようとするダレン様に私はムッとして料理長の耳に向かって思いを告げた。

「お嬢様は、私にはすでに愛する人がいるので貴方あなたのもとへお嫁に行くことはありません。と申しております」

　料理長の言葉……いや、私の言葉にダレン様の顔が怒いかりに染まった。

「その男とは、この前来た司書長とかいう男か？」

　勿論である。私は深く頷いた。

「俺が、その男に劣おとると言うのか？」

　私は自信満々に頷いてみせた。

　シジャル様以上の男は私には存在しないのだ。

　ダレン様はさも可お笑かしそうに笑い出した。

　はっきり言って狂くるってしまったようで怖こわい。

「では、俺がその男に勝てば貴女は私のものということだ」

　そんなこと言ってない！

　私が慌てて否定しようとするよりも先にダレン様が続けた。

「その男より、俺の方がどれだけ上回っているか、見せつけてやる！」

　そう言うと、ダレン様は足早に去って行った。

「お嬢様」

「大丈夫です」

　何せシジャル様が負けるなんて、想像すらできない。

「俺がクッキーを焦こがしたばっかりに……なんだか申し訳ないです」

　泣きそうな顔でイシスが私に頭を下げた。

「本当に大丈夫よ。貴方達は知らないと思うけど、シジャル様はとっても強い人なんだから。でも、私のせいで面めん倒どうごとに巻き込んでしまったわね」

　こんな面倒な女をシジャル様は嫌いにならないだろうか？

　そっちの方が心配である。

「シジャル様に嫌われたら私、生きていけない……」

　私が思わず呟けば料理長とイシスは困ったように眉まゆを下げた。

「お嬢様、司書長様はお嬢様を嫌いになんてならないと思いますよ」

「そうです！　お嬢様を嫌う男なんてこの世の中に誰だれ一人ひとり存在しません！　それにお嬢様は、ご令嬢なのに愛する人のためにクッキーまで自分で焼いてあげる素す晴ばらしい女性なのですから、自信を持って下さい！」

　料理長とイシスはそう言って笑ってくれた。

「お嬢様、チョコレートでクッキーにアイシングしませんか？」

「アイシング？」

　料理長の言葉に私が首を傾かしげると、イシスが冷蔵庫からピンク色の板チョコを出してきた。

　初めて見る板チョコに驚いていると、料理長が説明をしてくれた。

「これは、ホワイトチョコレートに薔ば薇らの花の香こう油ゆと色素を入れたもので、薔薇のほのかな匂いがします。あまり世に出回らない貴重なチョコレートになります」

「そんな高価なものを使っていいの？」

　私が心配になって聞けば、料理長は私の手にチョコレートを置いた。

「元々、お嬢様のために買いつけたものです。お嬢様の口に入れば喜んでいただけると思ったのですが、お嬢様の想おもいを司書長様に伝えるために使っていただく方がよい気がいたしましたので」

　私は手の中のチョコレートを見つめた。

「アイシングクッキーはチョコレートや砂糖を溶とかしてクッキーに模様や絵を描えがいたものなのです。お嬢様、このチョコレートでハートを描いたり、クッキーを並べるとＬＯＶＥとか気持ちが伝わる文字を書きましょう！　直球は誰だって素す直なおに嬉しいですから！　ね！」

　イシスは私の想像の上をいく案を出してくれた。

「わ、私、やります！」

　ピンク色の可愛らしいチョコレートを湯ゆ煎せんで溶かして絞しぼり袋ぶくろに入れたら、チョコが固まる前にクッキーに描いていく。

　最初から上手くいくわけもなく、少しいびつなハートに悔くやしくなり必死にやった結果、最後の方は可愛らしいハートが描けるようになった。

　ＬＯＶＥもクッキー一個に一文字入っているバージョンと全部の文字が入っているものを作った。

　チョコレートが乾かわくのを待ち、袋ふくろ詰づめし、お皿の上にもＬＯＶＥと読めるようにクッキーを並べた。

　こんなことでシジャル様の面倒ごとが晴れるとは言えないが、頑がん張ばって作ったクッキーが少しでも気持ちを繫ぎとめてくれたらいいと思ったのだった。
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　アルティナ様の部屋に結界を張りに行った日、アルティナ様のお父様が連れてきたという婚こん約やく者候補の二人を見て自分は少なからず嫉しつ妬とした。

　アルティナ様の父親に認められた高爵しやく位いの二人。

　自信のなさは自分が一番よく解わかっているつもりだが、一度手にしてしまったアルティナ様の愛を手放すなど、考えたくもないことだと思った。

　自分に笑いかけてくれるアルティナ様は本当に可愛かわいらしく、自分だけ特とく別べつ扱あつかいしてもらえていると勘かん違ちがいしたくなるものばかりで、毎日が幸せに溢あふれているのだ。

　アルティナ様と婚約できたことすら夢物語で、朝目が覚めたらなかったことになっていてもおかしくなくて、毎朝起きるのが怖こわいと言ったらアルティナ様に笑われてしまうかも知れない。

　それぐらい、アルティナ様との関係は自分の中で不安定なものに感じていたのだ。

　その不安定が、アルティナ様に新たな二人の求婚者を生んだのだと思ってしまっていた。まさに自じ業ごう自じ得とくだ。

　だからこそ、あの二人に自分は嫉妬したのだ。

　自信満々な態度と美び丈じよう夫ふ然とした見た目、ひ弱な見た目に自信のなさが滲にじみ出た自分とは正反対の二人。

　アルティナ様があの二人のどちらかがいいと言い出したら、自分にはアルティナ様を止める権利もない。

　そう思った。

　だが、アルティナ様の態度は自分への愛に溢れていた。

　不ふ埒らちな真ま似ねができないように部屋に入れるのはユーエン様だけにしようと言ったらアルティナ様は「シジャル様も入れるようにしてほしい」と言う。

　不意にベッドに座すわらされた時は何が起きたのか解らず、ただただ焦あせってしまった。

　アルティナ様は本当に危機感がないというか、自分に対しての警けい戒かい心が薄うすすぎる。

　自分の中にあるドロドロとした欲望を知ったら、アルティナ様は自分を気持ち悪いと思うかも知れない。

　なら大事にして、自分はアルティナ様に対してなんの欲望も持っていない顔をしていようと思った。

　それなのに自分がそんなことを考えているなんて知りもしないアルティナ様は、無む邪じや気きに煽あおってくるのだ。

　思いっきり抱だき締しめてキスしたい。

　そんな欲望に頭が支配されそうになる。

　一方で迂う闊かつな行動で、一いつ瞬しゆんにしてアルティナ様が自分のもとから去っていく気がして遣やる瀬せなくもなる。

　自分自身もまた欲望のまま行動しないように、ベッドには入念に結界を張った。

　その後食事に誘さそわれて、マジマジと求婚者の二人を見たが、負けたくないという気持ちの方が強くなった。

　更さらに、アルティナ様から彼かれらへの嫌けん悪お感が見て取れた。

　アルティナ様が彼らに興味がないことで自分がどれだけ救われた気持ちになっているかなんて、アルティナ様は知らないだろうし、知る必要もない。
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　それから数日の間、アルティナ様は図書館に来なかった。

　不安が募つのるなか、ユーエン様がやって来て状況を教えてくれた。

　理由は簡単だった。

　婚約者候補の二人がアルティナ様が図書館に来るのを妨ぼう害がいしているらしいのだ。

　ユーエン様が毎回アルティナ様を護まもっていると聞いて自分の不ふ甲が斐いなさに嫌いや気けがさす。

「ユーエン様、申し訳ございません」

「何を言う。司書長が部屋に結界を張ってくれたお陰でアルティナは家の中では平和な時間を過ごせているのだ。礼を言うことはあっても謝あやまられるいわれはない」

　ユーエン様の優やさしさに更に不甲斐ない気持ちでいっぱいになった。

「だがアルティナが司書長に会えないせいでイライラしている」

「は？」

「だから、アルティナは司書長に会いたくて仕方がないようだ」

　それは、自分も同じだ。

「自分もアルティナ様に会いたいです!!」

　素す直なおに言えば、ユーエン様は呆あきれたように言った。

「その台詞せりふはアルティナに言ってやれ。凄すごく喜ぶと思う」

　アルティナ様に、会いたいと言っていいのか？

　ユーエン様は自分の頭を乱暴に撫なでた。

「アルティナは司書長が思っている五十倍、いや百倍は会いたがっていると思っていい」

「それは、大おお袈げ裟さでは……」

「思っていい」

　それだけ言ってユーエン様は去って行った。
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　ユーエン様が会いに来た翌日、幼おさな馴な染じみのクリスタがアルティナ様に会わせてやると呼びに来た。

　タイミングが摑つかめなかった自分には天の助け以外の何者でもなかった。

　クリスタに促うながされて訪れたのは第一王子の執しつ務む室しつで、そこにいたアルティナ様は数日前より美しく見えた。

　こんな美しい人が自分以外の求婚者と呼ばれる男達と一つ屋根の下にいると思ったら腸はらわたが煮にえくり返る思いである。

　そんな負の感情も、アルティナ様が自分の名を呼び笑ってくれただけで浄じよう化かされてしまうのだ。

　アルティナ様には新しい本が入ったことと返へん却きやく期限の本の話もした。

　このままでは話が終わってしまい、またアルティナ様に会えなくなってしまう。

　それは嫌だ。

　気づけば、家にお邪じや魔ましてもいいか聞いていた。

　図ずう々ずうしい申し出にもかかわらず、アルティナ様は嬉うれしそうに了りよう承しようしてくれ、安心した。

　ただゆっくりとアルティナ様と話がしたかった。

　だからアルティナ様と一いつ緒しよにいられる時間ができると解って、その後の仕事も苦にならいどころか、あっという間に終わりを告げた。







　その日の仕事終わり、リルに乗り急いでモニキス公こう爵しやく家けに向かった。

　アルティナ様にもうすぐ会える。

　一週間近くまともに会えていなかった愛する人に会えるのだ。

「旦だん那な、浮うかれすぎじゃないっすか？」

「うるさい。黙だまって走れ」

　ニシシっと笑うリルのことなど知るか！

　自分は、幸せな気持ちでモニキス公爵家に着いた。

　門の前でリルから降りると、子犬サイズになるように言ってから屋や敷しきに向かう。

　屋敷の扉とびらの前には人ひと影かげがありアルティナ様かと思ったが、シルエットが全然違ちがった。

「よく来たな！　使用人達が慌あわただしくしていたからもしやと思って待っていた甲か斐いがあった！」

　ユーエン様ではなく、求婚者の一人だった。

「え～と、自分をお待ちだったのでしょうか？」

　理由が思い浮かばず、聞いてみれば彼は鼻をフンと鳴らした。

「そうだ！　貴様、俺おれと決けつ闘とうしろ！　貴様を倒たおしたらアルティナ嬢じようは俺のものだ！」

　自分は眼鏡を外し拭ふいてからもう一度かけ直した。

「え～と、それはアルティナ様の許可を得て言っているのでしょうか？」

「当たり前だ！」

　アルティナ様が了承したのだとすれば自分を信じてくれたからか、それともこの男と結婚してもいいと考えたのか？

　後者は考えたくもない。

　アルティナ様は昼間、自分に会えたことを喜んでくれていた。

　そう考えれば、アルティナ様は自分にこの男を倒してほしいのだ。

　アルティナ様が〝やっつけてほしい〟のなら躊躇ためらうことなく倒す。

「あの、アルティナ様に確かく認にんを取ってもよろしいでしょうか？」

　自分がそう言えば、彼は呆れたように息を吐はいた。

「情けない男だな。アルティナ嬢に頼たのめば戦わなくて済むとでも思っているのか？　そんな男にアルティナ嬢は勿もつ体たいない。俺がもらい受ける」

　なんだこいつ、人を苛いらつかせる天才なのかな？

「確認したところで結果は変わらないぞ！」

　ええ、あなたをボコボコにする未来は変わらないでしょう。

「そうですか。では、すぐに始めますか？」

　彼の実力は解らないが、負けるつもりもない上にイライラさせられたからこの際ボコボコにしよう。

　自分の中の好戦的な部分が出てきそうになったその時、玄げん関かんのドアが開きアルティナ様が顔を出した。

「シジャル様!!」

　可愛らしい愛いとしい人の声に口元が緩ゆるむ。

「アルティナ様！」

　自分がアルティナ様の名を口にすれば、アルティナ様は自分のもとにお皿を抱かかえてやって来た。

「シジャル様。あの、私のせいで面めん倒どうなことを押しつけてしまう状じよう況きようになってしまい申し訳ございません」

「アルティナ様が謝ることではありませんよ」

　アルティナ様の雰囲気から言って、彼が言い出したことだとなんとなく解った。

「私がちゃんと止められなかったからなのです」

　うるうるとした瞳ひとみが美しくて吸すい込まれそうだ。

「勝ってもよろしいでしょうか？」

　自分が聞けば、アルティナ様は蕩とろけるような笑え顔がおで頷うなずいた。

　アルティナ様が自分を選んでくれた状況に幸せな気持ちで満たされた。

「では、勝ちますね」

　そう言って彼の方に向かおうとすると、アルティナ様に服の裾すそを摑まれ止められた。

　何事かと思って振り返ると、アルティナ様は抱えていた皿にかかった布を外して言った。

「私の気持ちですので、一つでも食べていっていただけませんか？」

　皿の上にはハートのマークやＬＯＶＥと書かれたクッキーが並んでいた。

　アルティナ様は顔を真っ赤にして自分に皿を差し出している。

　何なんだこの可愛いで作られた可愛い生き物は！

「駄だ目めですか？」

　不安そうなアルティナ様に自分は笑顔を向けた。

「勿体なくて食べられません」

　自分の言葉にアルティナ様は安心したように息を吐いた。

「それなら問題ありません。沢たく山さん焼いたので、お土産みやげ用もちゃんとあるんですよ」

「焼いた？　まさかアルティナ様が？」

　いやいや、さすがに貴族のしかも公爵家のご令れい嬢じようが料理なんてするはずがない。

　そう思いながらも聞けば、アルティナ様自ら作ったクッキーだと言われ驚おどろいた。

「味見もしたので大だい丈じよう夫ぶなはずです。シジャル様のためだけに作ったので食べてほしいのです」

　自分に拒きよ否ひ権けんなんて存在するのか？

　そしてこんな幸せなお願いがいまだかつて、あっただろうか？

　自分はハートのマークが描かかれたクッキーを一つ摘つまむと口に運んだ。

　香こうばしい中に薔ば薇らの優しい匂においが混じってふんわりと癒いやされる味がした。

「どうでしょうか？」

「凄く美お味いしいです。ありがとうございます」

　自分のお礼の言葉を聞くとアルティナ様は幸せそうに笑った。

　ああ、可愛い！

　見ているこっちが心臓止まりそうなほど可愛い！

　これは、勝つしかない。

　負ける気もしない。

「アルティナ様、必ず勝ちますね」

　自分がそう宣言すればアルティナ様は小さく頷いてくれたのだった。







　モニキス公爵家の中庭に案内されると模も擬ぎ刀とうを渡わたされた。

　勿もち論ろん、相手も模擬刀である。

　相手は闘う前から模擬刀をぶんぶん振り回している。

　道具を大事にできないやつは腕うでも大したことがなさそうだ。

「アルティナ嬢、こいつを倒して貴女あなたを手に入れてみせる！　俺の勇姿をそこで見ていて下さい!!」

　彼はアルティナ嬢に向かって叫さけんだ。

　アルティナ様の表情には嫌悪のようなものが浮かんで見えた。

「アルティナ様を、そう簡単に渡すつもりはありませんよ」

「ほざけ！」

　そう言うと彼は刀を構えた。

　自分は笑顔で彼を見つめる。

「自分は何よりもアルティナ様が大事ですので、貴方あなたが自分よりも強くてアルティナ様を護るに相応ふさわしい人物であるのなら、婚約者の座はお譲ゆずりするつもりでいます」

　彼は高らかに笑いながら自分に走って突つっ込んできた。

「自信がないなら婚約者なんて辞やめちまえ！」

　大きな体を右に受け流すと彼の足に自分の足をかける。

　盛せい大だいに転んだ彼はすぐさま立ち上がると額に青筋を立て叫んだ。

「貴様！　俺を馬ば鹿かにしてるのか！」

「馬鹿になんてしていませんよ。そんな勘違いをするなんて、貴方まさか脳筋ですか？」

　彼は目を血走らせて自分に斬きりかかってきた。

　はっきり言って棒を振り回す子どものような太た刀ち筋すじだ。

　自分の実家の周りではすぐに死んでしまいそうなぐらいの下手くそだ。

　なんならクリスタの方が強いと思う。

　自分は彼の攻こう撃げきを全て受け流し左足を蹴けり上げた。

　まあ、軽くなので折れてはいないだろう。

　痣あざは確実にできているに違いないが。

「貴様、剣けん術じゆつの試合中に蹴りを入れるとは卑ひ怯きような！」

　自分の蹴りを受けても、彼は基本の姿勢を崩くずさず、倒れないだけの強きよう靭じんな体は持っているようだ。

「ああ、申し訳ございません。自分は実じつ践せん派はで型通りの試合というものがよく解らなくて。ちなみに、剣術の形式ばったものに囚とらわれていると、実戦ではすぐに死にますよ」

「うるさい黙れ!!」

　彼は本当に子どもが最初に教わったままのような太刀筋で模擬刀を振り回した。

「うるさくて、黙ってほしいのはこっちの方ですよ」

　自分はそう言って彼の模擬刀を払いのけ、右足を蹴り上げた。

　模擬刀とはいえ武器を使うと上う手まく手加減できる気がしなかったため蹴ることにしたのだが、彼はそれが気に入らなかったようで言った。

「真面目にやれ！」

　ならばとそのまま彼の首元に本気の蹴りを入れる真似をした。

　寸止めというやつだ。

「真面目にやったら貴方を殺してしまうと思いますが……本気でやりましょうか？」
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　彼は自分の本気の蹴りの軌き道どうが見えなかったのか、青い顔をして尻しり餅もちをついた。

　いわゆる戦意喪そう失しつというやつだろう。

　気持ち的にはもっとボコボコにしてやりたいのだが、アルティナ様の目の前で心のままに動いて血の惨さん劇げきなど見せて嫌きらわれるなんてことになったら目も当てられない。

　そんなことを考えていたら、背後に何かがぶつかった。

　何かと思えば、自分の腰こし回りに腕が回される。

　この可愛らしい手は……。

「シジャル様、素す敵てきです」

　小さなアルティナ様の声を聞き、背後からアルティナ様に抱き締められているのをありありと実感してしまう。

　それに……アルティナ様の額と胸が自分の背中に触ふれている感かん触しよくがする。

　なんだ、このご褒ほう美びは！

「ア、アルティナ様」

　内心凄く焦ったが、平静を装よそおってアルティナ様の手に自分の手を重ねた。

　それというのも、アルティナ様の手はプルプルと震ふるえていたのだ。怖かったのか不安だったのか解らないがとにかくアルティナ様を怯おびえさせてしまったことに気づいた。

　アルティナ様の目の前で彼をボコボコにしなくてよかった。

　危あやうく嫌われていたかも知れないと思うと自分の方が震えそうだ。

「怖がらせてしまいましたね、すみません」

「いいえ。シジャル様に怪け我ががなくてよかった」

　ああ、本当にアルティナ様は天使のような方だ。

　自分はこんな時にそんなことを思ったのだった。
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　シジャル様がダレン様に勝った。私は感かん極きわまってシジャル様に抱だきついてしまった。

　シジャル様が負けるなんて思っていなかったが、怪け我がをしないとは限らないし、心配で仕方なかったことが手の震ふるえに出てしまっていたようだ。

　シジャル様はすぐにその震えに気づいてくれ、優やさしく手を握にぎってくれた。

　本当にシジャル様は優しい。

　手の温ぬくもりに安心してしまう。

　暫しばらくそうしていると、兄がやって来たのが解わかった。

「いつまでイチャイチャしてるつもりだ？　とっくに夕食の準備ができてるぞ」

　兄は気にする様子もなく私とシジャル様を呼んだ。

「ここで食べるのですか？」

　シジャル様がギョッとするなか、兄は何ど処こから持ってきたのか三人分のテーブルと椅い子す、そして夕食を私の部屋に用意していた。

「この前は、夕食どころではなかっただろう？　だから今回は安全安心な場所でゆっくりしてくれ」

「さすがお兄様」

　私はとりあえず兄を褒ほめておいた。

　兄の言葉に苦笑いを浮うかべるシジャル様をよそに私と兄は食事を始め、シジャル様も何な故ぜか渋しぶ々しぶといった感じで食事を始めた。

「とりあえず、司書長が一人倒たおしてくれたお陰かげで敵はあと一人になったな」

　兄が食事の最中に言った言葉に私は大きく頷うなずいた。

「もう一人は魔ま法ほうが得意だと言っていたがいまだに司書長の張った結界を解くのに必死だ」

「そうなのですか？　万一のことを考えると、結界だけでは不ふ充じゆう分ぶんかも知れませんね……そうだ、ウィーザの転移魔法がいいかも知れません」

　兄が首を傾かしげたのを見て、シジャル様が説明を始めた。

「ウィーザは自分の実家の近くの洞どう窟くつに住む友人の大精せい霊れいでして、アルティナ様がかかった声が出なくなる呪のろいを呪った本人に返す魔法をかけてくれた精霊です」

　それを聞いた兄は腕うでを組んで言った。

「それは、司書長の実家にまた行かなくてはいけないということだろ？」

　私はパンを飲み込むと兄に言った。

「ウィーザ様はたまに家に来てますよ」

「「はあ？」」

　私の言葉に兄とシジャル様が私の方を一いつ斉せいに見た。

「喉のどの調子を見に来て下さいます。あと、ウィーザ様のお使いの小さな精霊さんとか小さな動物さんも来てくれます」

　呆ぼう然ぜんとする二人を気にすることなく、私はスープを飲む。

「アルティナ様、ウィーザに何かされたりしてませんか？」

　私は首を傾げてから言った。

「握あく手しゆをします」

「「握手？」」

　兄とシジャル様のシンクロした反応に思わず笑ってしまいそうになりながら私は言った。

「ウィーザ様から聞いたのですが、私は〝愛いとし子ご〟という能力があるらしいのです。手を握るだけで体調が良くなったり、能力が上がったりするらしいのです。なので、たまにお友達を連れて遊びに来るんですよ」

「〝愛し子〟……そう言えば、そんなようなことを初めて会わせた時に言っていたような」

　シジャル様は落ち込んだように俯うつむいてしまった。

「その精霊は安全なのか？」

　兄の言葉に私は遠くを見つめてから言った。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　たまに口説かれるが、断ればアッサリ引いてくれる人である。

　ああ、人ではなく精霊だった。

「ウィーザに何かされるようであればすぐに言って下さいね！」

　心配そうなシジャル様には申し訳ないが、ウィーザ様が遊びに来ると小さい頃ころのシジャル様の話などを聞かせてくれるので楽しく過ごしてしまっている。

「ちなみにウィーザ様に連れん絡らくもできますよ」

「「はぁ？」」

　私は前にウィーザ様にもらった、通信ができるという掌てのひらサイズのクリスタルを机の引き出しから取り出して見せた。

「これは？」

　兄がまじまじと見つめるクリスタルをシジャル様は嫌いやそうに見ていた。

「ウィーザの洞窟で取れる精霊石ですね」

　私はクリスタルを手にとると目を閉じて声をかけた。

「ウィーザ様、今お時間よろしいでしょうか？」

　私の声かけに、クリスタルの上に小さな人形のようなウィーザ様が現れた。

『愛し子よ。やっと呼んでくれたな。さて何か用か？』

　通信は初めてだったが、ウィーザ様は小さくても大精霊の威い厳げんのようなものを感じるから不思議だ。

『なんだ、シジャルも、いるのか？』

「なんだとはなんだ！　俺おれに隠かくれてこそこそアルティナ様に会うのはやめろ！」

　シジャル様はイライラしたように言ったが、ウィーザ様はどこ吹ふく風だ。

『お前は精霊にとっての愛し子がどれほど貴重か解っていない。連れ去ってしまいたいのを、シジャルの番つがいだから我が慢まんしてやってるのだ。感謝されても罵ののしられるいわれはない』

　なかなかに危ない人物のように聞こえてしまうからやめてほしい会話だ。

　案の定、兄は心配そうに私を見ている。

『で、私を呼んだ理由を聞こうか？』

　シジャル様は納なつ得とくいかない顔をしながらもウィーザ様に事情を説明した。

『では、この部屋の結界が解かれた時は愛し子を私のもとに転移すればいいんだな』

「違ちがう！　俺か、こちらのユーエン様のもとに転移してほしい」

　ウィーザ様はフンと鼻を鳴らしてから言った。

『ふむ。愛し子はシジャルじゃなくては駄だ目めだと考えているようだな。愛し子に免じてシジャルのもとに転移できるように術をかけてやろう。特別に今回だけだぞ。愛し子を隣りん国ごくなんぞに取られてはかなわないからな。まだシジャルの方がマシだから仕方ない、やってやろう！』

　ウィーザ様はそう言うと私の額に手を伸のばし、額に触ふれた。

　すると、温かな光が私を照らし、その光が私の中に吸すい込まれていったように思えた。

『これで、結界が壊こわれたのと同時に愛し子はシジャルのもとへ転移する。ではまたな』

　ウィーザ様はそれだけ言うと姿を消した。

「これで、何も問題ありませんね」

　シジャル様のもとに転移されるのなら嬉うれしい。

　私はこうして精霊の魔法をかけてもらったのだった。
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　それから三日後の夜中に私はシジャル様のところに飛ばされた。

　眠ねむっている間に飛ばされた私は目が覚めた時に、シジャル様の顔が近くにあってビックリした。

　シジャル様もぐっすり眠っているようで、私はシジャル様に抱き締しめられている状じよう況きようだった。

　いつもなら目が覚める時間だが、シジャル様はまだ寝ねている時間のようだ。

　まさか寝ている間に結界を解くなんて思ってなかった。

　夜部屋に侵しん入にゆうされたら危なかったのじゃないだろうか？

　最悪の想像に体が震える。

　思わずシジャル様に縋すがりつくように身を寄せた。

　すると、シジャル様は私を強く抱き締めてきた。

　近すぎる距きよ離りにシジャル様の息が私の耳にかかる。

　くすぐったいを通とおり越こして、恥はずかしさで全身が熱くなる。

　あまりの近さに怖おじ気けづき腕から逃にげ出そうともがくも、シジャル様の腕の力は増すばかりで逃げることは不可能のようだ。

　これはシジャル様には悪いけど起きてもらうしかない。

「シ、シジャル様」

　一度声をかけただけでは起きてくれず、何回も声をかけた。

　八回目でやっとシジャル様の目がうっすらと開いた。

「あ、あの、シジャル様」

　起きてくれた嬉しさに口元が緩ゆるむのが解ったが、事情を説明しなければならない。

　話そうとしたその時、シジャル様が蕩とろけた笑え顔がおになった。

「あれ……俺、最高の夢を見てる？　可愛かわいい。好きだ。愛してる。ずっと俺の側にいて……俺のアルティナ」

　寝ぼけたシジャル様はそう言って私の額にチュッと軽いキスをすると、また眠りに落ちていった。
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　私は声にならない悲鳴をあげた。

　普ふ段だんだったら、きっと口にしてくれない言葉に、私は茹ゆで上がりそうなほど体を熱くした。

　幸せすぎて失神してしまう。

　そう思ったその時だった。

「うん？」

　シジャル様の声にドキッとする。

　そして、シジャル様の瞳ひとみが恐おそる恐おそるといった感じに開かれた。

「あ、あの、シジャル様」

「ふぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　シジャル様は凄すごい勢いで私から離はなれるとベッドから転げ落ちた。

「な、なんで？」

「ウィーザ様の術が発動したようで」

　シジャル様はハッとして眉み間けんにシワを寄せた。

「アルティナ様は家を出た方がいい」

　シジャル様に真しん剣けんな顔でそう言われ、私は深く頷いた。

「とりあえず、シャルロを使いに出してユーエン様にアルティナ様の身の周りのものを持ち出してもらいましょう。ユーエン様も心配しているでしょうし」

　シジャル様の的確な判断が本当に心強い。

　シャルロに持たせるつもりで手紙を書いていると、シジャル様の家のチャイムが鳴った。

　シジャル様が玄げん関かんに出て行き、連れて来たのは兄だった。

「アルティナ、無事か？」

「はい。起きたらシジャル様のベッドにいました」

　兄がシジャル様に視線を移すとシジャル様は真剣な顔で言った。

「誓ちかって不ふ埒らちな真ま似ねはしていません」

「少しぐらいなら僕ぼくは責めたりしないぞ」

　兄が苦笑いを浮かべるとシジャル様はムッとしたような顔をした。

「ユーエン様がそんなことを言っては駄目です。アルティナ様は大事な妹なんですから」

「だが、勿もち論ろん妹も大事だが、司書長を早くアルティナと夫ふう婦ふにしたい気持ちも強いのだ」

　兄の言葉にシジャル様は両手で顔を覆おおった。

「……さらりと嬉しいことを言う」

　小さな呟つぶやきは私や兄には聞き取れなかった。

「とりあえず、簡単にだがアルティナの荷物を持ってきた。家では騒そう動どうになっている」

　私は驚おどろいた。

「安心しろ、アルティナの無事を知らないのは父上と客人だけだ」

　私は更さらに驚いた。

「執しつ事じ長とメイド長には事情を話してある。その上で慌あわてて心配する演技をするよう頼たのんだし、机には捜さがさないで下さいと前にアルティナに書かせたメモを置いておいたから父上は家出だと思って慌てふためき手がつけられん。僕は外を捜してくると言ってここに来た」

　シジャル様はポカンとした顔をしていた。

「司書長が許してくれるのであれば、このまま司書長の家に預かってもらうのが一番いいのだが」

　兄がシジャル様に笑顔を向けると、シジャル様は綺き麗れいな土下座をした。

「自分の家は居住スペース以外全て本に埋うめ尽つくされていて、シングルベッド一つ置くのが精せい一いつ杯ぱいの狭せまい部屋なのです」

「私は一いつ緒しよのベッドでも大丈夫です！」

　今朝のシジャル様を毎日見れるのなら幸せだ。

「駄目です！」

　そんなに力強く言われると悲しい。

「仕方ない。アルティナ、司書長と夫婦になれば毎日イチャイチャできるんだ。今ぐらい我慢させてあげなさい」

　兄の言葉にシジャル様は土下座のままお礼を言っていた。

「では、まずリベリーの家に行くか？」

「……そうですね。そうします」

　兄との話し合いの結果、その日のうちに私はリベリー姉様の家にご厄やつ介かいになることになった。シジャル様の家にいられないのは寂さびしいけど、兄が言った通り夫婦になったら、これでもかというぐらいイチャイチャすればいいのだ。

　それに、シジャル様は寝ぼけていたとはいえ〝愛してる〟とか〝俺のアルティナ〟なんて甘あまい言葉をかけてくれたのだ。

　その記き憶おくだけで幸せすぎて倒れそう。

　私はそんな幸せな気持ちを大事に抱かかえて、リベリー姉様の家に向かうことにした。
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　リベリー姉様はおっとりしているようで怒おこらせたら凄すごく怖こわい。

　いつもはラフラ姉様の方がしっかり者だが、リベリー姉様はいざという時には誰だれよりも頼たよりになる人だ。

「アルティナ、お父様をどうやって島流しにする？」

　今までの経けい緯いと身の危険を感じたための家出だと説明すると、リベリー姉様からは暗黒のオーラが絶えず漏もれ出していた。

「リベリー姉様、落ち着いて」

「アルティナさんの言う通りだ。落ち着くんだリベリー」

　呼んでもないのにリベリー姉様の旦だん那な様でシジャル様の親友でもあるベスタンス様もいて、姉の暴走を止めるのを手伝ってくれている。

「ベスタンス様のお仕事は大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　私が聞けばベスタンス様はいつもの噓うそくさいほど爽さわやかな笑え顔がおを作った。

「義理の妹が行方ゆくえ不ふ明めいになり、妻が倒たおれたと言ったら宰さい相しよう閣下が休ませてくれたよ」

　それは私のせいで仕事に行けないという主張だろうか？

「ベスタンス様、妹は襲おそわれそうになったんですのよ。あんな家にアルティナを置いておけないわ～」

　リベリー姉様は私を抱だき締しめてくれたが、今度はベスタンス様から黒いオーラが出てくるので放してほしい。

「シジャルのもとに転移したのならシジャルの家に匿かくまってもらえばよかったのでは？」

　ベスタンス様の言葉に思わずシュンとした私を見てリベリー姉様がベスタンス様を睨にらみつけた。

　凄くややこしいことに、私がベスタンス様に滅め茶ちや苦く茶ちや睨まれるからリベリー姉様もベスタンス様を睨むのをやめてほしい。

「司書長様は本当に何をやっているのかしら！」

　リベリー姉様が可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませていると、ベスタンス様は苦笑いを浮うかべた。

「シジャルはアルティナさんが大事だからこそ、自分が手を出さないようにとこちらに押しつけてきたのですよ」

　押しつけてきたって言い方はどうかと思います。

「好きな人なら、多少手を出したっていいでしょ！」

　プリプリ怒るリベリー姉様とは逆にベスタンス様の顔が緩ゆるんでいる。

　リベリー姉様は可愛いから仕方がない。

「シジャルの場合、アルティナさんに嫌きらわれたくないっていうのがでかいんじゃないかな？」

「私、シジャル様を嫌いになんてなりません」

　ベスタンス様は呆あきれたように言った。

「アルティナさんはシジャルのことが全然解わかっていない」

　ベスタンス様の言葉に私は衝しよう撃げきを受けた。

　言われてみれば、私はシジャルのことを何から何まで知っているわけじゃない。

「あいつは、アルティナさんが自分をずっと好きでいてくれるのか、自分と一いつ緒しよになったら後こう悔かいするんじゃないかって、そういう余計なことをダラダラ考えるような器うつわの小さい男なんだよ！」

　ベスタンス様、後半は悪口なのでは？

「ベスタンス、悪口は駄だ～目め」

　あ、やっぱり悪口だったんだ。

「リベリー、これは悪口ではないよ。シジャルという男を的確に表す最短の言葉なんだ」

　ベスタンス様はリベリー姉様にそれらしいいいわけをしていた。

「とにかく、シジャルは能力と自信が比例していないのだ。そんな男が君の可愛い妹に軽々しく手を出せるわけがない！　手を出して嫌われるぐらいなら土下座する方が余よ程ほど簡単なんじゃないか？」

　ベスタンス様の話は今朝の出来事を見ていたような口ぶりだ！

「土下座は簡単なことではないわ」

　いや、リベリー姉様、シジャル様は結構やります。

「私だって、リベリーのためなら土下座ぐらいできるさ。だが、シジャルの場合は、私なんて比にならないぐらい簡単にやりそうだ。アルティナさんのためならね」

　あれは嫌われたくないからやっていたのか。

　そう考えると、私はシジャル様に凄く思われているのではないだろうか？

「逆を言えばあいつが何かに執しゆう着ちやくすることは、ほとんどない。だからこそ、執着したらどうなるかは私には解らない」

　ベスタンス様はそう言うとクスクス笑いだした。

「もしかしたら、あいつ自身がどうしたらいいのか解らないんじゃないか？」

　ベスタンス様はフーっと息を吐はいた。

「そう考えれば臆おく病びようなほど手を出せないでいるのも納なつ得とくできる。内心アルティナさんを自分のものだ！　と主張したくても、嫌われたらと思うと怖くて言い出せない……あいつはそういうやつです」

　私とリベリー姉様はベスタンス様を見つめた。

「リベリー姉様は素す敵てきな旦那様を手に入れたのですね。初めて知りました」

「あら、アルティナったら、悪口は駄目よ」

　首を傾かしげるベスタンス様にリベリー姉様は抱きついた。

「貴方あなたが私の旦那様だってことが誇ほこらしいわ」

　人前でイチャイチャしないでほしいが、シジャル様のことを教えてもらえて嬉うれしいから、邪じや魔ましないであげようと私は二人から視線をそらしてあげた。

　そんなことより、シジャル様の基本は私に嫌われないかどうかなんだと解ってなんだか納得した。

　シジャル様は私のことが好きだし、愛してるし、自分のものだと思ってくれているのだ。

　シジャル様の気持ちが解らないうちは私も不安だった。

　私が子どもすぎて、保護者的な意味合いで私に付き合ってくれているのかも知れないと思っていたが、少しは女性として見てくれていると解ったのだ。

　なら夫ふう婦ふになればリベリー姉様達のようにイチャイチャしてもらえるはずだ。

　今朝の寝ねぼけたシジャル様の言葉だけで、不安がなくなった気がする。

　私はシジャル様を信じていればいい。

　それが解るきっかけをくれたのはベスタンス様だ。

　いまだかつてこんなにもベスタンス様を尊敬したことはなかったが、これからはベスタンス様に相談してもいいのかも知れない。







　気持ちも新たに私は父達から逃にげることだけを考えることにした。

　そんなことを考えて与あたえられた部屋にいると玄げん関かんの方が騒さわがしくなったのが解った。

　私は何事かとドアに近づいた。

　するとドアが勢いよく開き、私はその開いたドアと壁かべにはさまれる形になった。

「アルティナは何ど処こだ！　隠かくしているのは解っている!!」

　父の声が響ひびき、私は息を潜ひそめた。

　部屋の中を乱暴に捜さがし回る音がする。

　クローゼットを開けたりベッドの下を見たりしているようだ。

「他の部屋か？」

　父はドアを乱暴に閉めると違ちがう部屋に向かった。

　偶ぐう然ぜん隠れる形になったが、気づかれなくてよかった。

　父は散々人様の家を荒あらすとリベリー姉様に向かって言った。

「これから毎日アルティナが来ていないか確かめに来るからな！　勿もち論ろんラフラのところもだ！　アルティナを隠かくし立だてするようなことがないように！」

　そんな父にリベリー姉様は感情の解らない声で返した。

「お父様。いい加減にして下さいませんか？　アルティナはお父様のオモチャじゃないのですよ」

「何を言ってるんだ！　当たり前だろ！　だからこうして心配しているんだ」

　心配してそれなのか？

　父の言い分に呆れてしまう。

「心配……ですの？　そうですか。では、お母様にそのように報告してもよろしいのですね？」

「当たり前だ！　私はサマンサに恥はじるようなことはしていない！」

　どうやら、父は本当に私を心配して今の行動をしているようだ。

　母に誓ちかうのはいいが、やり方を間ま違ちがえていると早く気づいてほしい。

　そして父は嵐あらしのように現れ、去って行った。

　暫しばらくすると、父を見送ったリベリー姉様が部屋に戻もどってきた。

「アルティナ、大丈夫～？」

「はい、リベリー姉様」

「見つからなくてよかったわ～。一体何処に隠れていたの？」

　私は苦笑いを浮かべて開けたドアの後ろにいたと説明した。

「そう。それは灯とう台だい下もと暗くらしね」

　リベリー姉様はクスクスと笑ってくれた。

「でも、いつ見つかるか解らないものね～。何処か安全なところを探しましょう」

　リベリー姉様は私を食堂に連れて行くとお茶を用意してくれた。

　二人で考えたが、私の知り合いではすぐにバレてしまう。

　まあ、そもそも私は友達と呼べる人間がほとんどいないから仕方がないのだ。

「私の友達ではアルティナが落ち着いて本を読めないでしょうしね～」

「最悪、何処か遠くに逃げてしまいましょうか？」

　何処か誰も知らない場所で一人……いや、シジャル様には会いたい。

　それに、サバイバル本も読んだから危機的状じよう況きようでの対処にも知識があるとはいえ、魔ま物ものが出てきたら私なんてなす術もない。

　シャルロがいてくれるから大丈夫かも知れないが、極力シャルロには無理をしてほしくないのが本音だ。

「そんな～あんな人のためにアルティナが何処か遠くに行ってしまうなんて嫌いやだわ。お母様にも連れん絡らくしたからすぐに帰ってきてくれるはずなのよ。だからそれまでの間、安全で安心な場所に隠れていてほしいの」

　安心、安全な場所などあるのだろうか？

　私とリベリー姉様は天を仰あおいだ。







「シャルロ、貴方は何処か安全な場所を知ってる？」

　私は部屋に戻ると、シャルロの頭を撫なでてそう呟つぶやいた。

　するとシャルロはキュイーと一つ鳴くとコクコク頷うなずく。

「知ってるの!?」

　シャルロは私の首元からテーブルに下りるとキュキュイーと鳴いた。

　そうか、シャルロは飛ひ竜りゆうだ。

　飛竜なら上空から安全な場所を探すことができるし、すでに知っている可能性もある。

「シャルロ、私をそこに連れて行ってくれる？」

　シャルロは嬉しそうにキュイ～と鳴いた。

　私は翌朝、シャルロに安全な場所に連れて行ってもらうことが決まった。

　明日からが家出本番である。
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　翌朝、私は早起きして荷物をまとめた。

　リベリー姉様をこっそり起こし、手短に話した。

　内容はシャルロに安全な場所まで送ってもらうこと、落ち着いたら何ど処こにいるか連れん絡らくすること。

　リベリー姉様は父を唯ゆい一いつ止めることができる母と繫つながっている。

　リベリー姉様には連絡係を頼たのみたい。

　母が帰ってきたら父を叱しかりつけてくれるように、頼むのだ。

　私はシジャル様と結けつ婚こんするために逃にげるのだから。

　庭に出て、シャルロに大きくなってもらうと荷物を括くくりつけて私はその背に乗った。

　シャルロにはできるだけ音がしないように飛んでもらい、私は新たな家出の道を踏ふみ出した。

　シャルロの背中に乗ってからかなりの時間が過ぎた。

　何処に向かっているのだろうか？

　まるでシジャル様のご実家に行った時みたいだ。

　そう思っていた私は、もしかしたら天才なのかも知れない。

　シャルロがようやく降り立ったのはまぎれもなくシジャル様のご実家だったのだ。

　シャルロの中での一番安心、安全な場所。

　素す直なおに考えればもっと早くに解わかったんじゃないだろうか？

「あらあら、まあまあ！　アルティナ様じゃございませんか！」

　そこに現れたのは以前お世話になったメイドのマーサさんだった。

「どうしたのですか？　坊ぼっちゃんは何処に？」

　私は申し訳ない気持ちでマーサさんを見つめた。

「連絡も入れず申し訳ございません。実は家出をしてきまして」

　どう説明したらいいのかよく解らずおどおどしてしまう。

「まぁ！　まあまあまあまあまあ！　アルティナ様！　お声が戻もどられたのですね！」

「あ、お陰かげさまで、声を出すことができるようになりました」

「それは素す晴ばらしい！」

　マーサさんはニコニコしながら、シャルロに括りつけていた荷物を下ろして家の中へどうぞと促うながした。

　身軽になったシャルロも私の首元に戻ってきた。

「マーフィス、ちょっとマーフィス！」

　屋や敷しきの中に響ひびく声でマーサさんは執しつ事じのマーフィスさんを呼んだ。

「何です？　こっちだって、これでも色々と忙いそがしいんですよ」

　奥おくから現れたマーフィスさんは、私を見るなりピタリと動きを止めた。

「私は部屋の準備をしてくるので、マーフィスはアルティナ様を旦だん那な様達のところに案内してきてちょうだい」

　言われてみれば、まずは家主に挨あい拶さつするのが普ふ通つう。

　……いや、まだ、この家にご厄やつ介かいになるとは決めていない。

「ああ、いつ見てもお美しい。まるで妖よう精せいのようだ」

　マーフィスさんの方から何やら聞こえた気がするが気のせいだろうか？

「マーフィス！　惚ほうけてないで、アルティナ様を案内して！」

　ハッとしたマーフィスさんに案内された先は、シジャル様のお父様の執しつ務む室だった。

　ノックの後、許可を告げる声を聞いてからドアを開くと、シジャル様のお父様であるミルグリット辺へん境きよう伯はく様が我わがシジャル様のお母様であるミーナ様ことミーちゃん様に胸むなぐらを摑つかまれている姿で迎むかえ入れられた。

　何な故ぜこんなことに？

　私は気が遠くなる気がした。

「おや？　アルちゃんじゃない!!　どうしたんだ？」

　ミーちゃん様が笑え顔がおを向けてくれた。

　いや、〝どうした〟はこっちの台詞せりふである。

「連絡も入れず、あ、あの」

　話さなければならないことをどうやって伝えようかと迷ったその時、目の前にミーちゃん様が立っていた。

　何が起こったのか解らず肩かたが跳はねた。

「アルちゃん!!　声が戻ったと聞いてはいたけど、なんて可愛かわいい声なんだ！」

　ミーちゃん様は私の脇わきに手を入れ持ち上げるとグルグル回した。

「よかったな～」

「ミ、ミーちゃん様、あの、目が、目が回ります！」

　私が必死に訴うつたえると、ミーちゃん様はアハハと豪ごう快かいに笑うと私を下ろしてくれた。

「アルちゃんの可愛い声を聞いたら、ついはしゃいでしまったよ」

　以前ここに来た時、私は本当に声が出なかった。

　それが治ったことをこんなにも喜んでくれるなんて嬉うれしい。

「ご無ぶ沙さ汰たしてすみません、ミルグリット辺境伯様。シジャル様との婚こん約やくを許していただきありがとうございました」

　ミーちゃん様は私を優やさしく抱だき締しめてくれた。

「堅かたっ苦くるしい挨拶は必要ありませんよ。で？　アルティナ様は今日はどういったご用件で？」

　ミルグリット辺境伯様の言葉に、私は深呼吸を一つすると言った。

「私、家出してきたのです」

　空気が重いとはこのことか？

「アルちゃんが、家出？」

「はい」

　二人は驚おどろいた顔をした。

「アルティナ様、何故家出などしたのか、理由を聞いても？」

　私は意を決して口を開いた。

「それがこちらのミスで申し訳ないのですが、海外にいる父にシジャル様との婚約を報告するのを忘れてしまい」

　私の言葉に二人の口元が引きつるのが見えた。

「そして、私の婚約を知らない父が二人の婚約者候補を連れて帰国しまして。私はシジャル様以外と結婚するつもりはないと言ったのですが、私の誕生日までうちに滞たい在ざいさせると言い出しまして、シジャル様に部屋に結界を張っていただいたのですが……その結界も破られまして」

　二人の表情が険しくなる。

「滞在者の一人が結界を破ろうとしていることは解っていたので、大精せい霊れいのウィーザ様にお願いして、結界が破られるのと同時に転移する魔ま法ほうをかけていただいたので私は無事でしたが、身の安全を護るため暫しばらくの間、家を出ようと思ったのです」

　私は首元にいるシャルロの頭を撫なでた。

「最初は姉の家に行ったのですが、父が捜さがしに来てしまいました。家に連れ戻されては元も子もないのでシャルロに何処か安心で安全な場所がないかと聞いたところ、ここに連れてきてくれまして……ご迷めい惑わく、ですよね」

　私はどんどん声が小さくなっていった。

「迷惑なんてことあるものか！　アルちゃん、いつまでいてもいいぞ」

　ミーちゃん様は優しく笑ってくれた。

「それとも、そのクソ野郎が一生手を出してこないように潰つぶしてきてあげよっか？」

　何を潰すかは考えないことにした。

「父は母には逆らえないので、母が帰ってくるまでの辛しん抱ぼうなのです」

　私がそう呟つぶやけば、ミーちゃん様はアハハとまた笑った。

「旦那が奥さんに逆らえないのは、どの家も一いつ緒しよだな」

　言われてみればシジャル様のご両親も、ミーちゃん様の方が立場は上に見える。

「私もミーちゃん様や母のように強い女性になれるでしょうか？」

　私が真しん剣けんに聞けば二人は優しい笑顔を向けてくれた。

「アルティナ様は心配いらないでしょう」

「そうだぞ！　シジャルはアルちゃんに嫌きらわれたくないから何でも言うこと聞くようになる。これ、絶対」

　ミーちゃん様はそう言いながら、私の手を優しく握にぎってくれた。

「シジャルみたいなヘタレはアルティナ様の奴ど隷れいのようなもの。ご心配なさいますな」

　ミルグリット辺境伯の言い分には、頷うなずいてはいけない。

「ですが、私もシジャル様のお願いであれば何でもして差し上げたいと思ってしまうので、おあいこになるかと」

　まあ、シジャル様のお願いはどちらかというと、私の軽けい率そつな行動に対する注意みたいなもののみで、こうしたいとかああしたいなんてお願いは一度もされたことがないのだが。

「本当に、なんでこんないい子がシジャルなんかを想おもってくれるのか、不思議で仕方ないよ！」

　ミーちゃん様は今度は私の頭を撫でた。

　さっきから、物もの凄すごいスキンシップである。

　再会してから数分しか経たっていないのに、嬉しいやら恥はずかしいやらである。

「あの」

「何だい？」

「さきほど、ミーちゃん様はミグリット辺境伯様と何をされていたのですか？」

　二人はキョトンとした後、ミーちゃん様が先に口を開いた。

「領地でこの人が女の子を口説いてたから、二度と同じことをしないように顔ぐちゃぐちゃにしてやろうかと思ってね」

「誤解だって！」

「信用すると思ってんのかい？」

「社交辞令でちょっと褒ほめたかも知れない。解る？　社交辞令。ミーナより強く美しい人なんていないよ！　俺おれが愛しているのは君だけだ!!」

「そんなんで信用するとでも？　本当のことを言えば許してやらないこともないかも知れないよ」

　ミグリット辺境伯は顔色が悪い。

「ほ、本当だ！」

　ミーちゃん様はニコニコ笑顔だ。

「へー。まあ私はどっちでもいいんだ。旦那様が浮うわ気きしないように顔をぐちゃぐちゃにできれば」

　かなり猟りよう奇き的なことを言ってますよ。

「噓うそです。本当はミーナへのプレゼントを買う参考に、若い女の子に色々聞いてました！」

　ミグリット辺境伯は、もう隠かくしきれないと悟さとったのか、正直に秘密を吐と露ろした。

「だから、言いたくなかったんだ！　結婚記念日に驚かそうと思ったのに。誰だれだバラしたのは!!」

　ミーちゃん様は一気に気まずそうな顔をした。

「だって、サジャルが」

「アイツの顔面は俺が殺やる」

　ミグリット辺境伯は額に青筋を立てていた。

　二人の夫ふう婦ふ仲の良さを見てなんだか憧あこがれてしまう。

　シジャル様と私もこんな夫婦になれるだろうか？

　いや、シジャル様は私の好きなものは何でも解っていてくれそうな気がする。

「ところで、アルちゃん」

「はい」

　私が首を傾かしげると、ミーちゃん様は優しく笑った。

「ミグリット辺境伯様って呼ぶの、他た人にん行ぎよう儀ぎすぎじゃない？」

「へ？」

「お義と父う様さまとか、ランダール様とか、ランちゃんでもいいか」

　ミーちゃん様、ごめんなさい。

　シジャル様のお父様の名前がランダール様だと初めて知りました。

「ん、俺はそうだなあ、ラン様なんてどう？」

「あ、では、ラン様で……よろしいでしょうか？」

「勿もち論ろんだ」

　ラン様はそう言って笑ってくれた。

　こうして、ミーちゃん様もラン様も、快く私を受け入れてくれたのだった。
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　私の末の妹のアルティナは天使です。

　見た目も可愛かわいく穏おだやかで博識。

　私は勿もち論ろん、兄ともう一人の妹のラフラも同意見でアルティナは天使なのです。

　私の旦だん那な様であるベスタンスと結けつ婚こんできたのもアルティナのお陰かげ。

　ベスタンスは私の好きな物の情報をアルティナから得ようとして私に見つかり、アルティナを口説いていると勘かん違ちがいされたことがあったのだけど、その時に私のことしか考えていない男だとアルティナにバラされたことを今でも根に持っているよう。

　そんなところも可愛い旦那様です。

　あらやだ、アルティナの話でしたね。

　アルティナはそんな私達の愛のキューピッドでもあるのです。

　そんな天使でしかないアルティナの声が出なくなり、悲しみの果てに愛する人と出会い、愛を育み困難を乗のり越こえ婚こん約やくにまで進んだというのに、お父様が余計な人間を連れて現れたのです。

　本当に邪じや魔ま。

　アルティナには幸せになってほしいのに、ほとんど家にいない……国にすらいない人がどうして邪魔をするのでしょうか。

　父を含ふくめ他人が家にいるだけでもストレスになるに決まっているのに、愛する人との幸せな時間まで奪うばう所業。

　アルティナがうちに避ひ難なんしてきた時、話を聞いて私がどれだけ戦せん慄りつしたことか。

　私が護まもってあげなくては！

　それに、私にはベスタンスがついているもの。

　次期宰さい相しようと言われるベスタンスなら、お父様だって言いくるめてしまうに決まっているもの。







　そう思っていたはずなのに、私はアルティナをちゃんと護れなかった。

　父がすぐに押しかけてきたから。

　かろうじて見つからずに済んだけど、うちにいつまでも隠かくれていることは無理だと判断したの。

　そして、アルティナは旅立った。

　私の天使は飛んでいってしまった。

　…………なんてね。

　アルティナの婚約者様が護衛につけてくれた飛ひ竜りゆうのシャルロちゃんが、アルティナを安全な場所まで連れて行ってくれたのだ。

　シャルロちゃん次し第だいな場所だから少し心配だけど、今はあの子に頼たよるしかないのが本当につらい。

　連れん絡らくをくれると言い残してアルティナがいなくなってから三日後、シャルロちゃんが家にやって来た。

　アルティナが書いた手紙を持っていて、私は急いでシャルロちゃんに葡ぶ萄どうをプレゼントしてあげた。

　シャルロちゃんが葡萄を食べているうちに、私は手紙を読み始めた。

　アルティナの手紙には、婚約者様の実家にお世話になっていると書かれていた。

　優やさしくしてもらっていると書かれていて私は安心した。

　とにかく、このことを兄とアルティナの婚約者である司書長様には話しておかないといけない。







　その日のうちに私は城に向かった。

　城には司書長様の働く図書館があり、兄が働く第一王子の執しつ務む室もあるのだから。

　まず兄に報告した後、私は図書館に向かった。

　図書館の扉とびらを開け、入り口付近のカウンターを確かく認にんする。

　前もそうだったが司書長はあまりカウンターにいないのかも知れない。

　カウンターにいた女性司書に司書長様が何ど処こにいるのか聞けば、本の返へん却きやく作業をしているため、どの棚たなにいるかは解わからないと言われてしまった。

　仕方なく、沢たく山さんある棚を一つひとつ確認していくと奥おくの方で何やら言い合いをしていることに気がついた。

　声のする方に進んでいくと、そこには司書長様と父の連れてきたモノクルをつけた客人がいた。

「ですから、アルティナ様の居場所と言われましても、昨夜も家を捜そう索さくされた通りうちにはいないですよ」

「貴様がアルティナ様を隠したことは解っているんだ！」

　客人が司書長様の胸むなぐらを摑つかむ。

　それを、どこ吹ふく風でニコニコと見つめる司書長様。

「そんなことより、自分は自分の張った結界が破られた時刻についてずっと気になってまして。貴方あなたがあの結界を破ったんですよね？」

　ニコニコ笑え顔がおが一いつ瞬しゆんにして真顔になり、司書長様から怒ど気きが上がるのが遠くから見ている私にもよく解った。

「貴方はアルティナ様に不ふ埒らちなことをしようとお考えのようだ」

　客人は一瞬怯ひるんだような顔をしてから司書長様を睨にらみつけた。

「彼かの女じよは僕ぼくの妻になる人なんだから問題ない」

　なんて最低な男性なのかしら。

　父の見る目のなさに嫌いや気けがさす。

「そういった考えの人にアルティナ様はお任せできませんので全力で排はい除じよいたしますね」

　司書長様はまたニコニコ笑顔を作った。

「この私が貴様の妨害なんかに屈くつすると思うなよ！」

　そんな下したっ端ぱの悪役のような言葉を吐はいて客人は帰って行った。

「リベリー・セリアーレ公こう爵しやく夫ふ人じん。自分に何か御ご用ようでしょうか？」

　今まで後ろを向いていた司書長様が振ふり返かえって声をかけてくれた。

「アルティナ様はお元気ですか？」

　司書長様は私に近づくと小さな声でそう言った。

「アルティナは今、貴方様のご実家にいるんですのよ」

　私がそう言えば、司書長様の顔色がどんどん悪くなっていくのが解った。

「何な故ぜ？」

「うちにいることがバレてしまいそうになって、何処がいいのか悩なやんだ結果、シャルロちゃんが考える安心安全な場所にアルティナを連れて行ってくれたんですの。そして今朝、シャルロちゃんが手紙を持ってきてくれましたのよ～」

　司書長はフラリと本棚にもたれかかった。

「何か心配事でも？　まさか、アルティナに何か危険なことでも？」

「あ、いえ、アルティナ様の安全は約束できますのでご安心を……ただ、自分への信用がアルティナ様の中で揺ゆらがないかと心配です」

　私は首を傾かしげた。

　だって、アルティナの司書長様への愛情は、私がベスタンスに抱いだくものと一いつ緒しよかそれ以上だと言っていいと思っているから。

「うちの家族が面おも白しろがって、アルティナ様にあることないこと、尾おひれどころかひれというひれを全部つけて話すようなヤツばかりで……あ、いや、安全な場所であることは確かです」

　私は司書長様の背中を数回撫なでると言った。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。アルティナちゃんは貴方のことが大好きで、自分が今まで見て感じてきた貴方を信じているんです。誰だれかに何かを言われたからといって貴方の印象が変わることなんてありませんのよ。自信を持って下さいませ」

　司書長様は照れたように頭を軽くかくと笑った。

「ベスタンスが、貴女あなた以上の女性は存在しないと言っていた意味が解った気がします」

「ベスタンスがそんなことを？」

　司書長様は周りをキョロキョロと見てから言った。

「自分はベスタンスと学生時代からの友人でして、貴女に恋こいをしたベスタンスに色々とアドバイスしたんですよ。ベスタンスが女性のことでアタフタしているところを見たのは、貴女に片思いをしていた時が初めてでした。あ、ベスタンスには自分がこんなことを話したと言っては駄だ目めですよ。彼かれは怒おこると本当に面めん倒どう臭くさいので」

　司書長様は私の知らない夫の話を沢山知っているのだ。

「では、ベスタンスが過去の女性関係を頑かたくなに言わない理由もご存知かしら？」

　私が何度聞いても教えてくれない質問に、司書長様は困ったように笑った。

「女性関係の話はしない方がいいと思います。ただ一つ教えて差し上げられるとすれば、たぶん、貴女がベスタンスの初はつ恋こいの相手なのではないでしょうか？　ベスタンスは貴女が全てだということだけは絶対です。信じてあげて下さい」

　私は暫しばらく司書長様を見つめてから言った。

「要するに、ベスタンスは元々褒ほめられたような恋れん愛あいはしておらず、私に会って変わったということですか？」

「……そ、そうですね～」

　司書長様は虚うつろな目で遠くを見つめた。

「大丈夫ですわ。私、司書長様から聞いたなんて言いませんわよ」

「いや、その話を貴女が知っている時点で犯人は自分しかいないので」

　そんなにベスタンスは隠し事が上手なのかしら？

「私、知らないフリが上手なんですよ」

　そう言って司書長様に笑顔を向けたのだった。
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　アルティナが家出をしてすぐに、僕ぼくは客人がアルティナに何をしようとしたのかを父上に話しに行った。

　アルティナが危険な目に遭あっていると何な故ぜわからないのか？

　理解できない。

　アルティナが大事じゃないのか？

　今日こそは父上にビシッと言ってやるんだ！

　そう思っていたのに、朝から晩までアルティナを捜さがし回る父上を僕は四日ほど捕つかまえられずにいた。

　そして五日目、朝から父上が家にいると聞き、父上の部屋に行きノックをしてみた。

　しかし、何度ノックしても返事がない。

　不ふ審しんに思ってドアを開けると父上はちゃんといて、部屋の中をウロウロと歩き回っていた。

「父上」

　声をかければ、ハッとしたように顔を上げた。

「アルティナは見つかったか？」

「いえ、まだ」

「……そうか」

　勝手にあんな男達を連れてきたわりに、死にそうな顔でアルティナを心配する父上は何かが矛む盾じゆんしているような気がした。

「父上、あの客人二人のどちらかを、本当にアルティナと結婚させたいのですか？」

「……」

　父上が黙だまってしまうのは本当に珍めずらしい。

「アルティナはそんなにあの男が好きなのか？」

「見れば解わかるでしょう」

　父上は部屋にある椅い子すに腰こしかけると深いため息をついた。

「最初にダレン君がアルティナの部屋に行った時はメイドが止めてくれて助かった。近くに私も隠かくれて見ていたから万が一彼かれが部屋に入っていても私が対処するつもりだったがな。インシオン君が結界を解いた時も部屋以上にベッドに強い結界を感じたから安全と思った。だが安全だから何だっていうんだ。私は馬ば鹿かだ！　まさか、家出するなんて……全部私のせいだ」

　父上はそう言って床ゆかに膝ひざから崩くずれた。

「貴方あなたは何がしたかったんですか？」

「シジャルとかいう男がアルティナを護り大事にできる男なのか確かめるつもりだったんだ！」

　父上の言い分に僕は啞あ然ぜんとしてしまった。

「お前らは私に相談もせず、あんな男をアルティナの婚約者にして……あの男がどんな男か解ってないんだ!!」

　父上は何を言ってるんだ？

「そもそも父上は、最初からアルティナが婚約したのを知っていたのですか？」

「当たり前たろ？　王直じき々じきの手紙に書いてあったからな」

　王が受理したことはちょっとやそっとじゃ覆くつがえらないと解っていて、父上は二人の婚約を反対しているようだ。

「理由を聞いても？」

「言いたくない」

「子どもじゃないんですよ！」

　父上は眉み間けんにシワを寄せて言った。

「あの男は、サマンサの愛人だ!!」

　は？　言っている意味が解らなすぎて呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　その時だった。

　父上の後ろのドアが音もなく開いたのは。

「あらあら、大きな声で何をおっしゃっているの？」

　ドアの前にいたのは母上であるサマンサその人だった。

「まさか、私が愛人を囲っているとおっしゃったのかしら？」

　父上の顔色が真まっ青さおだ。

「旦だん那な様さま。お答え下さいませ」

「えっ、あの、ユーエン」

　助けを求めるように僕を見る父上をよそに母上の足音が妙みように高く響ひびく。

「ユーエンは関係ないわよね？　旦那様」

　父上の耳元で囁ささやく姿はまるでホラー小説のワンシーンのようだ。

「ユーエン、旦那様は今、口がきけないみたいなの。代わりに経いき緯さつを説明して」
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　こんなに怒ど気きをはらんだ母上をいまだかつて見たことがない。

　逆らったら殺される。

　僕は震ふるえそうになりながらも必死でこれまでのことを説明した。

「その司書長ってうすらハゲ？」

「いえ、ハゲてはいませんが……シジャル・ミルグリット辺へん境きよう伯はくの子息です」

　母上は何かを思い出すように虚こ空くうを見つめてから父上に言った。

「で、そのシジャル・ミルグリットって子が私の愛人なの？」

　母上の言葉に司書長を知っていそうな雰ふん囲い気きは感じられなかった。

「だ、だって君はあの男を司書君、司書君と親しげに呼んでいたじゃないか！」

　父上の言葉に母上はアッと何かにたどり着いたような声を漏もらした。

「やっぱり！　君は普ふ段だん、人に興味を持たない。それなのにあの男のことはずいぶんと親しげに話していたのを私は知っているんだ！」

　父上の言葉に母上は苦笑いを浮うかべた。

「旦那様の言う通り、彼は私のお気に入りです」

　父上の顔色が真っ青を通とおり越こして白くなり、何を言っていいか解らないのか口をパクパクしている。

　父上の精神力は終わりを告げようとしている。

　もう許してあげてほしい。

　僕がそんなことを考えていると母上は続けた。

「でも、司書君を気に入っているのは本の話をすれば全部答えてくれるからで、ただただ便利な参考調査人レフアレンサーってだけなのですわ」

「「は？」」

　母上はキョトンとした顔である。

「それに、司書君とは図書館でしか会ったことないし、名前もさっき初めて知ったのだけど、それでも愛人かしら？」

　父上は安心したように息を吐はいた。

「ねぇ、旦那様。ただの勘かん違ちがいでアルティナの婚約者様に酷ひどくあたった上に、アルティナが危険な目に遭うまで追い込んで家出までさせたのかしら？」

　母上の許さないと言いたげな顔に、絶望で父上の顔色は真っ白だ。

「母上、アルティナは安全な場所にいますのでご安心下さい」

「あら、ユーエンはアルティナが何ど処こにいるのか知っているの？」

　父上に向けられていたプレッシャーがこちらに向いてしまう。

「僕はアルティナと司書長を結けつ婚こんさせるために動いていますので」

　真面目に母上の目を見て言えば、母上は優やさしく笑え顔がおを作ってくれた。

「アルティナと司書君にはちゃんと婚約の挨あい拶さつをしてもらわなくてはいけませんね」

「では、すぐに家に戻もどるように使いを出しましょう」

　僕の言葉に母上は首を傾かしげた。

「使いを出してどれぐらいで戻れるのかしら？　来週のアルティナの誕生日には間に合うかしら？」

　言われてみればアルティナの誕生日は来週の頭じゃないか！

　今から早馬を走らせて知らせたとしても、アルティナが帰ってこられるのは……。

「……一週間後ですかね？」

「「は？」」

　両親が驚おどろいているなか、僕は苦笑いを浮かべた。

「アルティナは今、ミルグリット辺境伯の家にいるんです」

「何だと！　あいつの家は見に行ったが、いなかったぞ！」

　僕はため息をつくと言った。

「いえ、司書長の家ではなく、司書長の実家にいるんです」

　両親が更さらにポカンとするのを見ながら僕は少し考えた。

「よく考えてみれば、司書長に迎むかえに行ってもらえば三日もしないで帰ってくるかも知れません」

　両親は更に何を言ってるのか解らないと言いたげな顔をしている。

「アルティナ自身は司書長に借りている飛ひ竜りゆうで移動できるから帰ってくるのに時間はそこまでかからないでしょうし、司書長も確かフェンリルに乗って移動できるらしいので普ふ通つうの馬より速く移動できるでしょう」

　僕の言葉に両親の口元がヒクヒク引きつっていた。

　とにかく、司書長に相談しに行くか。

　部屋を出て行こうとすると、父上が僕の腕うでを摑つかんだ。

「ユーエン。私も一いつ緒しよに行って彼に謝あやまらなくてはいけない」

　本当に面めん倒どうな人だ。

　だが、誤ちを認めて謝ることはいいことだ。

「解りました。一緒に行きましょう」

「あ、私も行きますわ。読みたい本があるの」

　こうして僕は両親を連れて司書長のもとに向かったのだった。







　城の図書館に行けば司書長が数冊の本を抱かかえてカウンターから出てきたところだった。

「おはようございますユーエン様、それに、モニキス公こう爵しやく夫妻様も」

　穏おだやかに頭を下げる司書長に母上は気さくに声をかけた。

「司書君、いつの間に司書長になったの？」

「モニキス夫人が図書館に来なくなった頃ころでしょうか？　前に読みたいとおっしゃっていた語学の本はいつもの棚たなに並んでますよ」

「私が読んだことのないものを選んでほしいのだけれど、駄だ目めかしら？」

　司書長はニコッと笑うとすぐに準備いたします、と言って頭を下げた。

　いや、司書長には急いでやってもらわなければならないことがあるのだ。

「母上、本は自分で選んで下さいませんか？　今はアルティナを迎えに行くことが先です」

　首を傾げた司書長に、僕は呆あきれたように言った。

「そろそろ帰ってこないとアルティナの誕生日に間に合わない」

「誕生……日？」

「アルティナから招待状をもらわなかったのか？」

　司書長は青い顔で首を傾げた。

「あの、自分は呼ばれていないのですが……嫌きらわれてしまいましたでしょうか？　何かしてしまったでしょうか？」

　暗くなっていく司書長の背中を、バシバシ叩たたく。

「しっかりしろ！　アルティナは司書長を嫌いにはならない。たぶん、手て渡わたしするつもりでいたのにバタバタしていたせいで渡せてないだけだ!!　気にするな」

　アルティナのことだ、渡し忘れていることすら忘れていそうだ。

「とにかく、司書長にはアルティナを迎えに行ってほしいのだ。来週の頭がアルティナの誕生日だからな」

「来週の頭って、あと四日ほどでは？」

「ぶっちゃけそうだ」

　司書長は壁かべにかけてある時計とカウンターに置いてあるカレンダーを見て言った。

「アルティナ様にプレゼントを選ぶ時間がないのですが！」

「……アルティナは、司書長がいるだけで喜ぶから平気だ」

　司書長は頭を抱えた。

「フォロー雑！　何も平気じゃないじゃないですか？　それ鵜う吞のみにしたら、自意識過か剰じようも甚はなはだしいじゃないですか？　痛々しすぎて血を吐きそうなんですが！」

　司書長が大分慌あわてているせいで、謝るつもりの父上が声をかけられずにいる。

「司書長、とりあえずどれぐらいで戻ってこられるだろうか？」

　司書長はハッとして図書館の中庭に向かうドアを開けると指笛を鳴らした。

　見れば可愛かわいい子犬が走って来るのが見えた。

「今から急いで巣に帰るとして、どれぐらいかかる？」

「旦那を乗せてなら三時間ぐらいっすかね！」

　子犬の言葉に驚きよう愕がくする。

　横にいる両親は子犬が喋しやべっていることに驚愕しているようだが。

「行きはそれでいい。ウィーザに頼たのんでも俺おれを送ってはくれないだろうしな……シャルロに頼めば安全か」

「オラッチも番つがいを背に乗せたいっす！」

「お前、安定感がなくて乗り心ごこ地ち悪いからアルティナ様は乗せたくない」

「酷いっす！」

　落ち込む子犬。

　撫なで回まわして慰なぐさめていいだろうか？

　僕が子犬を見つめていると、気配を察したのか司書長の陰かげに隠れてしまった。

　可愛いやつだ。

　そんな子犬をよそに、司書長は僕のもとに戻ってきた。

「ユーエン様、アルティナ様は必ず安全に連れ帰りますので。ちょっと他の司書に言付けてから、すぐに向かいます」

　そう言うのと同時に司書長はバックヤードに引っ込んでしまった。

「父上、早く謝って下さい」

「いや、どう考えてもタイミングがなかっただろ？」

　まあ、明らかにそうだが。

　暫しばらく待っていると司書長がバックヤードから飛び出してきた。

　なんだか不自然に思って見ていると女性が一人後から出てきたのが解った。

「早く行って早く帰って来て下さい！　その間に私達も、プレゼントを考えておきますから！　宝ほう石せき姫ひめ様さまを悲しませたらタダじゃおかないですからね！」

「解ったよ。エンジェリーナ君はプレゼント選びじゃなくて、図書館の仕事をして下さい」

「解りましたから、一刻も早く帰ってきて下さいよ！」

　司書長は苦笑いを浮かべると僕らに頭を下げ、中庭に向かって出て行ってしまった。

　しかも中庭に司書長が出て行くのと同時に、子犬が馬車ほどの大きさになり司書長を乗せると、目にも止まらぬ速さで去って行ってしまった。

　父上の謝罪を聞かぬままに。
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　シジャル様のご実家に来てからというもの、私は久しぶりに穏おだやかな時間を過ごしていた。

　しかも私に与あたえられたのは、なんとシジャル様の部屋だった。

　さすがにこの部屋は駄だ目めなんじゃないかとマーサさんに言ったのに、知っている人の匂においがある方が落ち着くだろうからと押し切られてしまった。

　実際、幸せな気持ちになるし凄すごく落ち着く反面、シジャル様に抱だき締しめられたことを思い出して恥はずかしくなってしまった。

　そんなこともあり暇ひまな時間は図書室に入いり浸びたっていたがシジャル様のご実家の方々は基本、私の好きにさせてくれた。

　そして、その日も例に漏もれず図書室に行き、本を数冊持ってきてシジャル様のお部屋で読んでいた。

　集中して読んでいると突とつ然ぜん部屋のドアが勢いよく開き、驚おどろいた。

　そこにいたのは、慌あわてた様子のシジャル様だったのだ。

「な、なんで、俺おれの部屋に？」

　ごもっともである。

「マーサさんが、安心するだろうからとおっしゃって」

　シジャル様は私にゆっくりと近づくと、目の前にしゃがんで手を握にぎった。

「アルティナ様、一つ質問してもよろしいでしょうか？」

「はい」

　シジャル様は真しん剣けんな表情だ。

　真面目な話に違ちがいない。

「自分はアルティナ様の誕生日パーティーに呼ばれていないのですが」

　私は思わず声にならない悲鳴をあげた。

「あと数日で、アルティナ様の誕生日と聞きまして、自分は招待状をいただいておらず、もしや、お招きいただけないのではと不安になり……」

　私は必死にいいわけをしようと考えたが、何を言ったらいいのか頭が真っ白になって思いつかない。

　手て渡わたししたいなどと言っていたせいで、一番祝ってほしい人を招待し忘れるなんて!!　申し訳なさすぎる。

「アルティナ様？」

　不安そうなシジャル様を、私は必死に抱き締めた。

　シジャル様の背中に腕うでを回して、胸むな元もとに顔を押しつけるようにして、少しでも隙すき間まがないように。

「シジャル様には直接お渡ししようと考えていたのに、本当に申し訳ございません!!」

　この気持ちが少しでもシジャル様に伝わってほしい。

「よかった」

　シジャル様の声に顔を上げると、シジャル様は柔やわらかな笑え顔がおを見せてくれた。

　シジャル様が笑ってくれている幸せに、私も笑顔になる。

「アルティナ様、そんな可愛かわいい顔をされると困ります」

「困る？」

　何を言われたのか解わからず首を傾かしげると、シジャル様はグッと息を吞のんだ。

「シジャル様？」

　シジャル様は言いづらそうに、小さな声で言った。

「俺の部屋ってだけでもヤバイのに、そんな可愛い顔して抱き締めてくるなんて、放したくなくなる」

　そう言いながら、シジャル様は私の背中に手を回してギュッと抱き締め返してくれた。

「放さなくていいのですよ」

　私が笑顔でそう返すと、シジャル様は私を抱かかえ上げてベッドの上に優やさしく押おし倒たおした。

「そんなこと言って。俺が貴女あなたにキスしたいのをどれだけ我が慢まんしてると思ってるんだ」

　真剣なシジャル様に上から見下ろされ、ドキドキが止まらない。

「シ、シジャル様は私に、キ、キスしていいのですよ」

　私はたぶん尋じん常じようじゃなく赤くなっていると思う。

「本当に解ってない。アルティナ様、今の状態でキスしていいなんて言ったらキスだけでは済まなくなってしまいますよ」

　そう言ってシジャル様が顔を近づけたその時、私の首元にいたシャルロが動いた。

　だが、シャルロが口を開こうとするも、シジャル様は素す早ばやい動きでシャルロの口を指でキュッと閉じさせた。

「何度も同じ手はくわない」

　シジャル様はシャルロを私から遠ざけると、再び顔を近づけた。

　キスするんだ。

　私は覚かく悟ごを決めて言った。

「シジャル様、あの日のように言って下さいませんか？」

「あの日？」

「はい。私が転移したあの朝、言って下さいましたよね。〝好きだ。愛してる。俺のアルティナ〟と」

　その瞬しゆん間かん、シジャル様は指先まで真っ赤に染まり、私の上から飛とび退のいた。

「じ、自分がそんな恥ずかしいことを言ったのですか？」

　シジャル様はバチンッと音がしそうなほど勢いよく顔を両手で覆おおった。

「埋うまってしまいたい」

　そのままうずくまってしまったシジャル様をよそに、プンプンと怒おこった顔のシャルロが私の首元に帰ってきた。

　えっ？　キスは？

「シジャル様？」

「すみません。調子にのってごめんなさい」

　さっきまでの格好良さは消え、シジャル様は可愛らしく照れてしまった。

「いいえ。私は嬉うれしかったのです。私はシジャル様のものになりたいのです！　この意味、解りますか？」

「アルティナ様、なんてことを言ってるんですか！」

　解ってないのはシジャル様の方だ。

「シジャル様のものになれれば、シジャル様も私のものでしょ？」

　シジャル様が啞あ然ぜんとするなか、私はムッとして言った。

「私はシジャル様が好きで、愛していて、私だけのものにしたいんです！　だから早くシジャル様は私だけのものになって下さい！」

「は、はい」

　シジャル様は真っ赤な顔でコクリと頷うなずいた。

「じゃあ、立って下さい！」

「はい」

　シジャル様が立ち上がると私はもう一度シジャル様に抱きついた。

「私はシジャル様のものなんですからね！」

「幸せすぎて心臓が止まりそうです」

　シジャル様はゆっくり私にキスしようとして、シャルロに鼻を嚙かまれてしまった。

　シャルロは優ゆう秀しゆうなナイト様だけど、その時ばかりは凄く残念でがっかりしたことを、私は苦笑いで誤ご魔ま化かしたのだった。
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　モニキス家に帰ってこられたのは、シジャル様が迎むかえに来てくれた日の翌朝、明け方だった。

　シジャル様のご実家には本当にお世話になったので、何かお礼ができないか尋たずねたが、二人が結けつ婚こんしてくれればそれでいい、と私を気き遣づかってくれた。

　その上、シジャル様のご両親にもお誕生日会の招待状を送っていたのだが、残念なことに急な仕事で今回はお祝いができないとのこと。

　申し訳ないと逆に謝られ、後でプレゼントを届けるとまで力説されてしまった。

　さらに気を遣わせてしまい悪いと思ったのだが、二人ともプレゼント選びが楽しいのだと笑ってくれた。

　ありがたさに胸がいっぱいになり、別れ間ま際ぎわまでお礼を沢たく山さん言って飛び立った。

　シャルロに乗って飛んだことは何回かあるが、シジャル様と一いつ緒しよに乗ると安心感が違ちがう。

　あまりの安心感に寝ねてしまったけどシジャル様は怒おこったりせず、そのまま寝かせてくれた。

「シジャル様、シャルロ。ありがとうございました」

　シャルロから下りてお礼を言うと、シャルロはキュピーっと鳴いて小さくなり私の首元に巻きついた。

「アルティナ様も疲つかれたでしょう。ゆっくりお休み下さい」

　シジャル様はそう言って帰って行こうとするので、私は急いで服を摑つかみ引き止めた。

「シジャル様、家で少し休んで行って下さいませんか？」

「いや、恥はずかしながらアルティナ様の誕生日をつい最近知りまして、まだプレゼントを用意していないのです。ですので帰って考えたいと思います」

　私は首を傾かしげながら言った。

「私へのプレゼントはシジャル様におめでとうと言ってもらうことだけで充じゆう分ぶんですけど」

「いや、それでは駄だ目めです。自分はアルティナ様の喜ぶ姿を見たいのですから」

　シジャル様はそう言ってから私の頰ほおに触ふれた。

「自分に貴女あなたへプレゼントを差し上げる栄えい誉よをいただけないでしょうか？」

　そんなの、拒きよ否ひ権けんなんて存在しないと思う。

「私、シジャル様にいただけるものなら何でも嬉うれしいですし、大切にいたします。勿もち論ろん、いただいたシャルロの爪つめの指輪も大事につけています」

　私が左手につけた指輪を見せると、シジャル様はニコッと笑い帰って行った。







　家に入ると使用人達にお帰りなさいませと出迎えられた。

「お兄様は起きている？」

「ただ今、執しつ事じ長ちようが起こしに向かっております」

「無理に起こしてしまうのは、申し訳ないです」

　私がそう言ったのと兄が現れたのはほぼ同時だった。

「アルティナ。ずいぶんと早かったな」

「シャルロは優ゆう秀しゆうですから。お兄様、ご心配をおかけして申し訳ございません」

　兄は優やさしく笑いながら私を食堂に連れて行ってくれたので、私はそこで兄に紅茶を淹いれてあげた。

　それを二人で飲んでから、一息ついて兄は口を開いた。

「アルティナが家出してすぐにダレン氏が隣く国にに帰り、その後に母上が帰ってきた。父上はアルティナが家出したショックに打ちひしがれていたところに母上にしっかりと絞しぼりあげられ、大人しくなったぞ。それにもう父上は、アルティナと司書長の婚こん約やくには反対していない。それどころか、司書長に謝あやまりたいと言っている」

「それはまた、どういった心境の変化なのでしょう？」

　私が呆あきれて言えば、兄は困ったような顔をした。

「いや、そこは深く突つっ込んでやるな。なんだか虚むなしいからな」

　本当に何が起きたというんだ？

「私、失敗してしまいまして。シジャル様への招待状を渡わたし忘れてしまいました。今日はちゃんと届けるつもりです」

　兄は深く頷うなずいた。

「招待状をもらってないと解わかった時の司書長の顔色の悪さったらなかったからな」

「そうだったんですね」

　本当に悪いことをしてしまった。

「謝らなくては」

「謝るより、絶対に来てくれと言った方が喜ぶだろ？」

　本当にそうだろうか？

「そんなことを言って呆れられないでしょうか？」

「それなら、特別感を出すために招待状にキスマークでもつけてやれ」

　楽しそうに笑う兄になんだか驚おどろいてしまう。

　兄はイタズラの類をするような人ではないのに、それは確実なイタズラだろう。

「それこそ、呆れられそうですけど」

「好きな女からなら嬉しいだろ？」

　そ、そうなのか！　私が知らないだけで世の女性達はそういう特別感を出して好きな人にアピールするものなのかも知れない。

「わ、解りました。お気に入りの口紅で試ためしてみます」

　私が拳こぶしを握にぎって頷くと、兄は満足そうに笑った。







　少し早い朝食と身み支じ度たくを整えて父と母がまだ寝ているうちに王立図書館に向かおうとすると、インシオン様が部屋から出てきたのが見えた。

「アルティナ嬢じよう、戻もどってきていたのですね」

　まだ一人残っていたか。爽さわやかな笑え顔がおを向けて近づいてくる客人に頭だけ下げると、私はそのまま急いで外に向かった。

「アルティナ様！」

　追いつかれそうで怖こわくなった私は、シャルロに頼たのんで背中に乗せてもらい空に逃にげた。

　地上では客人が空を見上げていたが、知ったことではない。

　私はそのままシャルロに指示して図書館に向かう。

　図書館に着けば、すでにシジャル様がいて出迎えてくれた。

「アルティナ様？　まだもう少し休んでいた方がよろしいのでは？」

　心配してくれているシジャル様をよそに、私は招待状を差し出した。

「これを早くお渡ししたくて」

「あ、ありがとうございます」

　ニコニコ笑顔のシジャル様は、その場で招待状を開いてフリーズした。

　やはりキスマークはやりすぎだったのだろう。

　兄に担かつがれたと知っていささか恥ずかしく思いながらシジャル様を見ていると、シジャル様は招待状をゆっくりと閉じ私を見た。

「あの」

　シジャル様は口をパクパクしていて、言葉を忘れてしまったようだった。

「シジャル様、その招待状はシジャル様だけへの特別な招待状です」

　私はどの招待状にも同じようにキスマークがついていると最悪の勘かん違ちがいをされないように、特別だと強調した。

「あの、ですね。その、口紅的なあれは……」

「今朝、特別に私がキスしてつけました」

　シジャル様は顔を真っ赤にして更さらに口をパクパクした。

「誰だれにでもではないです。シジャル様だからです。渡しそびれた分、愛情のこもった招待状ですので、ぜ、絶対に来て下さいね」

　シジャル様はコクコクと頷いた。

　これは、喜んでもらえたと思っていいのだろう。

「実は、誕生日パーティーの準備で忙いそがしくなりそうなので、誕生日まで図書館にこられそうにないのです」

　シジャル様は深く深呼吸をしてから寂さびしそうな笑顔を返してくれた。

「では、この後はお帰りに？」

「はい」

「何か手伝えることがあれば、おっしゃって下さい。といっても自分もアルティナ様のプレゼントを考えなくてはいけないのですが」

　シジャル様だって、実家から戻ってきてすぐに仕事をしているのに、手伝いなんて頼めるわけがない。

「プレゼントはお気になさらず、シジャル様こそ少しは休んで下さいね」

「この招待状があれば三、四日寝なくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そんなヤバイおクスリみたいな効果はありませんよ！　と言ってやりたい。

「アルティナ様のお役に立てるなら嬉しいですから」

　嬉しいが素す直なおに喜べない台詞せりふである。

「シジャル様、私はシジャル様が好きなんです。だから無理してほしくないです。健康で、幸せでいてほしい。それはシジャル様が私に願うことと同じではありませんか？」

　シジャル様は驚いたように目を見開くと、穏おだやかに笑った。

「そうですね。自分もアルティナ様には健康で、幸せでいてほしいです」

　理解してもらえたようでよかった。

「では、私はそろそろ家に帰ります」

「お気をつけて。シャルロ、アルティナ様を頼んだぞ」

　シャルロはシジャル様をチラリと見るとフンっといった感じにそっぽを向いた。

　シャルロの反はん抗こう期に驚いてしまう。

「シャルロの口を塞ふさいだのをまだ根に持っているみたいですね。まあ、アルティナ様のことはちゃんと護ってくれているようなので心配はしてませんが」

　シジャル様がシャルロの頭を撫なでようとすると、シャルロは大きく口を開けて嚙かみつくように威い嚇かくしていた。

　シジャル様は指を引っ込めたが、シャルロはシジャル様が見えなくなるまで威嚇し続けたのだった。
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　そして、私の誕生日パーティー当日。

　貴族の誕生日なんて、貴族同士の顔合わせであって本人を祝うものというよりもただの社交の場という認にん識しきが強い。

　私の誕生日も同じで、招待客といえば父の友人・知人に母の友人・知人が主で、私の知り合いなどごくわずかである。

　その上、私は自じ慢まんじゃないけど社交の場は苦手なので、ほとんど友達と呼べる人がいない。

　よって、私の友人というより姉達の友人が招待されている。

　私が招待したのは、事実上シジャル様ただ一人である。

　沢山のプレゼントを手に挨あい拶さつしてくる来場者。

　永遠かと思うほど長い挨拶の時間。

　うんざりしていても笑顔を崩くずしてはいけない。

　それが貴族というものだ。

「アルティナ様、お誕生日おめでとうございます。大したものではありませんがどうぞ」

　最後にシジャル様が挨拶に来てくれ、私の疲れを癒いやしてくれた。

「つまらないものをアルティナ嬢にあげようとは、なんて無礼な男なんだ！」

　私の幸せな時間をそんな言葉でぶち壊こわしたのはインシオン様だった。

「そんなプレゼントより、私のプレゼントの方が気に入っていただけるはずです」

　そう言って渡されたのは胸むな元もとのあいた真っ赤なマーメイドドレスに、ルビーがジャラジャラとついた派手なアクセサリー一式だった。

　はっきり言って私の趣しゆ味みじゃないし、二人の姉ぐらい大人じゃなくては着こなせないんじゃないだろうか？

　私はさきほど手て渡わたされたシジャル様からのプレゼントの包みを丁てい寧ねいに開けて中を見た。

　そこには、私がずっと心待ちにしていた大好きな作家さんの新刊本が入っていた。

　本を開いて中を見ればサインまでしてあり、私は幸せで失神してしまいそうになった。

「フン。たかだか本一冊とは呆れたな」

　私はその本の表紙を指でなぞると思わず笑ってしまった。

「シジャル様、素す晴ばらしいプレゼントをありがとうございます。一生大事にいたします」

「一冊だけですみません」

「何をおっしゃるんですか！　私が笑顔になることだけを考えた、私だけに特化した最高のプレゼントです。さすが私の婚約者様です」

「婚約」という言葉に、周りにいた貴族達の視線が集まった。

「皆みな様さま、私アルティナ・モニキスはシジャル・ミルグリット様と婚約いたしましたことを宣言いたしますわ」

　私がそう言えば、周りの貴族達から拍はく手しゆ喝かつ采さいが起こった。

　勿論、そのつもりで宣言した。

　私はもう誰にも邪じや魔まなんかされたくないのだ。

「ち、ちょっと待ってくれ。その男より私の何ど処こが劣おとっているというのだ？　あの何日かけて作ったのか解らない結界も、僕ぼくは見事に解いてみせたはずだ！」

　あの結界はシジャル様が一いつ瞬しゆんで作ってくれたものだと言ってやろうとしたその時、赤い顔をしながらシジャル様が困ったように言った。

「すみませんが、今日はアルティナ様の大切なお誕生日なので、争いごとはやめませんか？」

　明らかに幸せそうな顔で言ったせいなのか、インシオン様は額に血管が浮うき出すほど怒りを露あらわにして、はっきり言って怖かった。

「そうやって、婚約者は自分だと周りに思わせる作戦だろ！　卑ひ怯きようだぞ!!」

　いや、シジャル様は国でちゃんと決められた婚約者である。

　この人にとやかく言われる筋合いはない！

　私が文句を言ってやりたくてうずうずしていると、インシオン様は燕えん尾び服ふくのポケットから真っ白な手て袋ぶくろを取り出しシジャル様に投げつけた。

　シジャル様はそれをヒョイッと避よけた。

「貴様、ちゃんとやれ！」

「そう言われましても……」

　白い手袋を投げつけ、それを受け取ってしまうと決けつ闘とうしなくてはいけないというのは貴族の中では当たり前の儀ぎ式しきのようなものである。

　受け取らなくていいと言おうとした時には、シジャル様はその手袋を拾っていた。

「自分は構いませんが、日は改めていただけませんか？」

「なんだ！　逃げる気か？　それとも卑怯な手でも考えるつもりか？」

　シジャル様はそんなことしない！

　私がそう叫さけぶ前にシジャル様は真面目な顔で言った。

「ですから、今日はアルティナ様の大事なお誕生日だと言っているではありませんか？　今日はアルティナ様を祝うのが最優先でしょう」

　シジャル様の苛いら立だちがこっちにまで伝わってくるようだ。

「ハン。どうだかな」

　このままではシジャル様が卑怯者のレッテルを貼はられてしまう。

　私はシジャル様に近づき、服の裾すそを摑んだ。

「シジャル様、私の誕生日プレゼントに、思いっきりこの方に勝っていただけませんか？」

　シジャル様はゆっくり私を見ると苦く笑しようした。

「そう言われてしまってはやるしかないではないですか」

「いずれなさるのでしょ？　なら、今がいいです」

　私がそう言えば、シジャル様は納なつ得とくしたように頷いてくれた。

「アルティナ様のご要望ですので、決闘を受けましょう」

「ならば裏庭に僕の鍛たん錬れん用のグラウンドがある。そこを使うといい」

　こうしてシジャル様とインシオン様は、兄の提案によりモニキス家の裏庭で決闘をすることになったのだった。







　グラウンドで決闘を見学できるのは私と兄と両親と騎き士し団長、そして魔ま導どう師し団長だけにしてもらった。

　他のお客様方は危険があってはいけないので、姉二人が接待していてくれることになった。

　危険があるかも知れないというのは口実で、シジャル様の強さをあまり広めたくないからということもあった。

「シジャルが女のために決闘するとは！　感かん慨がい深ぶかいもんだな」

「騎士団長は彼と知り合いなのか？」

　騎士団長と魔導師団長は親しげに話し始めた。

「ああ、そう言う魔導師団長はシジャルのこと、知らないのか？」

「はじめましてだな」

「なら、ビビるぜ」

　騎士団長は楽しそうに笑い、魔導師団長は首を傾げた。

　私達家族はそんな二人の横で話を聞いていた。

「ビビるとはなんだ？　私だっていろんな人間を見てきているんだぞ。そう簡単に驚いたりはしない」

　魔導師団長が眉み間けんにシワをよせると、騎士団長はガハガハと笑った。

「いや、たぶん驚くと思うぞ。あ、魔導師団に欲ほしいっていうのはなしだぞ！　騎士団だって欲しいんだからな」

「何を言ってるんだ。図書館の司書長なのだろう？　欲しがったりするものか」

　呆れ顔の魔導師団長を横目に、騎士団長はまたガハガハ笑った。

　そんな話をしているうちに、シジャル様とインシオン様の準備が整ったようで兄が審しん判ぱんをするために二人に近づいていった。

「これより決闘を始める。ルールは一つ、殺すのはなしだ」

　シジャル様は腕うでをぐるぐる回したり屈くつ伸しん運動をしながらそれを聞いていた。

　インシオン様は腕を組んだ状態でそんなシジャル様を睨にらみつけている。

　シジャル様は最後に足首を回してから、ニッコリと笑ってインシオン様の前に立った。

「準備はいいか？」

　兄が聞けば二人は同時に頷いた。

「では、始め!!」

　兄の声とともに、二人は同時に距きよ離りをとった。

「お互たがいの距離をあけるのは、魔ま法ほう戦せんでの鉄則だな」

　魔導師団長様の解説を感心して聞いてしまう。

　最初に攻こう撃げきしてきたのはインシオン様で、リンゴぐらいの大きさの炎ほのおの球をいくつもシジャル様に向かって投げる。

「あの大きさの火球をいくつも出せるのは凄すごいじゃないか」

　魔導師団長が感心したように呟つぶやいていた。

　だが、シジャル様はまるでダンスを踊おどるように軽かろやかなステップでそれをかわしていた。

「避けてばかりで恥ずかしくないのか！」

「だって、当たったら痛いじゃないですか」

　シジャル様はニコニコ笑顔でインシオン様を見ている。

「ふざけやがって!!」

　イライラした雰ふん囲い気きでインシオン様は次に、氷の矢を作りシジャル様に投げる。

　シジャル様は手に炎を灯ともすと、向かってくる氷の矢をはたき落としていく。

　シジャル様が楽しそうに見えるのは気のせいだろうか？

　インシオン様は次に土の壁かべを作り上げシジャル様を囲ったのだが、土壁はシジャル様のキックで大きな穴があいた。

「な、くそ」

　インシオン様はそれを見て更に土の壁を幾いく重えにも作り上げシジャル様を囲った。

　そして、その土壁を内側にいるシジャル様めがけて倒たおれさせたのだ。

　あれではシジャル様が生いき埋うめになってしまう。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、土壁を吹ふき飛ばす水柱が上がった。

「服を汚よごされるのは遠えん慮りよしたいですね」
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　水柱の中にはシジャル様がいて、私は心配で止めていた息を一気に吐はき出した。

「一体、貴様は何なんだ！」

　今までの攻撃が一いつ切さい効いていないシジャル様に、イライラが募つのるインシオン様。

「自分はただの司書長ですよ。ですが、愛する人が勝ってほしいと言うので、そろそろ終わりにしようかと思います」

「ふざけるな!!」

　悪態をつくインシオン様をよそに、シジャル様が右手をスッと上げた。

　その瞬間、インシオン様を取り囲むように透すき通とおるような美しさの氷の壁が現れた。

　そして、シジャル様が指をパチンと鳴らすとその氷の壁の内側に、どこからか水がじゃぶじゃぶと流れ込んできたのが解った。

　中にいたインシオン様が溺おぼれそうなのが解る。

「ギブアップしますか？」

　シジャル様は氷の壁を軽く叩たたきながら中にいるインシオン様に話しかけていた。

「私は泳げないんだ！　早く助けろ！」

「ああ、違いますよ。ギブアップかどうかを聞いているんです」

　シジャル様の言葉にインシオン様は絶望的な顔をした。

「だ、誰がギブアップするか！」

　そう叫んだインシオン様は手を上に掲かかげ特大の炎を出し、氷の壁を溶とかそうとした。

「炎ですか？　溶けるといいですね」

　シジャル様はまた指をパチンと鳴らした。

　すると、水が下から上に向かって凍こおり出した。

　インシオン様は足元が動かなくなったことに気づいたのか慌あわてたように言った。

「貴様、何をした！」

「溺れては可哀想かわいそうかなぁと思いまして、氷漬づけにしようかと」

　シジャル様はさきほどからニコニコ笑顔を絶やさない。

　もしかしたら、あの顔は怒っている顔なのかも知れない。

「も、もうやめてくれ」

　シジャル様の底知れない笑顔に恐きよう怖ふを感じたのか、インシオン様は戦意を喪そう失しつしたようだった。

「では、何て言うんでしたっけ？」

「ギ、ギブアップ……します」

　インシオン様の答えに、シジャル様はニコニコ笑顔をやめてフーっと息を吐き指をパチンと鳴らした。

　それと同時に氷の壁はパリンっと音を立てて割れ、中の水がインシオン様と一緒に流れ出した。

「あいつは何なんだ？」

　その時、私の耳には魔導師団長の呟く声が聞こえた。

「シジャルはミルグリット辺へん境きよう伯はくの次男だ」

　その呟きに答えたのは騎士団長だった。

「あの怪かい物ぶつの次男だと？　何な故ぜ何処の団にも所属していないんだ？」

「団員になると本を読む時間が作れないから入る気はないってよ」

「本、だと」

　お二人の話を聞いていると、シジャル様がゆっくり私の方に手を振ってくれた。

「なあ、お嬢ちゃん、いっちょシジャルのとこ行って『戦うシジャル様カッコイイ!!　騎士団に入ったらいかがですか？』って言ってきてくんねぇか？」

　騎士団長が裏声で変なことを言い出したから驚いてしまった。

「そ、それなら、魔導師団の方が適任であろう？」

　私が二人の団長に詰つめ寄よられていると、シジャル様が慌てたように私達のもとへ戻ってきた。

「お二人は何をしてるんですか！　アルティナ様が怯おびえているでしょう」

　シジャル様は私を後ろ手に庇かばってくれる。

「いや、そこのお嬢ちゃんが戦うシジャルがカッコイイって言ってたから、騎士団にシジャルが入ればカッコイイところをもっと見れるぞって話をしてただけだ」

「いやいや、騎士団なんかより魔導師団の方がカッコイイところを発揮できるのでは？」

　騎士団長と魔導師団長の二人が調子のいいことばかりを言っているなか、シジャル様は私の顔を見た。

「本当ですか？　アルティナ様？」

　なんとも不思議そうに首を傾げながら聞いてくるシジャル様の後ろで、お二人が私に期待のこもった視線を向けてきている。

「私は強くて格好いいシジャル様も好きですが、オロオロしているシジャル様も可愛かわいくて大好きです」

　私が笑顔で言えばシジャル様は真っ赤になって口をパクパクさせた。

「お嬢ちゃん！　そうじゃなくてだなぁ」

　私は腰こしに手を当て胸を張って言った。

「私はシジャル様ならどんな姿であれ、素す敵てきに見えてしまうのです。それに、私が一番好きなのは本を読んでいる時の穏やかなシジャル様なので司書長を辞やめられては困ります」

　私のドヤ顔に団長二人はポカンとしていたが、シジャル様は笑ってくれた。

「アルティナ様がそう言うのであれば、自分は死ぬまで司書長をしますね」

　私とシジャル様が笑い合うなか、父が近づいてきたのが見えた。

　何か用だろうか？

「シジャル・ミルグリット。私と決闘してほしい」

「へ？」

　驚くシジャル様を気にもせずに、父は手に持っていた木刀の一つをシジャル様に投げて寄よ越こした。

　シジャル様は木刀と私を交こう互ごに見るが、そんなことはお構いなしに父は木刀を構えた。

　私はシジャル様に向かって一つ頷いた。

　シジャル様は私に頷き返すと木刀を構えた。

　緊きん迫ぱくした空気を動かしたのは父だった。

　木刀を振り上げ、シジャル様に振り下ろす。

　だが、シジャル様はそれをあっさり受け止めた。

「シジャル・ミルグリット！　お前はアルティナを幸せにすると誓ちかえるのか!!」

「当たり前です」

　シジャル様は真しん剣けんにその質問に答え、そして父はシジャル様に簡単に木刀を弾はじき飛ばされた。

「私の負けだ。シジャル・ミルグリット……すまなかった。アルティナのことを頼む」

　父はそう言うとシジャル様の手を摑んだ。

「シジャル君。君は博識で強い。どうだい、一緒に外交の仕事をしないか？　勿論アルティナと結婚することは許す。だが、アルティナはまだ十五歳さいだし、君が数年海外で勉強してからでも遅おそくないんじゃないか？」

　話を聞いていれば、今、最大のピンチを迎えているのは私なんじゃないだろうか？

　私は二人の間に入るとシジャル様に抱だきついた。

「アルティナ、今シジャル君と大事な話をしているんだ！」

「シジャル様を私から奪うつもりですか？」

「アルティナが私と会話を……感動だ！」

　話を聞かない上に私からシジャル様を奪うばおうとするなんて、もう二度と父とは口をきいてやらないと、その時本気で心に誓ちかった。

「アルティナ様」

　シジャル様は苦笑いを浮かべて私の頭を撫でてくれた。

「アルティナ様、自分は司書の仕事が天職だと思っています。ですので何処か遠くに行くことはありませんよ」

　シジャル様は父に頭を下げた。

「ありがたいお話ですが、自分は本に囲まれている今の仕事が楽しくて仕方がないので、この話はなかったことにしていただけませんか？」

　シジャル様の丁寧な謝罪に父は、ぐぬぬっと唸うなった。

　そこに母が入ってきて言った。

「そうよ旦だん那な様さま。アルティナと司書君を引ひき離はなそうなんて酷ひどいわ。それに、私も司書君が王立図書館にいてくれないと困るんですのよ。司書君は司書として本当に優秀なんですからね！」

「サマンサ、君は本当に彼を気に入っているんだね」

　父が泣きそうな顔でそう言えば、母はクスクスと笑った。

「司書君はとっても便利だから気に入っているわ。でも、私が一番愛しているのは旦那様だけ」

　父は目を大きく見開いた。

「だ・か・ら、アルティナと司書君の邪魔をしては駄目ですわ」

　母はクスクス笑いながら父の背中を押した。

「アルティナ、司書君と庭を散歩してらっしゃい。司書君、勝者なんだからデートを楽しんできてね！」

　母はそのまま周りにいた人達を連れて去って行った。

「ふふ、お母様らしいですわ。せっかくですから庭を案内しますね」

　私が笑いかければシジャル様も柔やわらかな笑顔を私に向けてくれた。

　二人で並んで散歩をしながら、他愛のない話をするのは幸せな時間であった。

　庭師が丹たん精せい込こめて育てた花々が綺き麗れいで癒される。

　庭の中央には女め神がみの抱かかえる水みず瓶がめから水が溢あふれる噴ふん水すいもあって凄くロマンチックである。

「アルティナ様、疲れませんか？」

「少し、休みますか？」

「そうしましょう」

　疲れてはいないけれど一緒にいられる時間が増えるのは嬉しいから、私は休きゆう憩けいすることに決めた。

　噴水の淵ふちに二人で座すわるとシジャル様が改めて言ってくれた。

「アルティナ様、お誕生日おめでとうございます」

「ありがとうございますシジャル様。私、シジャル様にお祝いの言葉をもらえて凄く嬉しいんです」

「その気持ちに関しては、自分も負けていないと思います」

　シジャル様は噴水の彫ちよう刻こくである女神を見上げて言った。

「女神の加護があるのかも知れませんね。この噴水の女神は愛と平和の象徴ですから」

　愛の女神なのであれば、ここで愛を誓えばこの女神様は私達に永遠に幸せな未来をくれるのかも知れない。

「シジャル様、私、シジャル様にどうしてもプレゼントしてほしいものがあるのです」

　シジャル様はキョトンとした顔の後、ニッコリと笑ってくれた。

　私は嬉しくなりシジャル様の両手をギュッと握にぎった。

「アルティナ様？」

「私がこれから欲しがるものを聞いても、嫌きらいにならないと誓って下さいますか？」

　私が不安になりながらもそう言えば、シジャル様は優しく頷いた。

「自分がアルティナ様を嫌いになるなんてあり得ない話です」

　シジャル様はまだ私の我わが儘ままを聞いてはいないのだから、解らないのでは？

「アルティナ様、自分に差し上げられるものなら何でも言って下さい。アルティナ様の我が儘を叶かなえる栄誉をいただけることは、自分にはご褒ほう美びみたいなものですから」

　シジャル様が私の頰にかかる髪かみの毛を耳にかけてくれる。

　私は決心して言った。

「では、今から我が儘を言います。いいですか？」

「はい。どんな我が儘でもどうぞ」

　シジャル様からは大人の余よ裕ゆうのようなものを感じる。

「で、では」

　私は恥ずかしさと期待に押し潰されそうになりながら、今にも消えそうな声で言った。

「キスして」

　シジャル様は暫しばらく動きを止め、そしてキョトンとした顔で首を傾げた。

　聞こえなかったのだろうか？

　仕方なくもう一度言おうとしたその瞬間、シジャル様の顔が一気に赤く染まった。

　どうやら、聞こえていたようだ。

「ア、アルティナ様、それは」

「何でもとおっしゃいましたよね？」

　私がそう言えば、シジャル様はグッと息を吞のんだ。

「シャルロがまた鼻を嚙んでくるかも知れません」

　私は首元にいるシャルロの頭を撫でた。

「シャルロ、今日は私の我が儘を聞いてくれないかしら？」

「キュイ？」

「私はシジャル様と仲良くなりたいと思っているの。だから、シジャル様の鼻を嚙んでは駄目よ。解るかしら？」

　シャルロは、シジャル様をチラッと見ると不満そうな顔をしたが、尻しつ尾ぽの先せん端たんに顔を埋うずめた。見て見ぬフリをしてくれるようだ。

　あとはシジャル様次し第だいだ。

　私はシジャル様に顔を近づけて目を閉じた。

「ア、アルティナ様」

　シジャル様の喉のどが鳴るのが解ったが、私は目を開けなかった。

　やがて、柔らかな感かん触しよくが唇くちびるに触れ、形を確かめるように合わさり離れていった。

　目を開くと指先まで真っ赤なシジャル様が両手で顔を覆おおっていた。

「シジャル様？」

「すみません。幸せを嚙かみ締しめているので今暫くお待ち下さい」

「幸せなのは私の方です」

「違います。自分の方が幸せです」

　幸せ自慢なら負けない自信があるのに。

　そう思ってすぐに私は間ま違ちがいに気づいた。

　二人とも幸せならそれが一番じゃないのか？

「シジャル様、私、とっても幸せです。だから、夫ふう婦ふになったら〝おはよう〟と〝おやすみ〟、最低でも一日二回はキスしましょうね」

　私がそう言えば、シジャル様はこれ以上ないってほどに赤く染まっていた。

「早く夫婦になりたいです」

　私はそう言ってシジャル様に抱きついたのだった。
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　散歩を終えた私とシジャル様は会場に戻もどってきた。

　私とシジャル様が仲良くしていても邪じや魔ましに来る人もいない。

　むしろ、行いき交かう人達が、婚こん約やくおめでとうと声をかけてくれるのだ。

　なんだかくすぐったい気もする。

　そんな私達に母はクスクス笑いながら近づいてきた。

「アルティナ、司書君、改めて婚約おめでとう。あ、その前に誕生日おめでとうだったわ。アルティナは私に似すぎて面めん倒どうをかけると思うけど、よろしくお願いね司書君」

　母はそう言ってシジャル様に笑ってみせた。

「ありがとうございます……そういえば、モニキス公こう爵しやく夫ふ人じんは笑うとアルティナ様にそっくりですね」

　そう、私と母はアメジスト色の髪かみにラベンダー色の瞳ひとみも、本が大好きなところも、よく似ている。

「リベリーとラフラは旦だん那な様さまによく似ているわね。社交的でカリスマ性があって、ユーエンはどちらかといえば私ね。頑がん固こなところが似てるでしょ？」

　母は柔やわらかな笑え顔がおを向けた。

「そんなアルティナにも婚約者ができるなんて」

　そんな話をしていると、兄が近づいてきたのが見えた。

「母上、司書長と少し話をしたいのでお借りしてもよろしいですか？」

　兄はそう言ってシジャル様の背中をバシンと叩たたいた。

「構わないけど、いじめたら駄だ目めよ」

「いじめませんよ」

　それだけ言うと兄はシジャル様を連れて行ってしまった。

「アルティナは行かなくてよかったの？」

　首を傾かしげる母に、私は意を決して口を開いた。

「ずっとお聞きしたかったことがあるのですが」

「何かしら？」

　母は不思議そうに首を傾げた。

「何な故ぜ、お父様と結けつ婚こんしたのですか？」

　私の質問に母は窓の外に視線を戻した。

　まさか、政略結婚で仕方なくだったとか？

　私が少し動どう揺ようしていると、母はクスクス笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私は旦那様のことが大好きで結婚したの」

　母は過去を懐なつかしむように話し始めた。







　父と母が出会ったのは、先代の王おう妃ひ様さまのお茶会だったらしい。

　その日、母は退たい屈くつで無む駄だにしか思えないお茶会から逃にげ出したくなっていたらしい。

　甘あまいお菓か子しに興味のない話、キツイ香こう水すいの匂においと時間が経たって美お味いしくなくなった紅茶などなどに嫌いや気けがさし、王妃様が席を外したのをいいことに、その場を離はなれ本を読んで時間が過ぎるのを待っていたのだそう。

　お茶会は集団見合いみたいな意味合いもあり、有力貴族の子息も何人か参加していて、その中に父もいたのだ。

　美び丈じよう夫ぶで将来有望な父は令れい嬢じよう達たちの憧あこがれの的で、父の伴はん侶りよに選ばれるために令嬢達はいかに父の目にとまるかを模も索さくしていた。

　それなのに、父は自分にまるで興味を示さない母に一ひと目め惚ぼれした。

　社交界にあまり顔を出さない母を見て父は一目で恋こいをしたのだ。

　父のことだから猛もうアピールしたのかと思ったが逆だったらしい。

　父は母に挨あい拶さつするのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

　なんなら〝こんにちは〟しか言えなかったのだ。

　その時、母は父を一いち瞥べつもしないで〝こんにちは〟と答えた。

　イコール、母は誰だれに話しかけられたかも知らなかったのだ。

　そしてその後、父の挨拶運動が始まった。

　父は母と挨拶を交わすために毎日王立図書館に通ったらしい。

　そのため母の中で父は、毎日挨拶する知り合いにランクアップした。

　とはいえ、母にとっては末まつ端たんの知人に過ぎない。

　しかし父はめげずに毎日頑がん張ばった。

　一日に挨拶一回しか声をかけないと決めてでもいるかのような父に、母は少しだけ興味を持ったという。

　次に挨拶されたら少し話をしてみようと決めた。

　だが次の日、父に話しかけられる前に隣となりに座すわって喋しやべりかけてくる面めん倒どう臭くさい男が現れ、母は凄すごく迷めい惑わくしていた。

　そこに颯さつ爽そうと現れだのが父だったらしい。

「サマンサ。待たせてすまなかった。そちらはどなたかな？」

　そう言った父を見て、その男は逃げてしまった。

　その頃ころの父は若くして公爵になり、類たぐい稀まれなる手しゆ腕わんで領地を豊かにした上に、王弟殿でん下かの親友ということから有名になっていたのだ。

「馴なれ馴なれしく名前をお呼びして申し訳ない」

　男がいなくなってから父は母に謝罪した。

　母からすれば、助けてくれたのに謙けん虚きよな姿勢であることに好感は持てど、嫌な気持ちになることなどなかったのだとか。

　それから、少しずつ父と話をするようになった母。

　母が本に熱中している時は声をかけずに隣で書類仕事をしたり、母が読んだことのある本を読んでいるなど、穏おだやかな時間を共に過ごせる人だと思ったという。

　そんなある日、母は古典文学の博士号を取る。

　頭のいい女は男性から嫌きらわれるし、女性からもでしゃばりだと嫌われてしまう。

　それでも毎日会いに来る健気けなげな父に母も恋をしたのだ。

「こんな私を諦あきらめないで愛してくれた旦那様を、私は愛いとしくてたまらなくなったのよ」

「にわかにはその人物がお父様と結びつかないのですが」

　母はクスクスと楽しそうに笑った。

「私だって結婚するまで知らなかったわ。旦那様があんなに暴走する人だったなんて」

　それは結婚詐さ欺ぎに近いのでは？

　私がそんなことを考えているなか、母は優やさしく言った。

「暴走している時の旦那様って、面倒なことこの上ないでしょ」

　私が深く頷うなずくと母は優しく笑った。

「その面倒臭い人を止められるのは私だけってことは、この上もなく愛されているって実感できる幸せなことなのよ」

　母の言いたいことはよく解わからないが、愛があることは充じゆう分ぶん伝わった。







　誕生日のパーティー会場に戻って暫しばらくしてから話しかけてきたのはシジャル様の元婚約者であるメイデルリーナさんだった。

「アルティナ様、お誕生日おめでとう。なんだか大変だったと聞いたわ」

　大変だった気もするが、今となっては大したことではない。

「いえ、大したことはなかったです。ただ家出しただけです」

　メイデルリーナさんは目を大きく見開いて叫さけんだ。

「それのどこが大したことないのよ！」

　私が首を傾げると、メイデルリーナさんは私を睨にらみつけて言った。

「貴族の令嬢、しかも公爵家の令嬢が家出して大したことないわけないでしょ！　貴女あなた、大丈夫だったの？　怪け我がとかしてないんでしょうね？」

　なんだか怒おこられているような気分になるが、これでも彼かの女じよは私を心配しているようだ。

「アルティナ様は本ばっかり読んでいて外界のことはあまり詳くわしくないんだから。家出なんてしちゃ駄目よ！　解ってる？」

　私は苦く笑しようしながら言った。

「でも、飛ひ竜りゆうに乗って婚約者様のご実家に行き、匿かくまってもらっていたので何も問題なかったのですよ」

　私の話を聞いたメイデルリーナさんは目を吊つり上あげて言った。

「あのね！　シジャルの実家がどんなところか解ってる？　彼処あそこにはドラゴンもフェンリルも悪あく魔まだっている危ない場所なのよ！」

　ドラゴンはシャルロでフェンリルはリルさんだとすると、悪魔とは誰のことだろうか？

　私はまだ会ったことがないのかも知れない。

「悪魔さんには会ったことがありません」

「そりゃそうよ！　滅めつ多たに見ることができないんだから！　森の奥おく深ふかくの洞どう窟くつに住んでいて、恐おそろしいほど美しい見た目とは裏腹に、私に向かって『消え失せろブス』って言ったのよ！　そんな悪魔がいる場所にアルティナ様が行ったらどんなことを言われるか！」

　森の奥深くの洞窟に住んでいる美しい……

「ウィーザ様のことですか？」

　私が言った名前にメイデルリーナさんは眉み間けんにシワを寄せた。

「会ったの？」

「あ、なんならたまに家に遊びに来ます」

　その時のメイデルリーナさんの嫌けん悪お感が隠かくせない顔は一生忘れないと思う。

「あいつ、あの洞窟から出られたの。そう」

　何か言ってはいけないことを言ったようだ。

　後からシジャル様から聞いた話によると、メイデルリーナさんの初はつ恋こいの相手はウィーザ様だったとか。たしかにウィーザ様は白い雪のような美男子だから恋しても自然だ。ただ会って数秒で『消え失せろブス』と言われ百年の恋もマグマのような怒いかりで溶とけて憎ぞう悪おだけが残ったのだとか。

　ホラーかミステリー小説のようだと思ったのは私だけだろうか？

　メイデルリーナさんと話をしている間、側にいた母が慈じ愛あいに満ちた顔で私達を見ていた。

　ああいう話し方なだけで根は優しい人だから大丈夫だとメイデルリーナさんから離れてから説明しておいた。

「アルティナにはちゃんと心配してくれる友達がいるのね」

　母はそう言って笑ったが、メイデルリーナさんは友達というくくりにしていいか疑問である。

　次に声をかけてきたのはこの国の第一王子のディランダル様だった。

「アルティナさんお誕生日おめでとう。聞いたよ、家出したんだって？　ユーエンがね、安全な場所にアルティナさんがいるって解っているのに、心配で私の執しつ務む室しつをウロウロ歩いて落ち着かなかったんだよ！　あまりにも珍めずらしい反応をするものだから笑ってしまった」

　心配する兄を笑うとは酷ひどい人である。

　私はニッコリとディランダル様に笑顔を向けた。

「兄がそんなに私を心配していてくれたなんて。貴重なお話をありがとうございました。お礼に私も、ディランダル様のアタフタエピソードをクリスタ様に話して差し上げますね」

「へ？」

　私は王子が動揺している間に早足でクリスタ様のもとへ向かった。

「ア、アルティナさん？」

　王子をまくために人の沢たく山さんいる場所を選んで進み、クリスタ様を捕つかまえた。

「やあ、アルティナさん。お誕生日おめでとう！　今日も妖よう精せいのように美しいね」

　クリスタ様は私に気づくと白百合しらゆりの貴公子の名を欲しいままにする、女め神がみ然ぜんとした美しい笑顔を私に向けた。

「クリスタ様、ディランダル様に言って差し上げて下さいませんか？」

「ディランに何を？」

　首を傾げるクリスタ様に、私は満面の笑えみを浮うかべて言った。

「ディランダル様はクリスタ様のことが好きで好きでたまらない気持ちを、私に惚気のろけまくるのです。クリスタ様とイチャイチャしたいだの好きすぎるだのは本人に言ってほしいと、私が困っていることをディランダル様に言って差し上げて下さい」

　私の言葉にクリスタ様は顔を真っ赤にして口元を両手で隠した。

「クリスタ！」

　ようやく追いついたディランダル様は明らかに焦あせった顔をしていた。

「クリスタ、アルティナさんに何を言われたんだ？」

　更さらに顔を赤くするクリスタ様とは対照的にディランダル様は顔色が悪くなっていった。

「クリスタ教えてくれ、アルティナさんは何の話をしたんだ？」

　クリスタ様は顔を両手で隠すと言った。

「わ、私には、そんなこと言えない！」

　ディランダル様は更に青い顔をして私を見た。

「アルティナさん？」

「私は真実しか話していません」

　私は満面の笑みで二人の前から離れた。

　気づけば母と離れてしまったが、周りを見み渡わたすとすぐに居場所が解ってしまうカリスマ性を持つ二人に気がついた。

　姉二人である。

　二人も私に気がついたようで私に小さく手を振ってくれた。

　私はそんな姉達のもとへ向かった。

　リベリー姉様には大分迷惑をかけた上に、アドバイスも沢山もらったからお礼を言わなくては。

　そう思って近づけばラフラ姉様に折れるかと思うほど抱だき締しめられた。

「アルティナ！　大変だったのね！　なんの力にもなれなかった不ふ甲が斐いない私を許して！」

　そう思うのであれば今すぐ放してほしい。

「あらあらまあまあラフラったら。アルティナの背中がボキッと折れてしまいそうよ～」

　リベリー姉様の声に、弾はじかれるようにラフラ姉様は私を放してくれた。

「ご、ごめんなさい！　アルティナ大丈夫？」

　昔の私なら二人の愛情になど気づきもせずうるさく思うばかりだったのだが、今の私は姉二人の愛情深さを知っている。

　今大おお袈げ裟さなくらいに抱き締められたことも、私を心配してのことだと痛いほど解っている。

「大丈夫です。ラフラ姉様もお家うちにお父様が行って家や探さがしされたりしたんじゃありませんか？」

　きっとリベリー姉様と同じように、迷惑をかけられたに違ちがいない。

　私が心配して言えばラフラ姉様はアハハと笑った。

「させるわけないじゃない！　家探しされる前に蹴けり上げて外に追い出してやったわ！　そのお陰かげか、私の家にアルティナが家出してきているって思い込んだみたいで、お父様ったら毎日家に来たのよ！　勿もち論ろん、家には一回も上げたりしなかったけど！」

　どうやらリベリー姉様だけではなく、ラフラ姉様にも私は護まもられていたようだ。

「ラフラ姉様、ありがとうございます」

　心からのお礼にラフラ姉様は嬉うれしそうに笑ってくれた。

「ほら、ラフラ、私達肝かん心じんなことを言ってないじゃない」

　リベリー姉様の言葉に、私とラフラ姉様は首を傾げる。

「アルティナ。お誕生日おめでとう。愛してるわ」

「あ！　アルティナ、お誕生日おめでとう！　私の妹に生まれてきてくれてありがとう！」

　姉二人は両側から抱き締めてくれた。

　二人の愛情に感動してしまい、泣くかと思った。

「ところでアルティナ。王妃様には挨拶に行ったのかしら？　さきほどサプライズでいらしたのよ」

　リベリー姉様に言われ私はハッとした。

　私の誕生日に王妃様まで来てくれるなどと、誰が想像するだろうか？

「まだみたいね。では私達と一いつ緒しよに行きましょう」

　姉二人は優しく私をエスコートしてくれた。







　王妃様に挨拶に行けば、母が王妃様と親しげに同じテーブルを囲んでいた。

「本日はお越こしいただき……」

「もう！　三人とも堅かた苦くるしい挨拶はいいから。アルティナさんお誕生日おめでとう。さあ、座って」

「あ、ありがとうございます」

　王妃様は私達を同じテーブルに座らせると言った。

「サマンサってば全然、話してくれないのよ！　貴女達三人も聞きたいわよね？　お父様とお母様の馴なれ初そめ」

　そう言われて私は驚おどろいた。

　さきほど聞いたばかりの話だったからだ。

「モニキス公爵っていえば私達の年代の中では一番人気の男性だったのよ！」

　王妃様の言葉に、私と姉二人はスッと表情をなくした。

「えっ？　何その反応？」

　私は一つ深呼吸をしてから笑顔を貼はりつけて言った。

「王妃様、その年代の女性達の夢を守っている母を褒ほめてあげて下さい」

　私の言葉に、姉二人が頷いたのは仕方がないと思う。

「じ、じゃあ、アルティナさんは？　愛する司書長とはその後、何か進展はあったのかしら？」

　進展？　進展とはどんなことだろうか？

「しいて言うなら、シジャル様が私のことを、思っていたよりも好きだということが解りました」

　そのテーブルにいる私以外の四人が不思議そうにしていたので、私は口に人差し指を乗せていった。

「これは秘密ですよ」

　そう前置きをしてから私は、シジャル様に結界を張ってもらったこと、夜中に結界が破られたことを話した。

　すると四人は私の話に顔を真っ青にしていく。

「アルティナさん、なんて怖こわい思いをしたの！」

　王妃様は今にも泣きそうな顔をしていたので私は慌あわてて首を横に振った。

「よく考えれば凄く怖いことですが、私、その時は怖いなんて思いませんでした。だって、目が覚めたら愛する人が目の前にいたのですから」

　ポカンとする四人に私はウィーザ様の魔ま法ほうでシジャル様のもとに飛ばされたこと、そして寝ねぼけたシジャル様に愛の言葉をもらい抱き締めてもらったことを話した。

「今までは私だけが一方的にシジャル様を好きだと思い込んでいましたが、そうではなくちゃんとシジャル様も、私を好きでいてくれていることを実感できました」

　私がニコニコしながらそう言うと、ラフラ姉様は真面目な顔で私を見た。

「その後、何もされなかった？　大丈夫だったの？」

「？　目が覚めたら驚いたようで、ベッドから落ちてしまわれましたし、すぐに兄が私の荷物を届けに来てくれたのでそれ以上は何も？」

　私がそう言えば四人はホッとしたように息を吐はいた。

「いや、待って！　この際、アルティナに誰も手を出してこないよういっそのこと、司書長様に手を出していただいた方がいいんじゃなくて？」

　ラフラ姉様は拳こぶしを握にぎって訴うつたえた。

「それ、お兄様も言ってました」

　この時、姉二人がかなり驚いていた。

「お兄様が？　結婚するまで私の半径三メートル以内に入るなってベスタンスに言ったお兄様がですの？」

「うちも似たようなこと言われてたわ！」

　リベリー姉様とラフラ姉様は信じられないというような顔をした。

「たぶん、ですが……シジャル様はお兄様に信用してもらいたいと思っているようで、お兄様に向かって言うのです。不ふ埒らちな真ま似ねは一いつ切さいしませんと」

　その場の空気が私に対して同情的なものになる。

「そのせいもあって、私もシジャル様が本当に私を好きでいてくれているのか不安になってしまい……もしかしたらお兄様も心配になったのかも知れません」

　するとラフラ姉様は冗じよう談だんめかしたように言った。

「お父様の相手をするのが面倒になって、既き成せい事実があれば楽なのにって思っちゃっただけだったりして」

　冗談めかしてくれたが、私はあの面倒臭い状じよう況きようを兄の横で見ていたのだ。

「そうかも知れません」

　私は本気でそう思ってしまった。

「……じゃあ、アルティナが不安にならないように、手を出してもらえるように作戦を練りましょ～」

　リベリー姉様の緊きん張ちよう感のない声に、私は苦笑いを浮かべた。

　これ、王妃様と母親がいるところでする話だろうか？

「じゃあ、セクシーなドレスを着るのはどうかしら？」

　最初に提案してきたのは王妃様だった。

「王妃様、それでは他の男も釣れてしまうでしょう？　もっとピンポイントに司書君の理性をぶち壊こわすような作戦じゃないと」

　次に乗ってきたのは母だった。

「あの、お母様はそういった提案は止めなくてはいけないんじゃありませんか？」

　私は困ってしまい、助けてほしくてそう言ったのだが、母は優しく笑ってみせた。

「アルティナ、ここにいるのは夫に愛される幸せを知っている人ばかりなのよ！　参考にしないと、損じゃない？」

　母は楽しそうに笑った。

　その笑顔は凄く可愛かわいくて、なんだかスッと納なつ得とくすることができた。

「わ、解りました。私、今日は勉強させていただきます！」

　こうして、私は人生の先せん輩ぱい方がたに誘ゆう惑わくの仕方を教えてもらったのだった。







[image: ]




　その日、王おう妃ひ様さま主しゆ催さいのお茶会があった。

　お茶会が終わったのは、夕日の綺き麗れいな光が窓から差し込んでくる頃ころ。

　私はどうしてもシジャル様に会いたくて、シャルロに乗せてもらって帰るからと迎むかえの馬車を返した。

　そして、シャルロには図書館の外で待っていてほしいと伝えた。

　シャルロはキュピーっと鳴くと小さな姿のままパタパタと図書館の外の中庭に向かって飛んで行った。

　最近の、空気の読めるシャルロは素す晴ばらしい。

　私はその後、閉館間ま際ぎわの図書館に滑すべり込んだ。

「アルティナ様？　今日は一段と美しいですね」

　図書館に入るなり、珍めずらしくカウンターにいたシジャル様が声をかけてくれた。

「もうすぐ閉館ですが、何か借りられますか？」

「いいのですか？」

　シジャル様はニコニコ笑いながら許可してくれた。

「あとは自分とアルティナ様だけですので、少し時間がかかっても大だい丈じよう夫ぶです。他の人には内ない緒しよですよ」

　そう言って笑うシジャル様に私は今日、お茶会でどんな話をしたか話した。

「男性にはストレートに気持ちを伝えなくては気づいてもらえないことがあるとか」

「それは、自分も参考にするべきアドバイスですかね？」

「そうだと思います……」

　突とつ然ぜん黙だまった私を不思議そうに見つめるシジャル様に笑ってみせる。

「私の母が言ってました。誘ゆう惑わくは愛する人にピンポイントで！　と」

「は、はあ？」

　首を傾かしげるシジャル様に私は言った。

「私はシジャル様が好きで愛しています」

　目をパチパチとしていたシジャル様が一気に赤く染まった。

「ア、アルティナ様!!」

「だから、抱だき締しめられると嬉うれしいです」

　私は恥はずかしいのを我が慢まんして続けた。

「それにキスもいっぱいしてほしい」

　シジャル様は両手で顔を覆おおってしまう。

　私はシジャル様の覆っている手にチュッと音を立ててキスをした。
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「誘惑されましたか？」

　シジャル様は手を外すと赤い顔で私を悔くやしそうに見つめた。

「とりあえず、抱き締めさせて下さい」

　シジャル様はそう言って私を強く抱き締めた。

「俺おれの婚こん約やく者しやが可愛かわいすぎてつらい」

　シジャル様から小さな声が漏もれる。

　私はシジャル様の背中に手を回した。

「今は、シジャル様の方が可愛らしい。勿もち論ろん、可愛いシジャル様も大好きです」

　そう言って、シジャル様の胸に頰ほおをすり寄せるとシジャル様がビクッとしたのが解わかった。

　くすぐったかったのかも知れない。

「アルティナ様、そんな可愛いことばかり言っては駄目です」

　シジャル様の声が硬かたくなる。

「私は、今シジャル様のことを誘惑しているんです」

　そう私が言えば、シジャル様は私に優やさしくキスをした。

「アルティナ様は誘惑なんてしなくても充じゆう分ぶん魅み力りよく的てきだと言わなかったですか？」

　シジャル様はそう言って何度もキスを繰くり返かえした。

　私はもう、嬉しいやら恥ずかしいやらでいっぱいいっぱいだった。

「アルティナ様、愛しています」

　ようやくシジャル様がキスをやめてくれたと思ったら、予想外の告白をされてしまい、顔からどんどん身体からだ中じゆうに熱が広がっていくのが解る。

「誘惑してきたのはそっちですよ」

　シジャル様も顔が赤いのに余よ裕ゆうのありそうな顔をされ、思考が追いつかない。

「アルティナ様」

　シジャル様が私の名前を呼びながら顔を近づけ、またキスされると思ったその時、図書館の入り口のドアが勢いよく開き、私もシジャル様も固まった。

「な、何やってんすか！」

　見れば名前は忘れてしまったが、男性司書さんと口元を引きつらせた女性司書のエンジェリーナさんが立っていた。

「二人とも帰ったんじゃ？」

　シジャル様が聞けば、エンジェリーナさんが額に青筋を浮うかべながら言った。

「コイツが奢おごってくれる約束していたので吞のみに行こうとしてたんです！　なのにロッカーに財さい布ふ忘れて……しかし戻もどってきてよかった～!!　で？　シジャル様は神聖な職場で何をしようとしてたんでしょうね？　まさかキスとかですか？　こんなところでキスなんかして、キスだけで済むんですかね～？　シジャル様!!」

　その時、シジャル様は殺されると本気で思ったのだと後で教えてもらった。

「エンジェリーナさん、あのこれは、私が悪いんです」

「いえ、全部自分の責任ですから、アルティナ様は微み塵じんも悪くないです」

　シジャル様は困ったように笑うと言った。

「続きはまた今度お願いします」

　そして、私を抱き締めていた手が外された。

　続き？　また今度？　お願いってことは、誘惑してもいいってことだろうか？

　私は意気込んで頷うなずいた。

「宝ほう石せき姫ひめ様さま、その人は危険人物ですからこっちに来て下さい」

　エンジェリーナさんがシジャル様を犯罪者を見るような目で見ている。

「エンジェリーナ君、それは酷ひどくないかい？」

　シジャル様の言葉にエンジェリーナさんは鬼おにの形相をした。

「はあ？　何か言いましたか？」

　もはや、ゴミを見る目だ。

「あ、あの、エンジェリーナさん」

「何でしょう。宝石姫様」

　私は深呼吸をしてからエンジェリーナさんに、言い聞かせるように言った。

「シジャル様は危険人物ではありません」

　エンジェリーナさんはゆっくりと首を傾げた。

　何な故ぜそんなにも不思議そうなのかが疑問だが、私はシジャル様に抱きついて言った。

「シジャル様は私の婚約者様なんです！」

　エンジェリーナさんは雷かみなりに打たれたような、衝しよう撃げきを隠かくせない顔をしていた。

「シジャル様は私の婚約者様なので、イチャイチャしてもいいのです！」

　私が自信満々に言えばエンジェリーナさんは悔しそうにグヌヌっと唸うなった。

　勝った！

　私がそう確信したのも束つかの間ま、男性司書さんがスッと手を挙げて苦笑いを浮かべた。

「あの～、そこは、婚約者だからイチャイチャしてもいいんじゃなくて、神聖な職場でイチャイチャするのは駄目ってことじゃないんすかね？」

「「あっ！」」

　私とエンジェリーナさんは思わず言葉を失った。

　それはそうだ。

　私はシジャル様達の職場で何をしているんだ！

　私は自分のおこないを反省した。

「もう、こんなことしたら駄目ですからね！」

　エンジェリーナさんの言葉にシジャル様はニコリと笑え顔がおを返した。

　その後、男性司書さんが財布を取りに行き、エンジェリーナさんと帰って行くのを見送ってから、二人で図書館の戸と締じまりをした。

「私のせいでごめんなさい」

　私が誘惑したせいでシジャル様まで怒おこられてしまって申し訳ない気持ちで言えば、シジャル様は私の耳元に口を寄せた。

「職場でしなければいい話ですから」

　驚おどろいてシジャル様を見ると、思ったよりもシジャル様の顔が近かった。

　そして、そのまま一度だけ唇くちびるを重ねると、シジャル様は柔やわらかく笑ったのだった。




　こうして、私とシジャル様は名実共に婚約者になったのだった。
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　この度たびは『婚こん約やく回かい避ひのため、声を出さないと決めました!!２』を手に取ってくださりありがとうございます。ｓｏｙと申します。




　最後まで今作を読んでくださりありがとうございます。

　今回は簡単に言うと、アルティナがシジャルとの関係を死守するために家出をし、シジャルもアルティナを失いたくないと奮ふん闘とうするといった内容です。

　アルティナはシジャルに積極的に好意を伝え、頑張らせようと決めていました。

　可愛かわいい年下女性にオロオロする年上男性が大好きです。

　勿もち論ろん、私がです。

　二人を書いているとイチャイチャさせたくなってしまう気持ちが強すぎて、他のキャラクターの存在を忘れがちになってしまうのが悩みどころでした。

　個人的にはユーエンがお気に入りだったりするので今作も出演が多目です。

　少しぶっきらぼうで、言葉選びが苦手なお兄ちゃん、大好きです。

　解る、ユーエン出てきて嬉しいと思ってくださる同志は多いと信じています。




　二巻を発売できたのは沢山ご迷めい惑わくをおかけしたにもかかわらず、私を見捨てず導みちびいてくださった担当様とビーズログ文庫の皆様のお陰です！

　イラストを担当してくださったｋｒａｇｅ様の素晴らしさにも毎回癒いやされています。

　感謝しかありません。

　そして、この本を手にしてくださった全ての方に感謝感謝です。

　また、お会いできる日を祈りつつ、失礼させていただきます。





ｓｏｙ
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　その日、図書館にやってきたアルティナ様は目に見えてイライラしているようだった。

「アルティナ様、どうかなさいましたか？」

　気になり聞けば、アルティナ様は口を尖とがらせ言った。

「第二王子のライアス様と第三王子のファル様に異国で流は行やりのゲームをしようと誘さそわれまして」

「異国で流行りのゲームですか？」

　アルティナ様はコクリと頷うなずくと続ける。

「〝愛してる〟ゲームというものです」

　自分は思わず首を傾かしげた。

「初めて聞くゲームですが、どういったゲームなのですか？」

「ルールは簡単です。二人で〝愛してる〟と言い合い、先に照れた方が負けというゲームらしいです」

　王子二人の願望を満たすゲームであることは確かだ。

「私、そういった言葉はゲームであったとしてもシジャル様以外に言いたくないんです」

　さらりと嬉うれしい言葉を口にするアルティナ様に愛いとしさがつのる。

「そう言っているのに、あんまりにもお二人が諦あきらめないので私、笑え顔がおで言って差し上げたんです。そんなにそのゲームをなさりたいなら、お二人でやったらいいと」

　アルティナ様の言葉に自分は思わず吹き出してしまった。

「それは、王子達も予想外だったでしょう」

　アルティナ様にとっては笑いごとではなかったのだろう。

　自分が笑ったのが気に障さわったのか、アルティナ様は可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらました。

「すみません。怒おこらせてしまいましたか？」

「……いいえ」

　口では否定しているが声こわ色いろは低い。

　どうしたら機き嫌げんを直してくれるだろうか？

　自分はふとゲームのことを思い出した。

「アルティナ様、そのゲーム自分とやってみませんか？」

　重い空気を変えようと提案してみたが、このゲームは自分がただただ幸せになるだけだと、言葉にしてから気がついた。

　空気の読めていない発言にアルティナ様をさらに怒らせてしまうかもしれないと思った瞬しゆん間かん、アルティナ様が口を開いた。

「やりません」

　やはり失敗した。

　これはもう、取り返しがつかない。

　これ以上ないと言っていいほど落ち込んだのだが、アルティナ様は顔をほんのり赤らめてモジモジしている。

「だって、自分から〝愛してる〟なんて言ったら、赤面せずにはいられませんし、シジャル様に〝愛してる〟なんて言われたら……」

　アルティナ様はとろけた笑顔で呟つぶやいた。

「想像しただけでニマニマしてしまいます」

　あまりの可愛さに自分は天を仰あおいだ。

　これはアルティナ様の天使の矢に昇しよう天てんしかけた、ある日の話だ。







電子書籍特典　書き下ろし短編

『夜会』＆キャラクターラフ







　ずっと夜会が苦手だった。

　重たいドレスも興味の無い話もダンスも煩わしい。

　部屋に篭って本を読んでいる方がどんなに有意義だろう。

　そんな夜会に対しての気持ちが変わる日が来るなんて想像すらしていなかった。




「王族主催の夜会だ。我慢しなさい」

　兄にそう言われると、行きたくない気持ちが膨んだ。

　王族主催の夜会は年に数回あり、よっぽどの理由が無ければ貴族には拒否することができないイベントだ。

　だけど私は出るつもりが微塵もなかった。

　だから仮病を使うことに決めた。

　どんな病気にかかったことにするか悩み、図書館で医学書を読み漁っていると、シジャル様が声をかけてくれた。

「王族主催の夜会ですか、アルティナ様がお嫌でなければ迎えに行こうかと思っています……お嫌ではありませんか？」

　予想外の言葉に、私は理解が追いついていなかった。

　黙り込む私に、シジャル様がオロオロし始めたので、慌ててシジャル様の手を握る。

「シジャル様がエスコートして下さるのですか？」

「腐っても、婚約者ですから」

　シジャル様が困ったように眉を下げる。

「嬉しいです。生まれて初めて夜会を楽しみだと感じました」

「それは、自分の台詞です」

　シジャル様が夜会の間ずっとそばにいてくれると解り、私は幸せを嚙みしめた。

　その日のうちに私は姉二人に夜会の相談にのってほしいと手紙を出した。

　翌日の朝には二人が実家に帰ってきたのは言うまでもない。

　リベリー姉様の行きつけの仕立て屋さんとラフラ姉様が足繁く通う宝石商も連れて現れた時には逃げ出したくなった。

　普段、苦痛でしかないものだから、許してほしい。

「アルティナが夜会に興味を持つなんて、嬉しいわ～」

　しみじみとリベリー姉様に言われ、なんだか恥ずかしい気持ちになる。

「アルティナから夜会の相談なんて！　張り切っちゃうんだから！　覚悟なさい！」

　ラフラ姉様の言葉に、心強さと不安が同じぐらい湧き上がった。だけど、

「「司書長様をメロメロにしましょう」」

　姉達の最後の言葉に、私は深く頷いた。

　シジャル様の隣にいて恥ずかしくない……贅沢を言えば可愛いと思ってもらえる格好で夜会に挑みたい。

　そう意気込み、私は準備を始めたのだった。




　夜会当日、私は金色の刺繡が裾にあしらわれた、白いプリンセスラインのドレスに琥珀のアクセサリーを身につけ、髪も華やかに見えるように金色の細やかな細工が施されたバレッタを使ってまとめ髪にした。

　シジャル様の白い髪と金色の瞳を意識した婚約者だと主張するコーディネートに口元が緩む。

　幸せな気持ちの中、私を迎えに来たシジャル様を見て、私は負けたと思った。

　シジャル様は濃紺の燕尾服にラベンダー色のネクタイ、アメジストのカフスボタン。

　更に、髪はいつもとは違い前髪をオールバックにしている。

「好き」

　思わず口から気持ちが漏れ出してしまった。

　一方シジャル様は呆然と私を見つめた後、左手で目を覆いながら天を仰いだ。

「あ、あの、どこか駄目だったでしょうか？」

　不安になり聞けば、シジャル様は深い深呼吸をして、私を正面から見据えた。

「美しすぎて失神しそうになりました。アルティナ様は女神様か何かですか？」

　褒められたのだと気付いた瞬間、顔が緩んでしまった。

「女神なんかじゃありません。シジャル様の婚約者です」

　緩んだ顔のままそう言えば、シジャル様はグッと息を吞んだ。

「アルティナ様、今日の夜会は止めにしましょう」

「へ？」

　シジャル様は真剣な顔で言った。

「死者が出てもおかしくないです」

「言ってる意味が解りません」

「アルティナ様の美しさに心臓が酷使され、止まってしまいます」

　何を言ってるのだろう？　それならシジャル様の格好良さだって同じだと思う。

　私がシジャル様に言い返そうと口を開く前に、背後から肩をポンと叩かれた。

　兄だ。

「僕が上手いこと説明しておく、アルティナは司書長と待っていなさい」

「お兄様」

「今日のアルティナはトラブルを起こしそうなぐらい美しいと僕も思っていた。司書長、暫くアルティナを頼んだぞ」

「自分はお暇しようかと……」

「アルティナは司書長のためにめかし込んでるんだ。暫く話でもしていきなさい」

　兄はそう言って私達を置いて夜会に出かけていった。

　私とシジャル様は兄の厚意に甘え、二人でお茶を飲みながら楽しい時間を過ごすこととした。




　数日後、兄が私達が来ない理由を〝着飾ったアルティナを見た司書長が、あまりの美しさに不整脈で倒れたので二人は来ません〟と上手くもなんともない説明をして王様とお妃様を大笑いさせたとメイデルリーナさんから教えられ、恥ずかしい思いをしたことは一生忘れないと思う。
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